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資料1－1  

全国肝炎総合対策推進懇談会 開催要領  

（目的及び検討事項）  

1．全国肝炎総合対策推進懇談会（以下、「懇談会」という。）は、厚生労働省健康局長が  
参集を求める有識者により、総合的な肝炎対策につし†て専門的な協議を行うことを目的   

として開催する。   

（懇談会め構成）  

2．懇談会に参集を求める有識者は肝炎対策に精通した学識経験を有する者とする。   

（座長の指名）  

3．懇談会に座長及び座長代理を置く。座長及び座長代理は、懇談会構成員の中から互選   
により選出する。 

（作業班の開催）  

4．懇談会は、必要に応じ、外部専門家を交えた作業班を開催することができる。   

（会議の公開）  

5∴懇談会の会議は公開とする。ただし、公開することにより、個人情報の保護に支障を   
及ぼすおそれがある場合又は知的財産権その他個人若しくは団体の権利利益が不当に侵   
害されるおそれがある場合には、座長は、会議を非公開とすることができる。   

6．座長は、会議における秩序の維持のた鱒、傍聴人の退場を命ずるなど必要な措置をと   
ることができる。   

（議事録）  

7．懇談会における議事は、次の事項を定ゆ、議事録に記載するものとする。 
一 会議の日時及び場所   
二 出席した懇談会構成員の氏名   
三 議事となった事項  

8．議事録は公開とする。ただし、個人情報の保護に支障を及ぼす一おそれがある場合又は   
知的財産権その他個人若しくは団体の権利利益が不当に侵害されるおそれがある場合に   
は、座長は、議事録の全部又は丁部を非公開とすることができる。  

9．前項の規定により議事録の全部又は一部を非公開とする場合には、座長は、非公開と   
した部分たっいて議事要旨を作成し、これを公開しなければならない。   

（懇談会の庶務）  

10．懇談会の庶務は、厚生労働省健康局疾病対策課肝炎対策推進室において処理する。   

（そ 
11．この開催要領に定めるもののほか、懇談会の運営に必要な事項は、座長が別途定め 

る。   



資料1－2  

全国肝炎総合対策推進懇談会 名簿  

井 伊  久美子  社団法人日本看護協会常任理事   

飯 沼  雅 朗  社団法人日本医師会常任理事   

小 俣  政 男  山梨県特別顧問   

北 澤  潤  栃木県保健福祉部長   

田 中  純 子  広島大学大学院医学系研究科教授   

西 村  慎太郎  日本肝臓病患者団体協議会常任幹事   

林  紀 夫  大阪大学大学院医学系研究科教授   

久 道  茂  宮城県対がん協会会長   

松 井  通 子  全国保健師長会副会長   

松 枝  啓  国立国際医療センター国府台病院長   

南  砂 読売新聞社編集解説部次長   

宮 村  達 男  国立感染症研究所長   

村 田  充  日本肝臓病患者団体協議会監査   

八 橋  弘 （独）国立病院機構長崎医療センター治療研究部長   



資料2－1  

新しい肝炎総合対策の主な取組につい七   

（平成20年4月～平成21年5月）  

8月  

11月ノ  

12月  

4月  

5月   



資料2－2  

肝  炎  対  策 ・の  推  進  

【肝炎対策関連予算額（厚生労働省分）】  

21年度 205億円（20年度 207億円）  
【施策の方向性】  

○ 肝がんへの進行予防、肝炎治療の効果的促進のため、経済的負担軽減を図る。  

○ 検査■治療・普及t研究をより一層総合的に推進する。  
○ 検査未受診者の解消、肝炎医療の均てん化、正しい知識の普及啓発等を着実に   

実施していく。  

ーフェロ．ン  

○ インターフェロン治療に関する医療費の助成の実施  
・B型及びC型肝炎患者であってく インターフェロン治療を必要とするすべての肝炎患   

者がその治療を受けられるよう、医療費を助成。   
※一定の条件を満たし72遇投与が必要な患者に対し助成期間を延長する。  

○ 保健所における肝炎ウイルス検査の受診勧奨と検査体制の整備  

・検査未受診者の解消を図るため、医療機関委託など利便性に配慮した検査体制を   
整備。   
洪緊急肝炎ウイルス検査事業の延長。  

○ 市町村等における肝炎ウイルス検査等の実施  

○ 診療体制の整備の拡充  
・都道府県において、中核医療施設として「肝疾患診療連携拠点病院」を整備し、患  

者、キャリア尊からの相談等に対応する体制（相談センター）を整備するとともに、  

国が翠置した「肝炎情報センター」において、これら拠点病院を支援する。   
※肝疾患相談センターに対する補助について、1都道府県当たりから1拠点病院当たりの補助とする。  

○ 肝硬変・肝がん患者に対する心身両面のケア、医師に対する研修の実施  

○ 職場や地域などあらゆる方面への正しい知識の普及  

○ 肝炎研究7カ年戟略の推進  
・「肝炎研究7カ年戦略」を踏まえ、肝疾患の新たな治療方法等の研究開発を推進。  

※肝炎研究基盤整備事業の実施（新規） 

○ 肝疾患の治療等に関する開発一葉事承認・保険適用等の推進  
・治療薬等の研究開発の状況に応じて、速やかな薬事承認・保険適用の推進。   



資料2－3  

肝炎治療特別促進事業について   

国内最大の感染症であるB型・C型ウイルス性肝炎は、 

インターフェロン治療が奏効すれば肝硬変、肝がんといった  

慶り重篤な疾病を予防することが可能な疾病である。   

しかし、当該治療に係る医療責が高額（自己負担年額約∽  
万円／月放約7万円）※であるため、早期治療の推進の観点  
から、インターフェロン治療への医療費助成を行うものとする。  

※ C型肝炎で、標準的な治療（ペグインターフェロン  

とり／くどり 

割合3割の場合）のおおまかな試算   

都道府県  

B型肝炎、C型肝炎の根治を目的として行うインターフェロン  

治療（保険適用の範囲内とする）  

世帯当七りの   自己負担限度鍍 
～ 階 層．  （月当たり）   

A階層  －65，000円未満   1万円   

B階層  65．Obo円以上 3万円   
～235，000円未満  

C階層  235．000円以上 5万円   

国：地方＝1：1   

1年間に10万人が助成を受けることを目指す   

7年間（平成20年度～平成26年度）   

3年後（平成2●3年度）に見直し   

年間約256億円（7年間で約1，800億円）  

E■■ヨ 平成21年度分約129億円を計ヰ  
（医療費約128億円＋事務費約1億円）  

9  10   



資料2－4  

1．投与期間の延長について（72週投与）  

現行：助成期間は、原則1年間。  

・「・   

一定の条件を満たし、医師がぺグインター  

フェロン及びリバピリン併用療法の延長投与  

（72週投与）が必要と認める患者について、  

助成期間の延長を認める。  

2．所得階層区分認定の例外的取扱いについて  

現行＝ 自己負担限度額決定のための 

認定は、申請者の住民票上の「世帯」全員の市  

町村民税課税額の合計による。  

」〇   

住民票上の「世帯」を原則としつつも、  
税制上一医療保険上の扶養関係にない者  

については、例外的な取扱い（課税額合  
算対象から除外）を認める。  

11  12   
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d愛媛 県   0                                                  g 高 知 県   0  0  ■J4】  35    20  187     ．”60  田    36  田    Ⅱ    田  一一・28・．   2ヱ  30  36  22  19  ・355  341  
0  424  0  i・ヰ06・   0  ▲：265    8S5    06  372    9    295  243   258  168  167  14g  233  2．558  2．180   

福 岡 県   4！）g                                                  41  佐 賀 県  J78  68  114・  10g  】14   118  r 64    67    46  5Z    79   ．76  45   4a  7S  田  、・48  50  ・663  659  
長 崎 県  45   0   47  45  74   70    ・35   5g    30  26    61．   48  ■ユ5   45  ・28  40  26  30  381  363  

0  ．・54  145  67   0  7ZO■  635  

爬 本 県   27  0   い柑  0    25  175    101■   174    55こ  口    匹  8・  140    ー．74                  大 分 県  了5  田  ・了1  71    田  山    55．   田    50・  50    田   山    ・3g  39  ノーL・∴＝㈹  46  28  田  ．470  ヰ56    宮 崎 県  田  田  ’70  田  ■72   田  ・70    70    2了▼  Z7  1  田   田    34  34  之2  田  i35  34  438  436  
鹿児島県  26   0  17†  39  147   14l     01  】16    円  75    55   111    ‥49  27  ・49  12  －てJ42  37  70ト  618  
沖 積 県  2g   0  ■ 44  25  コ、」Z8   46  2D    28    1丁  27    25   15  、16   21  14  14   8  ・17  20ト  193   

合    苫十・   亭．ヰ53  1．4盲6  5．921  4．12l    24  6．283  4．757    6．33之    37‘  4．335    49   3，9g7  ．3，25l   ‘3，533  ：Z．丁58  3，063  ーl2．35－  2．61I  38．00l  35．734   
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∽
 
 
 

（注〉1．－かの自治体で4月の中断件数が0件となっているのは、受付を6月に開始しているためである．  

之．一節の自治体で交付件蝕が0件となっているのは、受給者mの立付が翌月以■に行われているためである．  

3．月ごとの中江件緻と交付件数については、各自治体における比定協丑食の鵬丑輝期事が鼻なるため、必丁しも対応していない・  

4．申叶件数事は、四の制度による実績の敷旺であり、自治体↓執事薫による敷皿は含まれていない．  

平 成 2 1 年  
厚  生  労  働  
疾 病 対 策 課 肝  

月
 
 

6
省
炎
 
 
 

対
 
 

平成20年度肝炎インターフェロン治療受給者証交付者数調（階層区分別（4月～12月分））  

（単位：人、％）  

階 層 区 分   4 月   5 月   6 月   7 月   8月   9月   10月   11   12月   計   

受給者数   666   1，864   j．068   3．122   2，076   2，022   1．681   1．510   1．281   17，290  

A  

シ ェ ア   45．74   45．23   48．83   49．31   47．89   50．59   47．58   49．台0   49．01   48．39   

受給者数   511   1，444   2．192   2，093   1．412   1．280   1．161   990   807   11－890  

B  

シ ェ ア   3・10   35．04   84．89   33．05   32．57   32．02   32．86   32．32   30，87   33．27   

受給者数   279   813   1．023   1，117   847   695   691   563   526   6．554  

C  
＼  

シ ェ ア  19．16   19．73   16．28   17．64   19．54   17．39   19．56   18．38   20．12   18．34   

（注）階層区分（国制度）は、それぞれ以下のとおり．  
1．Aは、世帯当たり市町村丘税（所持剖）隈税年級が65．000円未満の看で、自己負担限度綴（月額）は10．000円．   

2．Bは、世帯当たり市町村民税（所得割）課税年額65．ODO円以上235，000円未満の看で、自己負担限度税（月額）は30．000乱   
3．Cは、世帯当たり市町村民械（所得割）課税年級235．■000円以上の着で、自己負担限度鞍（月額）は50．000円。  



資料2－6  

l 堪碩促進甲た吟取るべき対策（具体策） 

インターフェロン（tFN）治療の  

一層の促進について  
テ．月ニー炎ウイル  不碑李申二牽孝和  

★一生に一度は、肝炎ウイルス検査を受診するよう、   
様々な手段を用いて、効果的に、受診勧奨をすることが必要。  

t治療促準のため・  

取るべき対策につ，い        ．   ′  

て  一腹毯を通じ、肝炎検査受診について、周知を図る。   
（平成20年12月、大臣から日本経済団体連合会に、  
検査受診勧奨等について、申し入れ。）   

医療機関への来院畳に対し、医師から直接、受診勧奨。   

（平成21年1月以降、日本医師会の協力を得て、全国の医療機関に対して、  
り一フレツト配布、医師から、肝疾患以外で来院した患者に、受診勧奨いただ〈よう  
依頼。）   

■肝臓週間に合わせ、蜘 
（新聞広告、雑誌、インターネットテレビ、ラジオ、携帯サイト等、  
多様な媒体を用い受診勧奨。）  

①肝炎患者■感染者  

であることを知らない。  
ス検  

′ ィ L  

熟議轟必敷き  

■  ●l                           トり  

、＿ゝ    ■■  

滴一、滴議治頂推謹齢－   ＿・∴ －   、  
制構築こ二’∴  

③肝炎患者■感染  

者であり、IFN治  
療適応者であると  

の自覚があるが、  
IFN治療を受けて  

いない。  

一地域の診療  

体制が出来  

ている。  

午美態調査により，  

治療をしていない理 

由を把握。対策を講  
じる。   

15  16   



〔参考〕  インターフェロン治療を断った理由   
（「肝炎患者に対するインターフェロン治療の現状に関する調査」（3／7公表予定）より抜粋）  

★患者が適切お医療機関ヘアクセスできるよう、体制拡充の必要。   
拠点病院を中心とする、専門医とかかりつけ医の診療ネットワーク構築が、喫緊の課題。  

の 

，都道府県における圧疾患診療連携拠点病院体制拡充。   → 平成21年6月1日現在、37府県50病院指定済み。  
（平成20年12月、都道府県に通知を発出し、拠点病院の早期指定、及び専門医療   
機関の確保について、要請。）  
（拠点病院未指定の自治体に対しては、直接現地に赴き、早急な指痘を要請。）   

・国の「肝炎情報センター」の楼能充実。   
（平成20年11月、3月 都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会開催。）   
（平成20年12月 ホームページ開設。）  

（参考）インターフェロン治療を医師に勧められるも治療を断った主な理由の頻度  

年齢層別の比較（N＝96）  

鍋
如
 
拙
 
鍋
 
肌
 
個
・
摘
 
 

平成20年10月～12月、厚生労働科学研究班において、インターフェロン治療の現状把握のため、  

アンケート調査を実施。  

その結果、肝炎患者が、自ら、インターフエ卿L  

r忙しく∴卿、ら⊥であった。  

50－59歳  6（）β9歳   70歳以上   

※2008年10月1叩カ；ら12月8日までの期間、28の  
医療機関（27国立病院機構病院および国立国際  

．医療センター）で実施したインタTフェロン（肝N） 

治療に関する患者アンケート集計結果（N＝895）  

下
 
 

以
 
 

意
 

亜
 
 〔アンケート概要〕  

★「忙しい」という方の理由としては、   

A：仕事の都合がつかないこと、   

B：病気の深刻さについて情報が不足しているため、治療へのモチベーションが低いこと、  けたことがある 341人（38％）  

中、予定あり 204人（23％：  

A．   

337人（38％）  

Q．肝N治療を勧められたことがあるカモ  

A．勧められた   

対策を講じることが必要。  等が考えられるため   

厚生労働科学研究費補助金  
（肝炎等克服緊急対策研究事業）研究報告  

「データマイニング手法を用いた 
効果的な治療方法に関する研究」  

主任研究者   
国立病院機構長崎医療センター   
臨床研究センター治療研究部長  

八橋 弘   

基ユ登療アクセス改善モデルの構築に向けた研究実施。  
（仕事で忙しい方もインターフェロン治療を受けられるよう、下記2項目等に  
ついて研究を実施し、インターフェロン投与に係る地域診療モデルの在り方  
を検討。）  

①インターフェロン平日夜間・土日の外来診療、土日入院の実施  
②入院期間短縮のための診療環境整備  

療の必要性等、肝炎についての斬  
（平成21年3月～5月、インターフェロン治療体験談の公募、  

体験談リーフレットの作成、自治体等への配札）  

209人（62％）  

Q．IFN治療を勧められたものの断った？  

130人（62％）  



資料2－7  
平成21年6月10日  
健康局疾病対策課  
肝 炎 対 策 推 進 室  

各自治体における肝炎対策の現状について  

各自治体における肝炎対策の現状について、以下のとおり取りまとめましたのでお知ら  
せします。  

各自治休の肝炎対策（検査・肝疾患診療連携拠点病院・肝炎対策協議会）の現状について   

Ⅰ肝炎ウイルス検査の実施状況  平成21年5月31日現在  

保鍵所での無料実施  委託医療機関での無料実施  
NO．  自治体名  実施済み   実施予定なし  保健所数  検査実施 箇所数  実施済み   実施予定  実施予定なし  委託医療機関数   

i予定年月  

北 海 道  ○  26   26  ○  
2  青 森 県  H22．ヰから 実施予定  6   0   ○  145   

3  岩 手 県  ○  10   10   ○  64   

4  宮 城 県  ○  7   9   ⊂）  721   

5  秋 田 県   ○  8   8  （）  H21．丁  38   

6山 形 県   0  4  4  ○  
7  福 島 県  ○  i B 6   （〕  195   

8  茨 城 県  ○  12   12 く）  

9  栃 木 県  ○  5   5   （）  
598   

10  群 馬 県  ○  10   10  ○  未定  
n  埼 玉 県  ○  13   13   （〕  1．31こ！   

12  千 葉 県  ○  13   13   ○  511   

13  東 京 都  ○  7   10   ○   1．169   

14  神奈 川 県  ○  9   9   ○   1  

ヰ50   

15  新 潟 県  ○  12   12   ○  38   

16  富 山県  ○  4   8  検討ヰ  
17  石 川 県  ○  4   ヰ   ○  300   

18  福 井 県  ○  6   7   ○  227   

19  山 梨 県  ○  4   5  ○  
20  長 野 県  ○  10   10  ○  
21  岐 阜 県  ○  丁   ○  486   

22  ■＝  悶■■虻  ○  7   7   ○  30   

23  愛 知 県  ○  12   12   ○  561   

2ヰ  三 重 県  ○  8   8   ○  約1．30（）   

25  滋 賀 県  ○  6   6   ○  約180   

26  京 都 肝  ○  7   8   ○  21   

27 大 阪 府   ○  1†   14   ○  約4JOO   

28  兵 庫 県  ○  13   1J   ○   1  

760   

29  奈 良 県  ○  5   5   ○  325   

30  和歌山県  ○  8   ○  523   

31  二  j■  二  ○  4   3   ○  123   

32  島 根 県  ○  7   7  ○  H21．10  23   

33  岡 山 県  C〉  5   9   ○  9丁   

34  広 島 県  ○  4   7   ○   ‡  1．028   

35  山 口 県  ○  8   8   （⊃  5丁5   

36  徳 島 県  ○  6  6  O ____ 
37  香 川県  ○  4   4   25   

38  愛 媛 県  ○  6   6   ○  451   

39  高 知 県  ○  5   5   （⊃  349   

40  福 岡 県  ○  13   13   ○  1，932   

41  佐 賀 県  ○  5   5   ○  259   

42  長 崎 県  ○  8   8  ○  H21中  

43  熊 本 県  ○  18   10   ○  636   

44  大 分 県  ○  6   6   ○  475   

45  宮 崎 県  ○  8   8   ○   377   

46  鹿児島県  （）  13   13   ○   】  135   

47  沖 縄 県  ○  6   6  ○  H21中  6   

都道府県  0   3aO  1コ2 35   小 計   47  6：  し＋十  6    ／   

1．肝炎ウイルス検査の実施状況  
〔調査対象：都道府県、保健所設置市、特別区（計136）〕   

すべての都道府県、保健所設置市及び、特別区（計136）において、保健所又は委託  
医療機関における無料検査を実施しています。  

（1）保健所における無料検査  
割合  

122／136  89．7％  実施自治体数  
（※予定含む）  

※非実施の14自治体では委託医療機関における無料検査等により対応  

（2）委託医療機関における無料検査  

ア 実施自治体数  
イ 実施予定自治体数  

（※検討中含む）  

割合  
94／136  69．1％  
10／136   7．4％  

※実施予定なしの32自治体では保健所検査や他事業により対応  

〔調査対象：47都道府県〕   2．「肝疾患診療連携拠点病院」の指定状況  

肝疾患に関する医療情報の提供、専門医療樅関等に関する情報の収集や提供等を目的  
として都道府県ごとに指定することとされている肝疾患診療連携拠点病院の指定状況は  
以下のとおりです。  

ア 指定済み  
イ 指定予定  

37／47  
8／47  

〔調査対象：47都道府県〕   3．「専門医療機関」の確保状況  

都道府県において肝疾患に関する専門的な治療を行うことができる医療機関（専門医  
療機関）の確保状況は以下のとおりです。  

ア 確保済み  
イ 確保予定  

35／47  
10／47  

〔調査対象：47都道府県〕   4．「肝炎対策協議会」の設置状況  

都道府県において肝炎対策を推進するために必要な検討を行うこととされている肝炎  
対策協議会の設置状況は以下のとおりです。  

設置済み  
（※既存組織の活用含む）  

47／47  

19  20   



■ ■＿  

保位所での無料実施  委託医療機関での無料実施  
N0．  自治体名  実施予定  

実施済み  実施予定なし  保僅所致  検査実施 箇所数  実施済み  実施予定なし  委託医療機関数   
予定年月  

○ 100  久留米市  ○  168   

101  長 崎 市  ○  0．  H21中  検討中   

102  熊 本 市  （⊃  ○  299   

103  大 分 市  ○  ○  15ヰ   

104  宮 崎 市  ○  ○  

105  鹿児島市  ○  18  ○  

106  小 指 市  ○  ○  52   

107  八王子市  ○   0  ○  198   

108  藤 沢 市  ○  ○  
1甲  四 日市市  ○  （）  

148   

110  尼 崎 市  ○  ○   167   

呉’ 市    ○  8   ○  約230   

112  大牟田市  （〕   0   ○  72   

113  佐世保市  ○  ○  H21中  

中核市等∴ 小 ∴計：   4草 5 ヰ8 62 3∴㌻   ／  1丁  二二十予了㌻   

114  千代田 区  ○  ○  93   

中 央 区    ○  ○  
116  羞  ・区  ○   0   ○  8   

11丁  新 宿 区  ○  ○  

118  文 京 区  （）  2  

l  0  

119  台 東 区  ○  ○  
120  墨 田 区  ○   1   0   （〕  1∽   

121  江 東 区  ○  4  ○  H21中 
122  品 川 区  ．0  2   ○  2：）1   

123  目 黒 区  ○  2  ○  
124  大 日 区  ○   0   ○  300   

125  世田谷区  ○  ○  397   

126  渋 谷 区  ○   0   ○  159   

12丁  ・中 野 区  （⊃  0  

128  杉 並 区  ○  ○  279   

129  豊 島 区  ○  ○  1 

130  北   区  ○  ○  98   

131  荒 川 区  ○  1   （）  
88   

132  板 持 区  d  ○  
0   ○  1：】3  練 馬 区  ○   83   

13ヰ  足 立 区  ○  5   ○  4   

135  葛 節 区  ○  0  8   

1：ユ6  江戸川区  ○   0   ○  
特∴二即＝≡・区 小’計‡   ＝1．プ 6   

23 1亭 1  ． ／  丁  ニイ   
†22 j4  l0：  1 9ヰ  o 

保魅所での無料実施  委託医療機関での無料実施  

ド○・  自治体名  実施予定  
実施済み  実施予定な  保億所敦  捜査実施 箇所致  実施済み  実施予定なし  委託医療機関致   

予定年月  

48  札 幌 市  ○   0   ○   857   

48  ・仙 台 市  ○  5   ○   T19   

○  50  さいたま市  ○  ヰ17   

51  干 葉 市   ○  

52  横 浜 市  ○   1 0   ○  1．017   

53  川 崎 市  ○  7   丁   ○  490   

54  新 潟 市  ○  ○  Z9ヰ   

55  静 岡 市  ◆  0 ○  276   

56  浜 松 市  ○  ○  5   

57  名古屋市’  （）  16   16   0  938   

58  京 都 市  ○  ‖   14   ○  

58  大 阪 市  （〕 2ヰ  ○  

60  堺   市  0 8   （）  
433   

61  神 戸 市  ○  （）  
約960   

82  岡 山 市  ○  ○  98   

63  広 島 市  0 8   ○  約1．200   

6ヰ  北九州市  ○  （）  
58ヰ   

65  福 同 市  ○  7   丁   Cl  ヰ71   

政令凋定都市 ＝ 2   畠丁   16 0   ／  2  ‥」ニメナ丁   
66  薗 1 ○  

67  旭 川 市  ○  ○  

68  青 森 市  ・■○  ○  78   

69  盛■ 同 市  ○  ○  
70  秋 田 市  ○  ○ 

71  郡 山 市  ・‘○  ○  
72  いわき市  ○  ○  

了3  宇都宮市  ○  2  ○  

74  前 橋 市  ○  ○  

75  川 越 市  0  2  ○  9ヰ   

丁6  船 橋 市  C〉  ○  岳“21中  

7r  柏   市  ○   0   ○  116   

78  横須賀市  ○  1  ○  

79  相模原市 ○   0   ○   219   

80  富 山 市    ○  ○  
81  金 沢 0  197   

82  ー長 野 市  （〕  ○  

83  岐 阜 市  ○  ○  362   

84  豊 橋 市  ○  ○  130   

85  岡 崎 市  ○  ○  

（）   ‖ u  
100   

87  大 津 市  （〕  ○  275   

88  高 槻 市  ○  ○  

89  東大阪市  ○  3  ○  

90  姫 路 市  ○  ○   t  

225   

91  西 宮 市  ○  ○  132   

92  奈 良 市  ○  0  626   

93  和歌山市  ○  ○  500   

94  倉 敷 市  ○   1 0   ○  18   

95  福 山 市  ○   0   ○  

98  下 関 市  ○  ○   1ヰ6   

97  高 松 市  ○  1  1  ○  
98  松 山 市    ○  1  1  （⊃  173   

99  ≡   ；l  ○  1  1  ○  349   
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Ⅱ 肝疾患診療連携拠点病院等の整備状況、 Ⅲ 肝炎対策協議会の設置状況  

Ⅱ 肝疾患診療連携拠点病院等の整備状況  Ⅲ 肝炎対策協三義金の設置状況  

拠点病院の指定状況  専門医療機関の確保状況  設 置 状況  
NO，  自治体名  

指定予定  設置予定  
指定済み  未 定  確保済み   

l予定年月  確保予定 「う盲左耳‾   未 定  設革帯み  掛以組織  「‾‾盲妄言妄「   
北 海 道  ○  H21．8  ○  H21▼9  ○  

○  （⊃  

l   

2  青 森 県  ○  
○  3  岩 手 県  ○  ○  

ヰ  宮 城 県  （⊃  ○  ○  

秋 日日 県  0  ○  0  

山 形 県  ○  H21．6  ○  （⊃  

7  福 島 県  ○  H21中  ○  ○  

8  茨 城 県  ○  ○  ○  

栃 木 県  0 ○  （⊃  

○  H21．8  C〉  10  群 馬 県  ○  

埼 玉県  ○  ○  ○  

12  千 葉 県  ○  ○  ○  

13  東 京 都  ○  ○  （〕  

14  神奈川県  ○  ○  （⊃  

15  新 潟 県  ○  ○  H21中  ○  

16  冨 山 県  、○  ○  ○  

171石 川 県   0 ○  

18  福 井 県  ○   

19  山 梨 県  ○  

○  20  長 野 県  q  ○  

21  岐 阜 県  ○  0  ○  
○  ○  22  稗 田 県  ○  

23  愛 知 県  ○  ○ ○  

24  三 重 県  ○  ○  H21．7以降  （⊃  

25  滋 賀 県  ○  H21．6  ○  H21．6  ○  

○  （〕  

璽   
28  京都府  ○  

27  大 阪 府  ○  ○   【  ○  

28  兵 庫 県  ○  ○   l  ○  

29  奈 良 県  ○  （）  ○  

30  和歌山県  ○  H22．3  ○  

31  鳥 取 県  （〕  0  

32  島 根 県  ○  ○  

33  田 山 県  ○  n 川  
⊂）  

34  広 島 県  ○  ○   ○  

35  山 口 県  ○  ○  ○  

36  徳 島 県  0  ○  ○  

37  香Jll県  ○  ○  ○  

○  ○  3∈【  愛 媛 県  ○   

39  高 知 県  ○  ○  0  

40  福 岡 県  ○  H21中  ○  C〉  

41  佐 賀 県  ○  ○  ○  

42  長 崎 県  ○  ○  ○  

43  熊 本 県  ○  ○  ○  

44  大 分 県  ○  ○  ○  

45  宮 崎 県  ○  H21．6  ○  H21．6  ○  
0  （⊃  46  鹿児島県  ○  

47  沖 縄 県  0lH21中  （⊃  H21中  ○  

計   37  ■81 ／   2  35  10＝  しノで  2   44  3  ム‘．室 ／   
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資料2－8   

平成21年6月1日現在  

都道府県肝疾患診療連携拠点病院一覧  

都道府県名   施  設  名   所    在   地   
北 海 道  

2  青 森 県  

3  岩 手 県  岩手医科大学附属病院   盛岡市内丸19－1   

4  宮 城 県  国立大学法人 東北大学病院   仙台市青葉区星陵町1－1   

5  秋 田 県  国立大学法人 秋田大学医学部附属病院   秋田市広面蓮沼44－2  

市立秋田総合病院   秋田市川元松丘町4－30   

6  山 形 県  

7  福 島 県  

8  茨 城 県  株式会社 日立製作所 日立総合病院   日立市城南町二丁月1番1号  

東京医科大学茨城医療センター   稲敷却阿見町中央三丁目20番1号  

自治医科大宇附属病院   下野市薬師寺3311－1  

9  栃 木 県        司協医科大苧病院   下都賀郡壬生町北小林880   

10  群 馬 県  国立大学法人群馬大学医学部附属病院   前橋市昭和町3－3g－15   

埼 玉 県  埼玉医科大学病院   入間郡毛呂山町毛呂本場38   

t2  千 葉 県－  国立大学法人千葉大学医学部附属病院   千葉市中央区亥鼻1－8－1   

13  東 京 酢  

扶浜市立大学附属市民総合医療センター   横浜市両区浦舟町4－5了  

14  神奈川 県        聖マリアンナ医科大学病院   川崎市宮前区菅生2－1－1  

北里大学東病床   相撲原市麻請合2－1－1  

東海大学医学部附属病偏   伊勢原市下糟屋143   

15  新 潟 県  国立大学法人 新潟大学医歯学総合病浣   新潟県新潟市中央区旭町通一番町754番地   

富山県立中央病院   富山市西長江2－2－78  
16．  冨 山 県  市立砺波総合病院   砺波市新富町1」61 

17  石 川 県  国立大学法人 金沢大学附尻病院   金沢市宝町13－1   

18  福 井 県  ．社会福祉法人恩賜財団福井県済生会病院   福井市和田中町舟橋7－1   

19  山 梨 県  国立大学法人 山梨大学医学部附属病院   中央市下河東1110   

20  長 野 県  国立大学法人 信州大学医学部附属病院   松本市旭3－1－1   

21  岐 阜 県  国立大学法人 岐阜大学医学部附民病院   岐阜市棚戸1－1   

22  静 岡 県  順天堂大学医学部附厚静岡病院   伊豆の国市長同一】29番地  

浜松医科大学医学部附属病院   浜松市東区半田山1－20－1   

23  愛 知 県  名古屋市立大学病浣 名吉良市塙樗区瑞穂町芋川還1   

之ヰ  三 宝 県  三重大学医学部附属病院   三重県津市江戸括2丁目】74   

25  滋 賀 県  

26  京 都 府  ■∴国立大学法人京都大学医学部附属病院   京都市左京区聖護院川原町5－l  

京都府立医科大学附属病偏   京都市上京区河原町通広小路上る梶井町465   

関西医科大学附属薄井病院   守口市文園町10番15号  

近践大学医宇部附属病偏   大阪狭山市大野乗377－2  

27  大 阪 府  吹田市山田丘2番15号  

大阪市立大学医学部附属病院   大阪市阿倍野区旭町1－5－7  

大阪医科大字附属病‡屍  高槻市大苧町2番7号   

28  兵 匝 県  兵庫医科大学病院   西宮市武庫川町1番1号   

29  奈 良 県  公立大学法人奈良県立医科大学附属病院   檀原市四条町840   

30  和歌 山 県  

31  鳥 取 県  国立大学法人鳥取大学医学部附属病院   米子市西町36番地1   

32  島 根 県  国立大学法人 島櫻大学医学部附属病院   出雲市塩治町89－1   

33  岡 山 県  国立大学法人 岡山大学病院   岡山市鹿田町2 

34  広 島 県  国立大学法人 広島大学病院   広島市両区霹1－2－3   

35  山 口 県  国立大学法人 山口大学医学部附属病院   宇部市甫小串1－1－1   

36  ■ 徳 島 県  国立大学法人徳島大学病院   徳島市蔵本町2－50－1   

37  香 川 県  香川県立中央病院   高松市番町5－4－16   

38  愛 媛 県  国立大学法人愛媛大学医学部附属病院   東温市志津川   
39  高 知 県  国立大学法人高知大学医学部附属病院   南国市岡圭町小蓮185－1   

40  喜 ・▼・  〒  

4l  佐 賀 県  ．国立大学法人佐賀大学医学部附属病院   佐賀市鍋島5－1－1   

42  長 崎 県  独立行政法人 国立病院機構 長崎医療センター  長崎県大村市久原2丁目1001－1   

43  熊 本 県  国立大学法人 熊本大学医学部附属病院   熊本市本荘1－1－1   

44  大 分 県  国立大学法人大分大学医学部附属病院  由布市挟間町医大ヶ丘1－1   

45  宮 崎 県  

46  鹿児島．県  国立大学法人鹿児島大学病院   鹿児島市桜ケ丘8－35－1   

41  沖 縄・県  

計  3 7 府 県・5 0 病 院  
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平成19年度特定感染症検査等事業による肝炎ウイルス検査件数賃料2－9  月十灸ワ1ルーぺ千束宜草葉  緊急何十：灸ウイルス‡美食早業  

Ho．  自治体名  保健所実施  医療機関委託  医療桟関委託  備考  
B型  C型  計  B型  C型  計  B型  C型  計   

48  札 幌 市   0   0   0   0   0   0  27．309  28．126  55．435  

49  仙 台 市  626  632  1．258   0   0   0   0   0   0  

50  さいたま市  725  1．399  2．124   0   0   0   0   0   0  

51  千 葉 市  706  708  1．412   0   0   0   0   0   0  

52  横 浜 市  1．830  1．830  3．660   0   0   0  8．311  8．311  16，622  

53  川 崎 市  663  689  1．352   0   0   0   0   0   0  

54  新 潟 市  1，023  1．141  2．164   0   0   0   0   0   0  

55  静 岡 市  1．252  1．250  2．502   0   0   0   0   0   0  

56  浜 松 市  904  1．318  2，222   0   0   0   0   0   0  

57  名 古 屋 市  2．197  2．197  4－394   0   0   0   0   0   0  

58  京 都 市  3．943  3．943  了，886  10．705   0  10、705   10   10   20  

59  大 阪 市  2．226  2．226  4，452   0   D   0   0   O 0  

60  堺  市  778  779  1．557   0   D   0  5．006  5．009  10．015  

61  神 戸 市  1．548  2．034  3，582   0  0   0  0   0   0  

62  広 島 市  1．318  1．318  乙636   0   0  0  0   0   0  

63  北 九 州 市  165  168  333  4．336   0  4，336   0   0   0  

64  福 岡 市  220  673  893   0   0   0   0   0   0  

65  函 館 市  990  999  1，989   0   0   0   0   0   0  

66  旭 川 市   0   0   0   0   0   0   0   0   0  独自事業で検 査実施   

67  青 森 市  179  176  355   0   0   0   0   0   0  

68  秋 田 市  314  314   0   0   0   0   0   0  

69  郡 山 市  483  490  973   0   0   0   0   0   0  

70  い わ き 市  200  200  400   0   0   0   0   0   0  

71  宇 都 宮 市  691  713  1，404   0   0   0   0   0   0  

72  川 越 市  264  493  757   0   0   0   0   0   0  

了3  船 橋 市  537  537  1，074  0   0   0   D   0   0  

74  横 須 賀 市  414  427  841   0   8   0   0   0   0  

75  相 模 原 市  118   93  211   0   0   0   0   0   0  

了6  富 山 市   0  269  269   0   0   0   0   0   0  

了7  金 沢 市  ．602  615  1．217   0   0  ・0   D   0   0  

78  長 野 市  739  丁43  1．482   0   0   0   0   0   0  

79  岐 阜 市  94   94  188   9   9   18  580  580  1，160  

80  豊 橋 市  454  464  918   0   0   0   0   0   0  

81  豊 田 市  594  596  1，190   0   0   0   0   0   0  

82  岡 崎 市  296  306  602   0   0   0   0   0   0  

83  高 槻 市  135  124  259   0   0   0   0   0   0  

84  東 大 阪 市   0  308  308   0   0   0   0   0   0  

85  姫 路 市  382  386  768   0   0   0   0   D   0  

86  奈 良 市  411  421  832   0   0   0   0   0   0  

87  和 歌 山 市  456  522  978   0   0   0   0   0   0  

88  岡 山 市  657  736  1，393   0   0   0   0   0   0  

89  倉 敷 市   0   0   D   0   0   0  246  246  492  

90  福 山 市  512  512  1，024   0   0   0   0   0   0  

91  下 関 市  51   51  102   0   0   0   0   0   D  

92  高 松 市  229  229  458   0   0   0  120  120  240  

93  松 山 市  750  707  1，457   0   0   0   0   0   0  

94  高 知 市  610  608  1，218   0   O 0   0   0   D  

95  長 崎 市   0   0   0   0   0   0   0   0   0  有料実施   
96  熊 本 市  928  950  1．8了8   0   0   0   0   0   0  

97  大 分 市  B39  843  1，682   0   0   0   0   0   0  

98  宮 崎 市  513  538  1，051   0   0   0   0   0   0  

99  鹿 児 島 市  1．335  1．351  2．686   0   0   0   0   0   0  

100  小 樽 市  283  285  568   0   0   0   0   0   0  

101  八 王 子 市   0   0   0  256  257  513  660  678  1．338  

102  藤 沢 市  443  467  910   0   0   0   0   0   0  

103  尼 崎 市  782  782  1．564   0   0   0   0   0   0  

104  西 宮 市   0  436  436   0   0   0   0   0   0  

105  呉  市  295  295  ■ 590   0   0   0   0   0   0  

106  大 牟 田 市   0   0   0   0   0   0  474  474  948  

107  佐 世 保 市  194  364  558   0   0   0   D   0   0  

保健所設置市計   36．898  40．433  77．331  15．306  266  15．572  42．716  43．554  86．270  

肝炎ウイルス検査事業  緊急肝炎ウイルス検査事業  

自治体  保健所臭施  医療機関委託  医療桟関委託  

B型  C型  計  B型  C型  計  B型  C型  計   

都道府県計  6D，724  73．461  134．1B5  806  820  1．626  14．879  15．050  29．929   

保健所設置市計  36．898  40．433  77．331  15，306  266  15．572  42．716  43．554  86．270   

特別区計   4．602  4．592  9．194  3，238  3．239  6．477  276  282  558   

検査件数合計  102．224  118．486  220．710  19，350  4．325  23．675  57．871  58．886  116．757   

（注）「緊急肝炎ウイルス検査事業」とは、平成20年1月から開始した医療機関委託による無料での肝炎ウイルス検査をいう。   

肝炎ウイルス検査事業  緊急肝炎ウイルス検査事業  
No．  保健所実施  医療棟関委託  医療桟関委託  備考  

日型  C型   計  B型  C型  ‘計  日型  C型  計   
■  北 海 道  5－320  5，6D6  10．926   0   0   0   0   0   0  

2  青 森 県  638  713  1．351  0   0   0   0   0  

3  岩 手 県  1．298  1．504  2，802   0   0   0   0   0   0  

4  宮 城 県  2．246  2．346  4，592   0   0   0   0   0   0  

5  秋 田 県  969  982  1．951   0   0   0   0   D   0  

6  山 形 県  150  150  300   0   0   0   3   0   3  

7  福 島 県  423  423  846   0   0   0   0   D   0  

8  茨 城 県  1．724  2．OZO  3，744   0   0   0   0   0   0  

9  栃 木 県  1．348  1．348  2．696   0   0   0   0   0   0  

10  群 馬 県  2．069  2．594  4，663   0   0   0   0   0   0  

山  埼 玉 県  4，606  6．060  10．666   0   0   0   0   0   0  

12  干 葉 県  6，386  7．488  13．874   0   0   0   0   0   0  

13  東 京 都  682  682  1．364  457  471  928  3．582  3，745  7．327  
14  神 奈 川 県  1．229  1．568  2．797   0   0   0   0   0   0  

15  新 潟 県  323  323  646   0   0   0   0   0   0  

16  富 山 県  689  761  1．450   0   0   0   0   0   0  

17  石 川 県  B80  880  1．760   0   0   0   0   0   0  

18  福 井 県  B85  1，112  1，997   0   0   0   8   0   0  

19  山 梨 県  894  915  1，809   0   D   0   0   0   0  

20  長 野 県  2．938  3．102  6，040   0   0   0   0   0   0  

21  岐 阜 県  665  664  1，329   0   0   0  438  438  876  

22  静 岡 県  3．184  1．990  5．174   0   0   0   0   0   0  

23  愛 知 県  1．992  4．668  6．660   0   0   0   0   0   0  

24  三 重 県  1，593  3．677  ，5．270   0   0   0  125  125  250  

25  滋 賀 県   2．229  2．335  4．564   D   0   0  116  125  241  

26  京 都 府  1，367  1．526  2．893   0   0  0  171  171  342  

27  大 阪 府  1，171  1．171  2．342   0   0   0  8．616  8．616  17．232  

28  兵 庫 県  640  2，056  2．696   0   0   0   0   0   0  

29  奈 良 県  549  1，107  1．656   0   0   0   0   0   0  

30  和 歌 山 県  834  852  1．686   0   0   0   45   47   92  

31  鳥 取 県  701  720  1．421   0   0   0   0   D   0  

32  島 根 県  543  584  1，127   0   0   0   0   D   D  

33  岡 山 県  519  528  1，047   0   0   0  260  260  520  

独自事業とし  
34  広 島 県   0   0   0   0   0   0   0   0   0   て．保健所で  

検査を実施   
35  山 口 県  617  619  1，236   0   0   0  465  465  930  

36  徳 島 県  1．102  1．101  2．203   0   0   0   0   D   0  

37  香 川 県  574  574  1．148   0   0   0   0   D   0  

38  愛 媛 県  650  850  1．5（）0   0   0   0   0   0   0  

39  高 知 県  293  335  628   0   0   0   0   0   0  

40  福 岡 県  1．702  1．702  3，404  349  349  698  1．058  1，058  2，116  
41  佐 賀 県  1．065  1．083  2．148   0   0   0   0   D   0  

42  長 崎 県  905  1．000  1．905   0   0   0   0   0   0  

43  熊 本 県  1．386  1．397  2．783   0   0   0   0   0   0  

44  大 分 県  190  809   999   0   0   0   0   0   0  

45  宮 崎 県  443  1，423  1．866   0   0   0   0   D   0  

左記以外にも  
46  鹿児 島 県  113  113  226   0   0   0   0   0   0   独自事業で実  

施している。   

47  沖 縄 県   0   0   0   0   0   0   0   0   0  有料実施   

者  β道府県計  60．724  73．461  134．柑5  806  820  1，626  14．879  15．050  29．929  
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何丁欠ワ1ル人イ黄貸手莱  策忍肝儀ワイルスI菜食早業  

帖  自治体名  保健所実施  医療機関委託  医療捷関委託  備考  
E型  C型  計  B型  C型  計   B型  C型  計   

108  千 代 田 区  19   19  38   0   0   0   0   0   0  

109  中 央 区  31   31   62   0   0   0   0   0   0  

110  港  区   0   70  70   0   0   0   0   0   0  

111  新 宿 区  290  222  512   O 0   0   0   0   O 

112  文・京 区  376  376  752   0   0   0   0   0   0  

独自事案とし  
113  台 東 区   0   0   0   0   0   0   0   0   0   て．保健所で  

捜査を実施   
114  墨 田 区  226  228  454   0   0   0   0   0   0  

115  江 東 区  635  635  1，270   0   0   0   0   0   0  

116  品 川 区  324  311  635   0   0   0   0  0   0  

117  目 黒 区  277  277  554   0   0   0   0   0   0  

118  大 田 区  0 0   0   0   0   0   0   0   0  

119  世 田 谷 区  786  786  1，572   0   0   0   0   0   0  

120  渋 谷 区  293  280  573   36   36   72   0   0   0  

121  中 野区  199  199  398   0   0   0   0   0   0  

122  杉 並 区  174  182  356   0   0   0   0   0   0  

123  豊 島 区  246  246  492   0   0   8   0   0   0  

124  北  区  280  283  563   0   0   0   0   0   0  

125  荒 川 区  30   31   61   27   28   55  201  207  408  

126  板・楕 区  － 416  416  832   0   0   0   0   0   0  

127  練 馬 区  0   0   0  3．175  3．175  6，350   0   0   0  

128  足 立 区   0   0   0   0   0   0   0   0   0  有料実施   

129  葛 飾 区  0   0   0   0   0   0   75   75  150  
区の独自事業  

13p  江 戸 川 区   0   0  D   0   0   O 0   0   0   として医療機  

関委託を実施   
特別区計  4．602  4．592  9．194  3．238  3．239  6．477  278  282  558  

合   計   102，224  118．486  220．710  1乳35d  4．325  23．675  57．8了1  58．886  116，757  
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資料2－10  

肝炎対策に係る主な広報等の実績（政府広報・厚生労働省広報）  

平成21年6月1日現在  

時 期  
媒  1本  内  容   

年 f 月  
備 考   

ポスター、リーフレット  インターフェロン医療糞助成、肝炎ウイルス検査について  自治体等へ配布  

ホームページ   リニューアル   新しい肝炎総合対策の推進   J草生労働省広報  

4月  醐4月号  
助成制度が始まりました」   

新鹿  突出し広告一全国73紙  政府広報  

テレビ  日本テレビ  ご存じですか～〈らしナビ最前線－「新しい肝炎総合対策の推   政府広報  
進」  

ラジオ  
ニッポン放送  粟村智のHAPPYlニッポン！「新しい肝炎総合対策について」  政府広報  

6月  厚生労働6月号                    単発記事「肝炎ウイルス検査・治療に関するお知らせ」  厚生労働省広報  

12月  ポスター、リーフレット  インターフェロン医療費助成、肝炎ウイルス検査について  自治体等へ配布   

2月  雑誌 厚生労働 2月号  単発由奉「新しい肝炎総合対策の推進について」   厚生労働省広報  

ホ【ムページ   報道発表資料等  インターフェロン治療体放談の募集について   原生労船省広報  

3月  

ホームページ   今週の政策レポート  肝炎対策について ～肝炎の早期発見・早期治療が肝がんを防ぎます！－  厚生労働省広報  

行政アクセス「肝炎の検査に行こう」  
雑誌   Cabiネット 4月号   httn：／／www′gOV一  政府広報  

on＝ne．F0．iD／Dr／media′nrm／cabinet／index．htm】  

ホームページ   報道発表資料等  肝炎治療特別促進事業ゐ運用変更について   厚生労働省広報  

肝硬変・肝がんを予防するために仁  
政府インターネットテレビ  政府広報  

4月  

新聞   記事下（7段）・全国72   肝炎の早期発見・早期治療が肝がんを防ぎます！   
紙  

政府広報  
平成21年  

新しい肝炎対策の推進  
政府広報オンライン  クローズアップ  政府広報  

htt〔】：／／www．20V－Dnlhle．E・D．b／index、htTTll  

モ′くイル携帯端末  サイト名：TheN㊦WS  肝炎の検査、もう受けましたか？   政府広報  

雑誌   厚生労働 5月号  単発記事「肝臓週間について」   厚生労働省広報  

ホームページ   報道発表資料等  肝臓週間について一肝炎は、早期発見・早期治療”  

5月  肝炎のお話（わたしのインタープ辛口ン治療体験談）   自治体等へ配布  

肝炎に効果的なインターフェロン治療  
政府広報オンライン  お役立ち記事  利用しやすくするために医療費助成制度が変わりました  

htt：WWW．ビ0V－0n11ne．go．b／in（ゴe）：．htm‡  

ラジオ   ニッポン放送  栗村智のHAPPYlニッポン！新しし＼肝炎総合対策（肝臓週間）   

「いいえ」、「わからない」を選んだ方は、  

是非この機会に肝炎ウイルス検査  

受けましょう！  

早期発見、早期治廉t  

～ウイルス性肝炎とは？′）  
ウイルス性肝炎とは、肝炎ウイルスに感染して肝臓の細胞が  

壊れていく病気です。この病気になると、徐々に肝臓の機能が  
失われていき、ついには肝硬変や肝がんに至ることもあります。  
B型及びC型肝炎ウイルスの患者・感染者は、合わせて300万  
人を超していると推定され、国内最大の感染症とも言われてい  
ます。  

～肝臓のニックネームは“沈黙の臓器”′〉  
肝炎になっても、肝臓はなかなかSOSを出しません。「体  

がだるい」と気付くころには、かなりの重症になってしまって   

います。でも大丈夫肝炎ウイルスは、検査で分かります！  
肝炎ウイルスに感染していても、適切な健康管理・治療で、肝  
炎から肝硬変や肝がんに悪化するのを予防することが可能です。  

火肝炎のほとんどは、肝炎ウイルスによって起こる「ウイルス性肝炎」です。  

（お同い合わせ先）   

●厚生労働省健康局疾病対策課 肝炎対策推進皇  

TEL：03－5253－1111（月～金曜日、9時半～18時）  

URL二h「叩ノノ璃¶rl‾mh丸．gロIP′bL・叩式′た亡nkロU′ヒビ比－kし卜た8‖∫～“Jl¢uウ9・‘‖1dとY恒mj   

●ウイルス肝炎研究財団（病気の相談）  

TEL：03－5689－8202（月～金曜日、10陪～16暗）  

URL：ll【1p／′一m・Ⅴ叫or・】P．／l〕B・仁0】一三uレi▲1dビXムml  

ト！aJ：Ⅴ呵＠ドユl－Sロ〔・1n亡ip  
（製作）厚生労腋首腱康局   
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ウイルス性肝炎Q＆A  

Ql、検査を受けるには？  
【どんな検査？】  

肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、採血検査で判断します。  
短時間で済み、また、数週間で検査結果をお知らせできます。  

※感染後は3ケ月ほどたたないと、陽性にならないこともあります。  

【どこで受けられるの？】  

検査を受診する機会は、以下のようなものがあります。  
・お住まいの市町村での健診  

・お住まいの都道府県等の保健所での肝炎ウイルス検査  
※実施日程や費用などは、それぞれの実施主体によって異なりますので、  
別途お問い合わせください。  

Q2、感染が分かったら？   
肝炎ウイルスに感染していたとしても、肝臓の状態は人によってまち  

まちです。まずは、専門医に相談してみましよう。  
＜主な治療方法（インターフェロン治療）について＞  

○ インターフェロンは、免疫系・炎症の調節等に作用して効果を発   

揮する薬剤で、ウイルス性肝炎を根治することができるものです。  
O B型肝炎の場合は約3割、C型肝炎の場合は約5～9割の人が   

治療効果を期待できます。  
※ 治療効果は、遺伝子型、ウイルス量などによって異なります。  

Q3、インターフェロン治療に対する   

医療費助成制度とは？  

国と都道府県Ⅵま、肝炎の有力な治療法であるインターフェロン治療  

について、あなたの負担額を軽減する助成を行っています。助成の対  

象となる？はB型又はC型肝炎のインターフェロ？治療です0  

あなたの世帯の所矧 

詳しくはお近くの保健所にお問い合わせください。  
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肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況  

ポスター・リーフレット枯  載 その他   
自治体名  ・配布状況  

美  療                        谷  
ー ；首  ○  通年  

士 l∃   ○   H211  HZ14  H214  

3   ○   HZ8．】0．】ヱ  H2011  Hヱ11  H2D6  

○   H203   H203  H20，1  通年   H201l   G）HZO．5  
4  宮 城 県  ○  伽20．7／9ハ0  

5  秋 田 県  ⊂〉   ⊂〉   HZI 5 遇年  Hヱ1．6   軍門層による市民公閲盲薫座の挫柑   

6  山 形 県  十   H215  H21－4一一5   日本肝臓学会、地区の豪剤師金串の市民公閲抹座や研修会で制度を説明   

7  福 島 県  ○   ○   H20．8   H20．7  通年   H21．6   H20丁   県広報ラジオ（肝炎医療費助成制度の案内．肝炎検査の推奨〉  

l∃  ○  H208  HZ（）12  H204  H206   ラジオ放送の県政広報枠で1FN医環賛助成手業について広報を実施   

○   Hヱ86  H2  HZO．4   H208  
9   H214   H204   全底機機F娼に事業案内通知を発送   

10  群 馬 県  ○   ○  H2  
HZ  

H20  

埼 玉 県  ○   〔）   H20．4  H21  通年  H2D．10  

n21 6 

12  千 葉 県  C〉  
H219   H21    千葉県肝臓友の会主催の相談念において制度に催する説明F   

0   

○   H2（】3 Hヱl，7  H209  Hヱ0．511   H＝＝0へ・   H20．1ヱ  コ コ   13    ○  H21．4．7  ロ  
3   

±   l∃  （⊃   H2し5  H204  H214   NHKFMで医療賛助 の広報を実施   

lヨ   
H21ヰ  

†6   ○   H20．4  H21．3  H2〔】．6  通年   H20．5．9   H20．5 Hヱ15   電子掲示板にて、肝炎ウイルス検査の勧奨   

○   H20．35  H之0．）－4  
H20．4  H20．5－一丁  

17  石 川 県  （〕  H21，5  

①肝臥週間における日本肝仏字会主確の市民‡l圧で．当県の肝炎対策、肝炎医  

○   通年  通年  （DH205、H21．5  
18  福 井 県  （⊃  受）H2D5  

象肝虜1イルス緒警について三見明   

†9  山 梨 県  ○   ○   H20．4  Hヱ04   Hヱト9  

○   H207   H21．8  Hヱ0．4   H20．5．6  H2l．4－5 H21 
．20  長 野 県  ○  ．5  

○  H2  H之1ヱ   県政広相フンオ番組で、ウイルス肝炎栴科検査及び医療費助成制度について紹 介   
21  岐 阜 県  ○  Hヱ  

⊂）   

H20l  H2D．4  Hヱ  H204  H204  
22  静 岡 県  （⊃  H2】．4  Hヱ  H214  H214  H214  

○  H2（）4．】ヱ  H204．  H20．1  り2   H20．4   H2D，18  
23  愛 知 県  ○  H215  H21丁   H21．0   ラジオしシンポジウムについては肝臓学会等が主催するものに対」．後援  

‾      lヨ  （〕  
H21－4   H21．1D  

25   ○  H20，4  H21．8   市民公開講座  

26  ○  H214  H205   H2D．8   H205   会で   8  
27   （⊃  通年  
28  兵 庫 県  ○   ○  H21．3  Hヱ0．4 Hヱ1．〇  H20，4   H21＿2  

○   Hヱ0．g  通年  空  
29  奈 良 県  ○  未定  H204 14  においT．当且の肝＄対策車！疇朗   

30  和＝歌山県  ○   （〕  通年  
○   HZ0．6  

H20．5  Hヱ0．ヰ   ○陀者への情相投供（琶療賛助成．肝炎ウイルス検診） ○町村に対し 
31  鳥 取 県  十  H20．4  市、市町村広報への協力を依規偶像賛助成」肝炎ウイルス検診）   

32  島 根 県  ×   ○  HZl．3   市民公間講座   

33  岡 山 県  ○   H21．5  H214   HZ】5   県のメールマ刀ンン   

鯖
望
N
l
一
一
 
 
 

肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況  

ポスター・リーフレット椙  載・配布状況   新聞  テレビ  雑誌  広報誌  ホームページ  シンポジウム   
自治体名  その他  

検査  助成制度  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期   内容   
① H2〔】4／9／‖．H21ヱ／コ  

34  広 島 県  ○   ○   Hヱ04．7．10  H20．4．5   通年  H20．5．8．8．1D    掛1之0．ほ．H21ヱ／つ  

③Hヱ0．5．Hヱ1－1 （耳射205ハ0H之1．3／ヰ   
35  山 口 県  ○   ○  HZO．5   H208  ラジオ等で医療賃助成や肝炎ウイルス検査のPR   

36  徳 島 県  ○  ○  H21．5    Hヱl5  H215  H215  H215   Hヱ1－5  四国放送ラジオ、FM億島、メルマガ、LED掲示板を利用して広報   
・寺川県札病速主催患者説明会  

37  香 川 県  ×   ○   H20．ヰ   H20－5  Hヱ0．5   H2D．4   
H20，5   H205 

Hヱ04   ・製薬会社主催肝炎対策研修会 三椚普寺院肪合掌箭ぎl蒲念   

38  愛 媛 県  ★   HZOl  

○   Hヱ05．1之  
39  高 知 県  （〕  HZl3．5  H20．10 HZしユ  11214   通年   H28．11   H2†．5  県庁インフォメーションクワ▲（検査の声知らせ）   

40  福 岡 県  ○   ○   Hヱ1，ヰ   H20．4  H21．5   通年  ・デジタル放送（NHK）の用雑提供部分に掲載  
Hヱ0．4   ・（20年せlインターフェロンナ無痛に係る医停曹訃成和暦について   

41  佐 賀 県  ○   ○   H2151之  Hヱ19  Hヱ1．6  H21．5   H21，4   H2l，5   Hヱト5  ラジオで医療翼助成事業の運用変更のl見明と検査勧奨   

42  長 崎 県  （〕 H209   H20．且  H20．6  通年   H20．6  

43  熊 本 県  ○   0  H2ロ，10   Hヱ0．ヰ  H20．5  

44  大 分 県  ○   ○   H214  Hヱ14、5   通年  日本肝腎l学会大分県支部、患者団体等の関係団体が実施する県民向けの講演  
随時   会等において、当県の肝炎対策を】此明   

45  宮 崎 県  （⊃  H20．〇．ヰ．丁．12  H208  Hヱ0．1  H20ヰ  ラジオ放送   

○   
H2ロ．4．5二っ  

46  鹿児島県  〔）  HZD．4   H21．5  H2t〕．ヰ．8 H2l．】．3．5  l杜時  H214．5   
県後援の市民公開盲■座（H205．Hヱ15）において制度㍑明   

47  沖 縄 県  ○   （⊃   H21ヱ  H2tヱ  Hヱ1．5  肝臓宇会沖縄県支部主催市民公開講座で制度説明  



肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況  

ポスター・リーフレツ  自治体名    ト掲載・配布状況   新聞  テレビ  雑誌  広報誌  ホームページ  シンポジウム   その他  

検査  助成制度  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期   内容   
48  札 幌 市  ○   ×  H21．4   通年  
49  仙 台 市  ○   ○  H21．4  H21．ヰ．8  

H2Z．1  H2ロ．11  

50  きいたま市  ○ ○  HZl．4  

51  手 糞1有  ○   ○  
52  横 浜 市  〉く   ○  通年   年8回  随時  
53  川 崎 市  ○   O 通年  H21．10  肝臓病後瀾会の開催   
54  ■         ○   ）く  H21．4  

55  静 岡 市  ． 〉く   〉く  H21．5．10  

56  浜 松 市  ○   ○  H21．6   H20．5－  

57  名古屋市  （⊃   ×  

58  京 都 市  ○ 〉く  
59  大 阪 市  ○   ○  H20．1   

市  ×   

通年  
60  堺  ×  

61  神・戸 市  ○   C〉  

62  岡 山 市  〉く   ×  21．ヰ  年2回程度  レディオMoMo（ラジオ）で肝炎について   

63  広 島 市  ×   ×  

64  北九州市  ．0   ○  H20．12   通年  H21．5（講演会）  随時  民間主催の肝炎関係講演会への名義後援・広報協力等   
・市販／くンフレツトや．厚生労働省作成のC型肝炎訴訟の和  

65  福 岡 市  ○   ○  H20．9  随時   通年  随時   解の仕組みのチラシ等を保個所窓口等で提供  
への経津名義・l王寺珪協力等   

66  函 館 市  ○  ○  H2】．5  

87  旭 川 市  ○   H21．5．9   H21．4  
68  青 森 市  ×   ×  H21．5  

●●  盛 岡 市  ○   ○  H21，4．5  H21．4．5  
70  秋 田 市  ○ ○  H21，6   H21，4  

71  郡 山 市  ×   ×  H21．7   H之1．1一一  

72  いわき市  ○   ○  H21．6   H21．4  

73  宇都宮市  ○  ○  通年   通年  
74  前「羞昏 ■缶  ×   ×  今後検討  
75  川 誕星1有  ○   ×  

76  船 橋 市  ○   〉く  年3回程度  通年  
77  柏   市  ○   ○  H21．4   通年  H21．5  駅前のエキサイトビジョンによる広報   

78  桂須■賀市  ○   ○  H21．4  

79  相模原市  ×   ×  

肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況  

ポスター・リーフレツ  自治体名    ト掲載・配布状況   新聞  テレビ  雑誌  広報誌  ホームペ丁ジ  シンポジウム   その他  

検査  助成制度  実施時期  実施時期  実施時期  婁施時期  ■実施睦期  実施時期‘  実施時期   内容   
80  富 山 市  ○   ○  H21．ヰ   H20．11  

81  金 沢 市  ○   0．  H20．3・5  H20．ヰ  

82  長 野一市  ○   〉く  年2回程度  通年  

83  岐 阜 市  （⊃  ○  21．4  

84  豊 橋 市  ー○   ○  H20．5  H20．4  H20，5  肝炎ウイルス検査受診勧奨及び医療費助成についてラジオ 放送   
H21．4  

85  岡 崎 市  ○   ×  H21．5  

86  善 日 南  ○   0  通年   通年  
87  大 津1有  ○   （⊃  年2回程度  通年  

88  高 槻 市  ○   ○  H20，ヰ  H20，4  府作成の肝炎助成制度に関するしおりを肝炎相談者に配布   

89  重大阪市  ○   ○  毎月   H20．4  

90  姫 路 市  ○   ○  H20．10  市民健康展において検査勧奨チラシ配布   

91  西 宮 市  ○   ○  毎月1回   通年  
92  奈 良 市  ○   ○  ○   ○  ○  ラジオ（FMどっとなら）   

g3  和歌山市  ○  ○          H20．卜一  
94  倉 敷 舌  ×   ○  H20．ヰ   H2ロ．ヰ・－  

95－  福 山 市  ・○   （⊃  H21．4   H21．4  

96  下 闇 市  ○   ○  毎月   通年  

97  吉 松 市                      98  松 山 市  ○   ×  H21．6   通年  
99  富 知■ 市  ○   ○  通年   通年  
100  久留米市  ○   ○  通年  
101  長 崎 市  ○   ○  H21年  HⅣ検査時に肝炎及び検査について普及啓発   

102  熊 本 市  （⊃   （⊃  通年  
10：】  大 分 市  ○   ○  
104  宮 崎 市  ○   ○  H21．5 

105  鹿児島市  ○   ○  通年  
106  ／ト 楢 市  ○  ロ        毎月  通年  
107  八王子市  ○  ○  H21．ヰ   通年  
108  藤 沢 市  ○   Cl  通年  
109  四日市缶  （）   ○  H21．5  

110  尼 幅 市   ○  ○  未定   通年  
イ1l  具  市  ⊂〉   ○  H20．ヰ  

112  大牟田市  ×   ○  H20．5   通年  
113  佐世保市  ○ ○  毎月   H20．ヰ   H21．6  



肝炎対策に関する各自治体の普及啓発状況  

ポスター・リーフ  
特別区    レソト掲載・配布状     新聞  テレビ  雑誌  広報誌  ホームページ  シンポジウム   その他  

況  
備考  

検査  助成制度  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期  実施時期、  実施時期   内容   
114  千代田区  〉（   
115  中 央 区  ○   ○  H20．1  

116  港  区  （〕   （〕  H21，6．2†   通年  H21丁へ■11  40歳以上の対象者に健診の案内と無料の受診 券を謙一寸  

新 宿 区  ○   ×  

118  文 京 区  ○   ×  

119  台 東 区  〉（   ヽ  
120  墨 田 区   ヽ  H21．3   通年  H21．4・－  21年度から区の各種検診案内を40歳 区匡 以上のへ送付  
121  江 東 区  〉（   X  

122  品 川 区  ×   X  

123  目 黒 区  ×   ×  

124  大 田 区  ○   ヽ  

125  世田谷区  ○   ○  H20．5   通年   H20、10  H20．5～  
H20．8（一   

126  渋 谷 区  ⊂）   ○  通年  H2l．5（特定偲 診該当者専一  
部を除く）   

127  中 野 区  （）   ○  H21．3．10   通年  H21．5  40歳の区民に肝炎リーフレット送付  

128  杉 並 区  ○   

129  豊 島 区  ）く   ×  

130  北   区  ○   H21，7   H21．4  

131  荒 川 区  X   ○  
132  板 橋 区  ○   ○  H21．5   通年  

133  練 馬 区  ×   ○  
134  足一立 区  ○   （〕  通年  

特定健診等、区で実施する健康診査の  
135  葛 飾 区  ○   ⊂）  H21．6   受診票送付時の受診案内に肝葬検査の  

案内文本格載  
136  さ二戸川区  ○   ○  H2l，5   H21．4  



肝炎研究7カ年戦略（平成20～26年度）  

新規重点課題（平成20年度時点）  
・B型肝炎：  

逆転写酵素阻害剤に対する耐性ウイルスの機序解明   

新規逆転写酵素阻害剤等の治療薬開発  

・C型肝炎：   

次世代的なインターフェロン治療法開発による根治率の改善  

インターフェロン副作用の少ない治療法■治療薬開発  

・肝硬変：  

肝臓の線維化機序の解明から治療法開発   

ヒトiPS細胞等の再生医療を利用した根治治療の開発  

・旺盛：   

戦略目標   

この研究結果から、  

今後7年間で、  

－B型肝炎  

の臨床的治癒率、   
釣30％→40％、  

1C型肝炎  

（1b高ウイルス型）  

の根治率   
約50％→70％   

・非代償性肝硬変 
（Child－PughC）   

における5生率  

約25％→50％（B型）、  

約25％→35％（C型）  

一進行肝がん  

の5生率   

約25％→40％  

を目指す。  

肝炎等の研究成果  

・B型肝炎：   

インターフェHン治療   

逆転写酵素阻害英治療  

■C型肝炎：   

インターフェロン治療  

ペグインターフェロンとリバ  
ピリン併用療法  

一肝硬変：   

代償性肝硬変のインター   
フェロン治療  

・腫痘：   

ラジオ波焼灼、抗がん剤、   
手術、等の治療法  

診断マーカーや最新の画像機器を用いた超早期発見技術の  
開発   

新規抗がん剤の開発、集学的治療等新規治療法の開発  

・基踵：   

肝炎ウイルス感染後の病態進行過程の解明   

肝炎ウイルスの薬剤耐性変異にかかわる過程の解明   

肝炎ウイルスによる発がん機構の解明  

・虚空：   

全国規模の肝炎感染者の実態解明   

検診・予防・医療体制等の評価  

・基崖：   

肝炎ウイルス感染細胞、キ   
メラマウスなど確立  

・度量：   

肝炎患者の推計の基、母   
子感染予防、等  

輝
輩
N
－
一
N
 
 

研究費の重点化、国立感染症研究所の体制整備、人材育成、国際交流  



資料2－13  

肝炎等克服緊急対策研究事業の成果  

①肝炎治療の現状と治療薬開発の方向性に関するテーマ  

● 肝硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に関する研究（H19－2り  

及びC型慢性肝炎畦 組なガイドライン作成   

● テーラーメイド治療を目指した肝炎ウイルスデータベース構築（H19－2り  

→ 肝炎ウイルス統合データベースの構築  

②肝硬変治療の現状と治療薬開発の方向性に関するテーマ  

● 肝硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に関する研究（H19－21）  

→ ウイルス性肝硬変に対する包括的治療のガイドライン作成  

● インターフェロンの抗肝線維化分子稔楕の解明とその応用（H20－22）  

→ マウス星細胞の活性化時に変動するmicro RNA量が迫置姐  

③肝がん治療の現状と治療薬開発の方向性に関連するテーマ  

● 肝癌早期発見を目的とした分子マーカー及び画像診断システムの開発（H20－22）  

→  肝癌の悪性度及び早期肝癌の新しい分子マーカ」候補の検出   

●癌胎児性抗原を利用した肝癌の超早期診断法と発症予防ワクチンの開発（H20－22）  

→ GPC3（グリピカン3）ペプチドワクチンの臨床第Ⅰ相試験の追出  

④新しいウイルス性肝炎治療薬の開発に向けた基礎研究の方向性に関するテーマ  

● ヒト肝細胞キメラマウスを用いた治療抵抗性の肝炎に関する研究（H20－22）  

→ 治療抵抗性のC型肝炎モデル及び薬剤抵抗性のB型肝炎モデルの作成  

●■ジ工ノミクス技術を用いたウイルス性肝炎に対する新規診断・治療法の開発（H19－22）  

→ HBV感染キメラマウス肝組織を用い、㈱彪  

⑤肝炎等疫学研究に関連するテーマ  

●肝炎状況・長期予後の疫学に関する研究（H19－21）  

、初回献血者の大規模集団における実態   

● 肝がん患者のQOし向上に関する研究（H18－20）  

別のQOLの把握  

43  44   



年度別肝衰克甲緊急対策研究事業新規採択課題一覧 資料2－14  
①肝炎治療の現状と治療薬開発の方向性に関連するテーマ  
②肝硬変治療の現状と治療薬開発の方向性に関するテーマ  
③肝がん治療の現状と治療薬開発の方向性に関連するテーマ  
④新しいウイルス肝炎治療薬の開発に向けた基礎研究の方向性に関するテーマ  
⑤肝炎等疫学研究に関連するテーマ 

平成19年度新規提択課題  
No  ！許電ft悪者  ′」  亡■■■■■  誌名   茄■■托    ・   
下遠野邦忠  慶応灘塾大字医学部   教授  肝炎ウイルスにより惹起される炎症性扶先妻匿及びウイルス増殖に対する人為的制御による肝炎征圧  

往本 信幸  山梨大字大学院医学工竿総合研究 缶  教痩  薬剤耐性肝炎ウイルス藍染の病態解明と対薫に関する研究  
村上 善基  京封大字医学研究科   崖竿官連携准 赦綻  noロー60dhtRNAを用いた新たな慢性C型肝炎肘順による治療法朋先  

①                                 林  紀 夫  大阪大学大学院医学系研究科消化 器内科学  敦捜 ．  B型及びC聖肝炎ウイルスの感染による肝甘ん発症の病態解明とモの予防・治療法の開発に関する研究  

金子 周一  金沢大学大学院l真筆菓研究科  教授  ジェノミクス技術を用し、たウイルス性肝炎に対する新規診断・治療法の開発  

熊 田 ＿博光  虎のrl病院分院肝臓センター  院長  肝硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に朋する研究  

j■上 雅史  公立大学法人名古屋市立大学大学 院研究科  数枚  テーラーメイド治療を目指した肝炎ウイルスデーーー一夕ーベース構築に関する研究   

③  小俣 政男  東京大学医学部相見病院（消化怒 内科）  教授  ウイルス肝炎による肝がんの再発防止メ九ニズムの鳥￥明に関する研究   

懸采‡正研1冗〝r皿被・贅言一三堺  

脇E王 l塩辛  国立感染症研究所ウイルス第二陣  部長  肝炎ウイル元の培豪系套用いた新規肝炎治療法の醐莞  

喧〉   
松浦 善治  大阪大学微生物病研究所  教授  HCV感染における宿主応答の分子機積の解析と新規創乗積的の探索   

⑤  日 中 重電子  広1大草大竿浣医虚業革紐合研究 科疫学 ・疾病制御学   

平  成21生庶  新主日産＃～≡隻語   

N0．  研究代重曹  所 属．施 没  且名   】計 究 課 題   
田中・栄司  出立大学法人薗州大草医学♯  教授  B型肝炎の抜酸アナログ薬治療における治乱中止基準の作成と治療中止  

を目指したインターフ 

持 田 管  埼玉墓碑大草医学緋J化寺内拷・肝  教捜  免疫抑制案、抗悪性度瘡薬によるB聖肝炎ウイルス再活性化の実態解明    拝内科  
と対策法の確立  

（D  

竹原撤郎  国立大学法人大阪大学大学院医学 莱研究科  准教授  C型肝炎難治症例の病義解明と抗ウイルス治療に関する研究  

西口修平  兵庫正村大草医学お   教授  血小板低値例へのインターフェロン治療法の確立を目指した基礎およぴ  
臨床的研究   

②  坂井田功 ■  田立大字法人山口大草大学病監事－  救援  骨髄および脂肪由来細胞を用いた次世代型肝鈷再生・修復（抗根絶化）    茶研究科消化古癖皮内科学隅塵   療法の開発研究   

≠多政夫  田立大学法人金沢大学医薬保サ研 究】i保健学茶  救綬  肝がんの新規治療法に関する研究 

竃）  

澤木和瓦  公立大学法人名古屋市立大事大宇  教綬  慎性C型肝炎のインターフェロシ療法における幹細胞機能の変化とうつ    l最医芋研究科   病発症に関する基礎・匪床連携研究  

池田．一雄  公立大学ま人名盲塵市立大辛大事  緻捜  日本人の細胞に由来するIPS細胞からの誘導ヒト肝細胞を用いたキメ    校医字研究科   ラマウス肝炎モデル開発とその前臨床応用  
僅）  

小池 和彦  電立大学法人文京大学匠辛争闘属 痛快  粒捜．  肝炎ウイルスと代謝・免疫系の相互作用に関する包括的研究  

無上雅史  国立兄＃鑑簾センター四府台病肺  研究センター・長  B聖肝炎の 

矢野公士  耳立℡艦鑑環七ンタ一日府台鏑秩肝  据辻逢圭匿 1  経口感染する■肝炎ウイルス（A型、E型）の怒染防止、遺伝的多様性、    炎・免ま研究センター  
および治療に関する研究 

正木尚彦  改立立腹匡薇センター四府台病続肝 炎・免疫研究センター  肝炎情報セン ター・長‘  肝炎に関する全国規模のデータベース構築に関する研究   

⑤  森島恒撞  逆立大字法人円山大華大草戌匪■  数綬  B型肝炎の母子感染および水平感染の把握とワクチン戦略の再構築に関    兼学総合研究事l   する研究  

阿部康弘  独立行政法人臣眞暮盤研究所1盛  プロジェクト研  庄蛋白質発現系を利用したC型肝炎ウイルス葱染受容体の生化学的・疫    的研究部  東員  学的解析及び感染阻害剤の開発   

平  成り年度新規  採択課題  
①  大 戸  斉  妬▲札立医科大学区学部  教授  C型肝炎ウイルスの母子感染防止に関する研究   

②  八 積  弘  国立病院機械長崎医療センター臨 床研憾センタ ー治療研究部  
③  西村 春治  熊本大学大学院医学翼学研究部  教授  新規癌胎児性抗原を利用した肝細胞癌の診斬と治療   

茶山 一影  広▲大車夫学玩匿歯梁学総会研究  教授  C王室肝炎新規治療即発に資するプロテオーム解析を用いた迭療標的分子の網羅的榛東系とヒト肝細抱キメラマウスHCV感染    科   モデルを用いた美住系の開発に随ナる研究  

宮村 違男  乱立感染症研究所ウイルス第二部  寮長  C塑肝炎の治療とキャリアからの発症予防に馳ナる基礎研究  
項）  

脇田 隆幸  文京㊤医学研究機研★京都神経科 学級会研究  耶参事研究員  培養細胞で堅染複要および触手形成が可能なC型肝炎ウイルス妹を利用したワクチン開発  所  
三 宅  智  直立感染症研究所   企画調整主幹  肝炎零の早期克服のための総合的推進に関する総括研究   

⑤    一日■■■ト  新潟大学教書研究院医歯学系  教授  L3分画および式中中癌細胞テロメラーゼを指標とした肝細胞虐のサーベイランスの有用性   

平  
・ぢ■■ト・   教授  B空！及びC型肝炎ウイルスの新たな感染予防まの確立のための感染病堰解明に関する研究  

林  紀 夫  大阪大学大学院医学系研究科 ■  救援  B塑及びC型肝炎ウイルス惑染着における新たな発がん予防法の托立のたやの肝がん発生等の痛惜解明に関する研究  

吉澤 浩司  広丘7こ：宇：天宇野己匿1訂巣＝芦l写吉城罪 封  教授  B型及びC聖肝炎甲疫学及び抜診を含む肝炎対策に関する研究  

（D   封疾長  B型及びC聖肝炎ウイルスの怒染着に対する治療の攫準化に関する臨床的研究  

門田 守人  大阪大学大学l兎・医学系研究科 病態制掌l外科  軟投  C璧肝炎への肝移檀徒の免疫抑制法に阻する研究  

高田 秦次  京都大学医学部附属病院移柑外科  助教授  生体粁移橿撞のC型肝炎再東予防を目指したステロイド刑不使用による年度抑僻療法に関する研究   

③  沖 田  棲  山口大学医学部   教授  病期別にみた肝がん治療法の費用効果およぴ00しの観点からみた有効性に関する研究  

小俣政男  
喧）   佐藤虻㌻蜂子   

平成20年度新規環択課題  

佐田 過失  久『米大字医学鰯内科苧班き 消化器内科釦∩  敢Ⅰ賃   肝炎・．肝硬変に対する抗ウイルス剤以外の治療法に関す 

泉 並 木  武蔵ポ赤十字ホ続欄化暴利  部長  データマイニング手法を用いた効果的なC型肝炎治療法に関する研究  

独立行数法人公立病院腋l長ヰ  

八 梧 弘   直線センター臨床研究セン  
ラー   

ゐ  
生全欧田痛快内科  る房究  

珪臼 勝広  田立大学法人 大阪大学大草桟  助麹  Claudin－1を標的としたC聖肝炎ウイルス恋染阻害法の開発とその臨床    鵡学研究梓   応用に向けた疫学調査  

楠 本 茂  公立大学法人名古畳市立大学大 手続医羊研究科止痛・免疫内層  
苧   再活性化への対策に関する研究   

河田【則文  大阪市立大攣大学餞医学研究科 肝担揮ホ鰹内科羊  教授  インターフェロ‘ンの抗肝線維化分子横様の解明とその応用  
②  
鈴木 一幸  岩手箆科大学匿学部幕一内科  敦‡畳  肝発癌抑制を視野に入れた肝硬変の栄養療法のガイドライン作成を目指  

した総合的研究   

有井 茂樹  甲立大事法人文京医科i稗大学大 学院監書手総合研究科  軟捜  －  肝癌早期発見を目的とした分子マニカーおよび画像診断システムの開発  

国               中面哲也  逆立がんセンター★鋼鋏ノ圧床  機t七■生皇畏  癌胎児性抗原を利用した肝がんの超早期診断法と発症予防ワクチンの開    開発センターがん治♯関免♯   発   

茶山 一彰  広島大拳鏑蹟 三l化蓼内科  裁壬支  ヒト肝細胞キメラマウスを用いた治療抵抗性の肝如こ関する研究  

石井 孝司  田立感染症研究所ウイルス貰＝ 郎  主任研究t  藤炎ウイルスワクチン実用化のための基礎的研究  

喀）                        鈴木 哲朗  国立廷象虚研究所ウイルス第二 事  室長  C型肝炎ウイルえキャリア成立の分子基盤と新規治療薬開発のための基      碇的研究  

北島 智子  毘立感染症研究所   企画調彗主幹  肝炎等の早期克服のための総合的推進に関する総括研究 

⑤  井出 注生  壬京大辛露草飾付属窮民  助杜  肝炎の予防および治療対策に関する費用対効果分析  

平成15年度新規採択課題  
①血 究  

平  
菊地 秀  国立郡山病院   院長  輸血後肝炎に関する研究  

①   会長  血液透析施設におけるC聖肝炎感染事故（含：透析事故）防止体制の      立にる  確関ナ研究  
古里英毅  日本歯科大宇宙学部   教授  歯科診射こおけるC型肝炎の感染リスク低減に関する研究  

白木和夫  鳥取大学医学部小児科苧  名書教授  C型肝炎ウイルス等の母子感染防止に関する研究   

（a  石井手菖正  丘應舞塾大学医学部 消化器内科学   数捜  末期肝緩更に対する治鮒二関する研究   

③  円田 守人  大阪大学大学挽・医学系研究科 病塾側掬外科  教理  進行肝がんに対する農学的冶欄に関する研究  
藤原研司  増玉医科大学医学部   教技  肝がん患者のQOL向上に関する研究   

奥村 ＝郎  国立感染症研究所   企呵調整主幹  肝炎等や早期克服のための研究の総合的推進に関する総括研究  
加謀土之  岡山大竿大学撰 医歯学総合研究 科   数捜  肝炎ウイルスによる宿主細胞がん化メカニズムの解明に関する研究  

④                      油谷浩幸  東京大学■  教授・  新規肝がん関連遺伝子の網托的採集とDNAチップを用いた遺伝子の    国際・産掌共同研究センター   相互関連性に関する研究  

小池和彦  東京大学医学部感染症内科  助教授  トランスジェニック・マウスを用しヽた肝発がんメカニズムの解析  

松浦書治  
⑤   川本俊弘   
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参考資料1  

（別紙）  

鰻  
厚生労働省発・表  

平成21年4月1日  

〔照会先〕健康同疾病対策課肝炎対策推進室  

今別府（内線2943）  

森 田（内線2947）  

佐 藤（内線2949）  

1．助成期間の延長に関する運用の変更について   

〔現 状〕  

標準的治療であるペグインターフェロン■リバピリン併用療法について、医薬   

品添付文書上、48週投与が標準治療（ジ工ノタイプ1・高ウイルス量症例）と   

されていること、48週を超えた投与について、有効性・安全性は確立していな   

い、とされていることから、助成期間は1年間を限度としたもの。   

〔変更点〕  

セログループ1・高ウイルス量症例に対するペグインターフェロン■リバピリ   

ン併用療法について、「投与開始12週後に眠V RNA量が前値の1／100以下に低下   

するが、HCVRNAが陽性（ReaE time PCR）で、36週までに陰性化した例で、プ   

ラス24週（トータル72週間）の投与期間延長が望ましい。」と医師が判断する   

場合、72週までの延長投与を認め’、助成期間もトータル1年6か月まで延長で   

豊丘こととしたもの。   

1■‾■‾‾’‾■‾’‾‾■‾【‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‘‾‾‾‾‾一‾‾‾－‾－‾▼‾－‾‾“■－‾‾’■‾‾’■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾丁‾‾‾‾‾一‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾   

至（参考）  

l  

：C◆型慢性肝炎治療ガイドライン2008  

：（B型およぴC型肝炎ウイルスの感染者に対する治療の標準化に関する臨床的研究班）  

l  

妻 初回治療  

肝炎治療特別促進事業（肝炎インターフェロン医療費  

助成事業）の運用変更について   

標記事業については、「新しい肝炎総合対策」に掲げる主要な施策の一つと  

して、平成20年度から新たに実施しているところですが、平成21年度予算  

の成立を受け、下記のとおり運用の変更を行い、本年4月1日から適用するこ  

ととしたので、お知らせします。  

記  

1．助成期間の延長に関する運用の変更   

一定の要件を満たし、医師が、ペグインターフェロンとリバピリンの併用   

療法の延長投与（72週投与）が必要と認める者については、助成期間を延   

長できることとしたこと。  

2．自己負担限度額の階層区分の決定に関する運用の変更  

自己負担限度額の階層区分の決定に当たっては、住民票上の世帯を原則と   

しつつも、例外的な取扱い（税制上・医療保険上の扶養関係にない者は、課   

税嶺の合算対象から除外）を可能としたこと。  

（注）詳細については、別紙をご参照ください。  

ジェノタイプ1  ジェノタイプ2  

高ウイルス量 ・●へ■ゲインターフェロンα－2b十リハ●ヒ■リン ○へ■ゲインターフェロンα－2b＋リハ◆ビlル  

1Meq．／mし以上  ⊆併用療法（48週間）  併用療法（24週間）  

．5．0しDglU／mL以上 ●へ●ク●インターフェロンα－2a＋リハーヒ◆リン  

300fmol几以上  併用療法（48週間）  

ウ   

イ  

ル   

ス 低ウイルス量 ；○インタづェロン単独療法（24週間） ●インターフェロン単独療法（8～24週間）   

量∵肋qノmL未満  ●へ●ク●インターフェロンα－2a単独療法 ●へ●ク■インターフェロンα－2a単独療法  

5．OLog川／mL未満 （24～48週間）  （24～48週間）  

300fmol／L未満   

＜ガイドラインの補足＞   1瑚草：  
投与関   

で、36週までに陰性化した例では、プラス24週（トータル72週間）嘩  

2   



2．自己負担額の階層区分の決定に関する運用の変更について  

＜運用変更が求められた具体的事例＞  

60歳代の夫婦が、生計を別にする30歳代の息子と同居し住民票を一にし  

ている場合、階層区分認定の際、息子の収入（市町村民税課税籠）が合算され  

てしまうと、生活実態に比して高い自己負担鎮となってしまい、医療費助成の  

恩恵が十分に受けられない。  

→ 今般の運用変更においては、上記のような事例に閲し、例外的に、生計を同  

一としないと認定される者については、課税額合算対象から除外可能とする取  

扱いとするもの。  

〔現 状〕   

住民票上の世帯員全員の市町村民税課税額の合算による。  

〔変更点〕   

原則とし三」住民票上の世帯員全員の市町村民税課税植の合算による。   

ただし、税制上働と認められる者については、呈茎  

「世帯」の市町村民税課税額の合算対象から除外することを認める。  

4   
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に
よ
り
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
†
が
、
 
 

事
難
所
の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
 
 

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
労
働
柱
活
動
向
 
 

∽
査
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て
 
 

回
答
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
さ
ま
す
。
 
 

日次＞＞   

ニ最新情j魯   

t肝炎とはフ   

ィ新しい肝炎総合対策」とはて   
JI托炎に関する二資料集   

ユ肝炎に関するリンク集   
二主ヤラケタニについて  

－
9
■
 
 
汁
－
皐
も
．
・
・
 
■
h
 
 
 

09年6月1日】宮Z回全国肝炎総合対発推進想班会の開催について  

09年5月18Elはン曳てフェロン治療の体裁払募集待果にコいて」を綿厳しました．  

09年5月15日！肝戌遺跡二ついて」吉相厳しました．  

0；I年4月1日「肝炎治舶寺別促進寧薫（インタ＝フェロン治摂政助成事業）の運用  

変更につし＼て」を報厳しました．  

09年3月3D日「イン曳－フエDン治療の体験談募集についてJ  

O9年2月25日上里成之0き度肝炎インターフェロン鱒療受給者証交付慮請件数蒜調  

（上半期分）＿にユしユ工」を穐粧しました．  

卦
－
ト
ス
－
℃
ノ
「
両
件
咄
壷
」
皐
加
亜
 
 
 

膵
臓
裾
隅
臓
州
暇
鳩
皿
は
膵
騰
悌
胤
 
 
 

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
績
に
 
 

対
す
る
医
疲
賛
助
成
削
庇
が
始
 
 

ま
り
ま
し
た
 
 

β
型
・
C
型
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
患
 
 

者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
 
 

ロ
ン
治
療
に
係
る
旺
療
賃
へ
の
助
成
舶
 
 

度
が
、
本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
．
 
 
 

本
助
成
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
 
 

下
の
と
お
り
で
す
．
 
 
 

な
お
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
 
 

ジ
；
膏
旨
5
⊇
．
∃
h
ぎ
g
P
－
p
旨
⊂
⊃
y
巴
 
 

k
¢
コ
方
O
U
斉
巴
（
r
山
k
u
一
訂
つ
い
巾
つ
仇
コ
O
U
O
g
、
 
 

詳
し
く
は
、
体
験
版
h
t
首
＝
、
、
巴
芝
．
 
 

∃
h
言
写
竜
コ
d
e
P
h
t
呈
掬
覧
く
だ
 
 

さ
い
。
 
 

有
用
藍
 
 

肝炎対策の  

く過去の「最新劇朋」は言ちち  

◎肝炎とは？  

我が国の肝炎（ウイルス性肝炎）の持続感染者は、B型が110万人－140万人C型が2DO万  

人－240万人存在すると推定されていますが、感染時期が明確ではないことや自覚症状がないこ   

とが多いたれ適切な時凱こ治療を受ける機会がなく、本人が気づかないうちに肝硬変や肝がん  
へ移行する感染者が多く存在することが閉厨となっています．  

（参考）  

・．分かりやすしご〉イルス性肝炎・＝一嬢の方向け  

二B型肝炎にコLご⊂＿（二股的なQ．＆Al・‥医療関係者向け  

・．C聖肝炎につしさ工ヒ般的なロ＆A）・＝医療朋係者向け  

＞づニッの上狛こ罵る  

⑳「新しい肝炎総合対策」とは？  

厚生労働省では、従来から行ってきた総合的な対策に医療費助成を加えて、平成20年度から新  

たな肝炎総合対策r肝炎治療7か年計画」を実施しています．  

（予算を含む全体の概要はこちらをご覧ください）  

1．インターフェロン療法の促進のための環境整備  

0．イン曳＝フェロン治療に対する医療費の助成  

平成ZO年度からB型・C型肝炎のインターフェロン治動こ対する医療費助頑を開始しました．  

（参考〉  

・ほ親平成Zn年度肝炎イン鼠＝フェロン治療受給者旺交付鼻汁性数等調（上蓋期分）  

エ【資料】r肝炎治探特別促進事業にフいて」▼（鼻1K巳）  

二【■ヒフレット】！肝炎曳イルス治療のお知らせ」．（ユ94K8）  

ー
コ
計
×
一
h
キ
コ
ロ
で
も
お
粥
ら
ゼ
し
て
い
‡
 
 

†
が
、
拝
し
く
は
、
最
寄
り
の
保
他
所
 
 

へ
お
伺
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

○
実
施
主
体
 
 
 

都
道
府
県
 
 

●
対
象
者
 
 
 

B
型
・
C
型
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
 
 

患
者
 
 

。
対
象
医
療
 
 
 

B
型
・
C
塑
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
根
 
 

治
を
目
的
と
し
て
行
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
 
 

ン
治
療
（
保
験
適
用
の
範
囲
内
）
 
 

○
自
己
負
担
上
聞
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対
点
者
の
市
町
村
民
根
株
税
年
随
 
 

に
基
づ
く
階
層
区
分
ご
と
に
ー
か
月
当
 
 

た
り
の
自
己
貴
担
上
限
鏑
が
あ
り
ま
 
 

す
。
 
 

・
世
帯
の
市
町
村
民
税
（
所
得
割
）
無
 
 
 

税
年
頼
が
6
万
5
0
0
0
円
未
満
の
 
 
 

1
万
円
 
 

場
合
 
 

・
世
帯
の
市
町
村
民
権
（
所
待
引
）
拝
 
 
 

現
車
研
が
6
万
5
0
0
0
円
以
上
 
 
 

2
3
万
5
0
0
0
円
未
済
の
鳩
舎
 
 

3
万
円
 
 

・
世
帯
の
市
町
村
民
硯
（
所
得
劃
）
ほ
 
 

税
年
頼
が
符
万
5
0
0
0
円
以
上
の
 
 

5
万
円
 
 

場
合
 
 

疾
病
対
照
降
肝
炎
対
羅
遭
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嘲
郎
凋
肇
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【
両
匪
堆
塗
肪
由
痩
】
 
 

労
働
保
険
の
隼
皮
更
新
手
枕
時
 
 

に
つ
い
て
 
 

労
勘
保
織
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
塁
 
 

の
保
険
料
は
、
1
月
－
日
か
ら
翌
年
3
 
 

月
封
8
ま
で
の
一
年
間
を
単
位
と
し
て
 
 

計
算
し
き
†
が
、
年
度
当
初
に
保
険
料
 
 

を
慨
‡
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
の
 
 

当
初
に
確
定
申
告
の
上
保
険
料
壷
積
 
 

‡
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
 
 

労
働
保
険
の
「
年
度
モ
新
」
と
い
い
士
†
。
 
 
 

平
成
加
年
度
の
年
度
更
疲
の
時
期
 
 

を
迎
え
‡
し
た
の
で
、
書
換
主
の
せ
縫
 
 

に
お
か
れ
ま
し
て
は
．
都
道
府
県
努
他
 
 

局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書
を
作
成
 
 

し
、
そ
の
中
告
讐
に
保
険
料
等
を
漂
 
 

え
て
、
金
融
機
関
（
邑
、
所
頼
朝
道
府
 
 

県
労
働
局
、
所
嶺
労
働
基
準
監
督
‡
 
 

の
い
ず
れ
か
に
、
1
月
†
自
（
火
）
か
ら
5
 
 

月
2
0
日
（
火
）
麦
で
の
間
に
提
出
し
て
い
 
 

た
だ
き
ま
す
よ
う
烏
頂
い
い
た
し
ま
†
．
 
 
 

（
注
）
日
本
銀
行
の
本
店
．
支
店
．
代
理
店
 
 

及
び
楓
入
代
環
店
（
全
句
の
銀
行
・
信
 
 

用
金
魔
の
本
店
又
隻
店
．
郵
便
局
）
 
 

労
働
保
険
適
用
徴
収
関
係
手
続
に
つ
い
 
て
は
、
電
子
申
済
及
び
宅
子
納
付
が
 
便
利
で
す
．
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「嘉し這妄   

医
標
章
助
成
が
 

始
ま
り
ま
す
 
 
 

B
撃
C
塑
肝
炎
患
者
の
方
々
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
 
 

早
期
治
療
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
卸
年
鑑
か
ら
、
イ
ン
タ
l
互
ロ
ン
 
 

治
酵
基
要
な
医
療
費
讐
詳
細
に
つ
い
て
は
、
 
 

厚
生
労
働
省
Ⅱ
P
辞
書
‥
ヽ
w
w
ヨ
邑
旨
痘
首
S
を
ご
覧
 
 

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

平成20年4月掲載   

肝炎治療に関する医療費助成  
肝炎治療に射する医療費助成が始まります  

画像をクリックすると、大きい画伽く別ウィンドウで表示さ丸ます（G】F画像）  

4月1日 崖痙新聞   

4月28 朝日新聞  

4月ユ日 北海道新札東京・中8新臥西日本新聞  

ヰ即日読売新札室蘭反乱劇靖新聞、十勝毎日新札苫小牧足掛文具日  
軋陸奥新札デーリー東北・秋田魁新札岩手日払岩手日日」山形  
新臥河北新軋拝島丘軋福島民友、米澤新臥北羽新報、荘内日  
報、上毛新肌茨城新札下野新臥千某日相、神奈川新臥埼玉新  
臥＃賜新臥新鶉日軋北日本斬臥北国吉山新臥福井新札日  
刊県民待井、信濃毎日新札長野日軋山梨白日新聞、静岡新臥名  
古屋タイムズ・岐阜新札兼愛知新臥常信州新札奈良斬臥京都  
斬臥神戸新聞、伊勢紡臥紀伊丘軋山陽新臥中匹新聞、日本海  
新札山陰中央新札山口新札四臨斬臥愛埠新札技島新臥高  
知斬朋、岡山日日新札島根日日新札宇部日報、佐賀新札長崎新  
臥大分合同斬臥熊本自白斬臥宮崎日日新臥南日本新臥琉球  
鮪軋沖縄タイムス，南海日日新札八丑山毎日斬臥宮古毎8新聞  

4月6日毎日新札日本経済新柳  
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り
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厚生労働省  



園テしど番組  臼ラジオ番組  

平成20年4月放送分  

ご存じですか  
～＜らしナビ最前線～  

バックナンバー   

放送日：平成20年4月Z5日（全）   

テ→マ．新しい肝炎総合対策の推進  

内容 ’肝炎は屡内最大の感染症であり、感染を放置すると肝硬変、肝ガンヘと進行し、重  

篤な病態を招〈ことになります。しかしながら、肝炎に対する正しい理解lま定着してい  

ない状況で、早期発見・検診率の向上、肝炎治癒の効果的な推進のため、新しい肝  

炎総合対策が進められています。その具体的内容を紹介します。  

平成20年4月放送分  

栗村智の  

HAPPY！ニッポン！   

′くックナンバー   

放送日  平成20年4月26日（土）  

平成20年4月27日（日）  

放送局によって日時が逢います   

子ーマ  新しい肝炎総合対策について  

内容  みなさんは「肝炎」についてどれだけご存知でしようか。肝炎は国内最大の患染症  
で、感染を放置すると肝硬変や肝がんへと進展する可能性を秘めていますbしかし  

「肝炎」は感染していても、肝嬢がなかなかSOSの信号を出さない厄介な感染症＝・。  

自覚症状が出る頃には重症になっている可能性もあり、根治には検査を早期に行う  

必要があります。そこで番組ではそんな肝炎の基礎知識から予防策まで、厚生労働  

省が推進する「新しい肝炎総合対策」を取り上Ifながら、わかりやすくお伝えしていき  

ます。  

個
熟
N
O
鼎
♪
加
 
斗
〔
几
．
Ⅷ
皇
斗
 
【
好
奇
釣
糸
】
 
 

放送日・平成20年4月24日（木）   

テーマ．始めよう！めざましごはん  

内容 ・朝ごはんは、1日のスタートである「脳のめざめ」にとても大切な習慣です。しかし、若  

年層を中心に朝食を摂らない人が増えており、20代では約30％の人が朝食を摂って  
いません。そこで農林水産省では、朝9時までに朝ごはんを食べる「めぎましごはん」  

キャンペーンを食品関係の企業・団体の協力を得て進めています。  

放送日：平成20年4月†8日（金）   

テーマ：4月18日は発明の日  

内容  4月18日は発明の日。日本の産業発展の基産となった専売特許条例が明治18年4月  

18日に公布されたことを記念し、産業財産権制度の普及・啓発を図ることを目的とし  

放送日：平成20年4月19日（土）  

平成20年4月20日（日）  

放送局によって日時が違います   

子ーマ ▼ ゴールデンウィークにおける山岳遭難の防止   

内容 ：目前に控えるゴールデンウィーク。最近は登山ブームの影響もあり、この時期にハイ  

キングや登山に出掛ける方が多いようです。しかし実はその一方で、山岳遭難など  

の事故が多発しているのをご存知でしょうか。しかもその大多数は中高年の登山  

者．事前の万全な準備なしに出掛けてしまった為に、事故に遭ってしまうケースがと  

ても多いそうです。そこで番組ではゴールデンウイークを前に、山岳遭難などの被害  

肝疾恩給療連携   
拠点病院  

粧
炎
ウ
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ル
ス
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が
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。
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隈申請後の講己れ  ほ肝疾患診療ネットワーク  

専門医療機関  医 療 歳 開  
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フ
ェ
ロ
ン
を
憧
う
治
蒜
と
、
抗
ウ
 
 

イ
ル
一
△
換
を
侍
っ
た
治
葬
が
あ
り
ま
す
。
 
 

川
イ
ン
タ
ト
フ
ェ
ロ
ン
は
、
免
疫
系
炎
症
の
調
 
 
 

節
挙
に
作
用
し
て
効
果
▲
せ
究
消
す
る
亮
剤
 
 
 

そ
ん
な
肝
臓
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
、
 
 

「
沈
黙
の
瞳
器
」
 
 

例
え
ば
肝
炎
に
な
っ
て
も
、
前
既
は
な
か
な
 
 

か
S
O
S
竜
山
山
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
び
「
拝
が
 
 

た
る
い
こ
し
買
付
く
こ
ろ
に
は
、
r
て
の
肝
箆
は
 
 

か
な
り
の
址
正
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
烹
計
㌔
－
り
 
 

し
ひ
す
る
と
、
師
較
要
や
肝
が
ん
と
い
「
た
覇
 
 

気
に
遅
▲
口
し
て
い
る
か
も
．
 
 
 

で
も
大
丈
夫
。
肝
炎
の
原
因
で
一
の
る
 
 

ウ
イ
ル
ス
は
、
検
査
で
分
か
り
暮
す
 
 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
懲
染
し
て
い
て
も
 
適
切
 
 

甘
受
絵
巻
距
の
交
付
 
 

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
僅
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
俣
 
 

あ な た  

－ 想L」  
全区C亘！肝炎給僚慧喜圭会「蓋暇府県に篤ける肝炎拍恋々貌肝疾患  
拶原体別に蔦けるガイドライン」（Hlg126）より  

都道府県  

「
両
件
址
轟
」
P
甲
州
 
【
両
件
城
密
咲
訊
罫
】
 
 
 

か
り
つ
け
医
と
よ
く
相
談
し
て
く
た
さ
い
。
 
 

主
な
副
作
用
イ
ン
フ
ル
工
ン
ヴ
桟
症
状
（
栄
餌
「
 
 
 

頭
痛
．
筋
肉
痛
な
と
）
、
日
皿
建
貯
中
耳
減
 
 
 

少
．
血
小
楯
減
少
、
不
眠
や
胴
う
つ
．
投
与
 
 
 

誹
位
の
妬
み
、
脱
毛
、
め
ま
い
 
 
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
冶
審
に
対
す
る
 
 

医
原
質
期
成
 
 

国
と
那
埴
府
県
で
は
、
肝
《
の
苓
力
な
冶
順
 
 

法
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
冶
桶
に
つ
い
て
、
 
 

あ
な
た
の
負
担
講
を
軽
減
す
る
助
成
を
行
い
ま
 
 

す
り
 
 
 

執
成
の
対
象
と
な
る
の
は
8
聖
文
は
C
型
肝
 
 

炎
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ロ
ン
治
応
で
す
。
 
 
 

あ
な
た
の
世
樗
の
所
持
に
応
じ
て
、
月
当
た
 
 

り
の
堅
票
望
遠
還
し
ま
す
。
 
 
 

以
下
の
霞
類
が
必
至
と
な
り
讃
す
の
で
．
㍑
 
 

し
く
は
お
近
く
の
保
任
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
 
 

た
ご
し
l
」
重
圧
、
 
 

十
肝
呑
イ
ン
タ
ー
フ
H
ロ
ン
治
靡
受
話
室
再
挙
 
 
 

付
甲
摘
召
（
発
行
お
住
ま
い
の
郁
萄
両
県
）
 
 

1
い
瞳
】
銅
の
診
断
霜
（
禿
け
か
か
り
つ
け
医
な
ど
〕
 
 

′
あ
な
た
の
氏
名
が
記
柑
亡
れ
た
惜
腔
㍑
㌻
ヨ
 
 
 

泣
琴
の
写
し
（
冤
行
各
保
換
畜
】
 
 

1
ノ
あ
な
た
の
屈
す
る
世
相
の
全
員
に
つ
い
て
記
 
 
 

陀
の
あ
る
住
民
空
蛮
空
し
 
 

1
～
市
町
村
民
悦
状
況
年
訝
を
証
明
す
一
訂
ご
頒
 
 
 

妄
語
ソ
お
住
ま
い
の
市
町
村
）
 
 
 

懲
染
拡
大
の
予
防
の
た
め
に
 
 

唄
た
ほ
、
B
型
弓
手
感
染
予
析
や
献
血
の
 
 

ク
リ
1
二
ン
ク
な
と
、
悪
染
の
拡
大
隣
止
対
爺
 
 

に
よ
っ
て
、
お
廣
や
鋸
血
な
と
に
よ
る
暗
・
、
刀
 
 

悪
染
は
き
白
め
し
ま
れ
に
戎
う
し
い
筈
す
1
 
 
 

聞 
で
す
（
持
し
く
は
下
記
を
こ
誌
く
だ
ご
い
）
．
 
 

流
ウ
ィ
ル
ス
案
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
僧
 
 
 

麺
を
抑
え
る
顎
刑
で
す
。
 
 

⑦
肝
庇
荘
原
法
 
 
 

肝
臨
の
炎
症
を
押
え
．
肝
雄
胞
の
倭
頃
の
「
人
 
 

ピ
ー
ド
誉
抑
え
る
為
環
浩
で
す
．
 
 
 

治
療
は
ど
こ
で
受
け
れ
ば
艮
い
で
す
ひ
フ
 
 

菩
那
届
開
渠
で
は
．
胆
扶
「
肝
頸
黒
誇
示
譲
 
 

鵜
拠
点
病
院
」
を
指
定
し
て
お
り
．
こ
こ
を
中
 
 

心
と
し
て
、
県
内
の
畠
柄
慌
．
そ
し
て
あ
な
 
 

た
の
か
か
り
つ
け
医
が
二
撼
に
な
っ
て
、
あ
な
 
 

な
憾
綴
蕾
理
治
摂
で
、
肝
欝
悪
化
す
る
の
 
 

を
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
．
 
 
 

・
Y
肝
炎
の
ほ
と
ん
ど
は
．
耶
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
ノ
 
 
 

て
起
き
る
「
ウ
ー
ル
ス
門
別
炎
」
て
†
 
 

と
に
か
く
一
度
挿
嘉
一
竺
安
け
J
み
て
く
た
こ
 
 

い
。
享
郎
党
見
 
里
朝
岩
原
1
 
 
 

肝
炎
の
検
査
有
望
け
る
に
は
？
 
 
 

（
ど
ん
な
は
恋
7
）
 
 
 

折
突
ウ
↓
ル
ス
に
業
法
し
て
い
る
か
ど
う
か
 
 

は
、
採
血
撞
董
で
別
離
し
ま
す
．
琵
肥
戸
け
な
 
 

の
で
柁
哨
閤
で
請
み
．
ま
た
、
郡
郷
間
で
揉
豆
 
 

鴇
梁
を
お
和
ら
せ
で
き
ま
す
．
 
 

以
下
の
常
叫
抽
的
な
注
貰
写
項
を
守
っ
て
い
れ
 
 

ば
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
日
常
主
上
伯
で
怒
染
す
る
 
 

こ
と
は
、
牙
す
あ
っ
得
票
せ
ん
（
く
し
や
み
．
せ
 
 

き
、
抱
擁
、
一
環
へ
物
、
放
み
物
．
舎
遠
山
や
コ
ッ
 
 

プ
の
共
用
な
ど
で
は
悠
染
し
ま
せ
ん
）
t
 
 

（
主
な
注
意
事
項
）
 
 
 

遁
ブ
ラ
シ
、
カ
ミ
ソ
リ
、
ピ
ア
ス
な
と
血
液
 
 
 

が
つ
く
可
柁
便
の
参
る
も
の
奄
他
人
⊥
」
共
用
 
 
 

し
な
い
 
 
 

血
恋
や
分
泌
物
の
村
落
し
た
ち
の
ほ
、
む
手
 
 
 

出
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
包
ん
で
 
 
 

捨
て
る
か
．
扇
水
で
よ
く
洗
い
ー
崩
す
さ
 
 
 

外
悔
、
E
厄
炎
、
〔
臣
血
、
皇
血
な
ど
喧
し
 
 
 

き
る
だ
け
呂
カ
で
手
当
〒
舌
句
 
 
 

他
人
の
刑
事
が
入
る
可
能
性
の
一
の
る
入
れ
憲
 
 
 

は
し
な
い
．
 
 
 

肝
小
火
ウ
イ
ル
ス
に
即
心
染
し
て
い
る
か
ら
L
J
 
 

い
「
一
て
 
㌣
ハ
㌣
芋
瞑
毛
と
丁
号
別
モ
甲
〔
け
＜
 
 

讐
由
は
全
く
」
の
り
芸
せ
ん
。
 
 

。
肝
炎
に
つ
‥
．
て
も
っ
と
知
り
た
い
方
は
優
 
 
 

生
労
働
い
包
の
ホ
・
ム
ヘ
」
ソ
仁
」
二
歩
細
 
 

く
だ
さ
い
ヮ
 
 
 

h
（
言
＼
＼
′
≦
ゴ
ミ
」
」
〓
一
手
的
D
弓
＼
b
≡
」
y
む
、
 
 

r
聖
」
一
／
O
U
二
、
e
】
ハ
芥
り
F
u
・
F
型
一
S
皿
⊃
S
一
」
つ
こ
 
 

D
岨
、
こ
J
n
e
X
三
ヨ
ー
 
 
 

一
お
問
い
合
わ
せ
先
一
 
 

。
厚
生
労
働
省
笹
原
局
摂
眉
対
話
誤
肝
 
 
 

炎
対
策
推
進
≡
 
 

T
⊂
L
」
 
ハ
U
っ
J
 
E
J
つ
L
■
h
J
つ
）
 
1
1
1
－
、
－
 
 

昌
∵
・
窒
撃
q
 
【
見
憲
丁
わ
顔
一
 
 
 

U
R
〓
三
っ
、
、
ノ
く
5
≦
亘
ノ
室
内
O
－
つ
＼
 
 

。
ウ
イ
ル
ス
肝
宍
研
究
村
田
昂
一
丸
つ
咤
†
∵
 
 
 

U
R
「
三
t
p
く
壬
く
ヽ
壬
く
三
丁
ロ
「
石
＼
 
 
 

M
竺
＜
三
】
旬
高
ひ
⊃
S
ロ
C
〓
⊃
空
こ
 
 

た
の
滝
原
を
応
援
す
Q
体
制
を
作
っ
て
い
芸
す
 
 

へ
左
百
石
固
）
へ
 
 
 

冶
原
に
関
し
て
向
か
不
要
な
こ
と
．
荒
に
な
 
 

る
こ
と
や
、
最
新
の
治
癒
な
と
に
つ
い
て
囁
き
 
 

た
い
こ
と
が
ー
の
れ
ば
．
お
策
蛭
に
ひ
か
り
つ
け
 
 

医
事
に
博
覧
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 
 

（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
つ
い
て
）
 
 
 

イ
ン
タ
ー
フ
H
ロ
ン
は
免
瘡
蓋
∵
琴
荘
の
切
論
 
 

等
に
作
用
し
て
期
累
菅
栄
接
す
垂
声
副
で
 
ウ
 
 

イ
ル
ス
僅
肝
炎
モ
根
治
す
る
こ
と
か
で
一
て
る
も
 
 

の
で
す
．
 
 

㌍   
戦
媒
染
は
は
っ
J
ナ
‖
ほ
ど
た
た
な
い
上
、
関
目
に
 
 
 

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
、
 
 

（
と
こ
て
受
け
ら
れ
る
の
7
）
 
 
 

撲
音
を
受
給
一
〇
⊥
合
傲
会
は
、
い
下
の
さ
っ
な
 
 

も
の
が
あ
っ
＝
か
す
ー
 
 
 

お
住
壷
い
の
市
町
村
で
の
弛
聖
域
投
 
 
 

ゐ
住
家
い
の
誹
適
所
県
菩
の
條
瑠
所
で
の
便
 
 

異
持
田
な
雷
卜
此
白
檀
や
門
悍
な
と
は
 
モ
 
 

n
ぞ
れ
の
冥
詭
ユ
ニ
柘
（
石
摺
郭
∵
L
よ
「
ニ
」
翼
 
 

な
っ
害
す
の
で
、
別
（
▲
址
お
問
い
含
こ
り
け
く
だ
 
 

ご
い
。
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○ 肝炎†斉報センター  h揖岬   
○（財）ウイルス肝炎研究財田  

帥州∨怖0日p／   

肝疾患の治療に関することなど．病気についての相談は、以下にお問い合わせください．   

【相談窓口】   
・電才吉ロコ5689－8202（平日10時－16時）   
・メ▲ルvh勺乳ean≦○く：nneJP   

O 肝炎対策について（厚生労且b省〉  
btt旦ノ／い〃小∩∧L√nhlw上OJp′bu†1V8／kenkou／k8kk▲ku」恒汀は句作hロリロ9／■nd一≡Xhしml  

蜘  

琶ねんきん定期便を  

お確かめください  
～年金記穎を正しいものにするために～  

；l－ 、＿  
年全の現役加入者の貸さま  
に「ねんきん定朋憎」を毎  
年≡楚生月にお送lハ、たしま  

す。  

「ねんきん定肌副でtエ、  

・こhまでの年会加入朋間   

と年会加入届腰  
・加入某紙に応した年会見   
込言貞  
・これまでの年会保険糾の   
納付那と月ごとの年全保   
険料の納付ブ大洗  
なとをお知らせトます。  

「ねんきん定朋便」で犀全  
記録をご確認いただ幸、年  

会記録に「もれ」や「ユ呉り」  
かあった塙合にIi、同封の  

回答票にて回答をむ願し、い  

たしま†。貸さ三の大切な  

年金害己畳を正しいもの⊂す  
るため、「ねんきん定朋嘩」  

による年会記貸のご1違語に  

育さまのご協力をお玲臥、い  

たします。   

なお、ご不明ケ点は、「ね  

人きん定期便亨用ダイヤ  
ノLJo570－058－555までお  

問い合わせください⊃   



平成21年4月 新聞（記事下・7段）【政府広報】  平成21年4月 政府インターネットテレビ 【政府広報】  

払府インタ＿ネットテレビー  

20ch くらしの安全・安心  
国民生活の安全・安心に関する情報を提供  

2009／04／09  

肝硬変■肝がんを予防するために！  

■20ch 詳細T  

m三≡  

熱願ンクーネットテレビt  
山＝u・こ二∴し…＿  －た蚕豆専  

▲  00・80二00／00＝09：31 忘⊇  

沈黙の臓器と呼ばれる肝臓。初期の肝炎を放置しておくと、肝硬変や肝がんといっ  
た重篤な病気になります。今回は、ウイルス性肝炎について正しい知識や検査・治療  
方法、医療費助成について紹介します。  

■この番組の閲遜情報  
・厚生労働省・肝炎のページ  
・肝炎情報センター   

■この番組についてのアンケート  ■この顎絹についてのと愚見＝C（X）文字咲即   

この番組のアンケートは  
現在実施されていません  

男莞繭蒜   
＊サイトヘのご意見・ご要望はこちらから連動   

●uRLを貼付け；http二／／nettv．gov－On‖ne・gOLjp／P「9／prg2501，html  
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肝炎の検査、もう受けましたか？  

新しい肝炎総合対策の推進  厚生労働省  

2009年4月13日－ 4月19日  

【備 考】  
肝炎の検査、もう受け  

ましたか？   

鼠融鵜  

肝炎は早期発見・早期  
治療で肝がんを防ぐこ  
とが可能です。検査は  
最寄りの保健所などで  
受けられ（原則無料）、  

短時間で簡単に終7。  
一生に一度は検査を受  
けてみましょう！  

（厚生労働省）  
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当サイトのサービスは無料  
（通信料を除く）にてご利  

用いただけます。  
ユーサ●一登録からお進み  

ください。  
提供：  

ニュース・サービス・セント  
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※i－mOdeでは．「マイメニュー登録」  

という表記になっております．  
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さまざまな治療方法の中で、ウイルス性肝炎を  
根治することができるものとして期待されているのが「インターフェロン治療」です。インターフェロ  
ンは、免疫系に如き軌ナ、肝炎ウイルスの増殖を抑え、肝炎ウイルスを破壊する効果がありま  
す．  

インターフェロンの治療効果は患者さんによって違い、強い副作用を伴うことがあるため、必ずし  
も、すべての患者さんに効果のある治療方法というわけではありません。しかし、遺伝子のタイプ  
にもよりますが、B型肝炎では約3臥C聖肝炎では約5書」卜9割の人に、治療効果が期待できる  
と言われています．  

このように、高い治療効果が期待されるインターフェロン治療ですが、この治療を受けるための  
医療費も高簸であり、患者さんの医療黄の自己負担額は年間約80万円、1か月当たり約7万円  
に上ります。  

インターフェロン治療には医療費を助成   

そこで、国と都道府県では、患者さんの医療裂の負担を軽くし、この治療を受けやすくするため、  
平成20年度から、保険の適用となる日型・C型肝炎のインターフェロン治療に対して、医療費の助  
成を行っています。  

この助成制度は、日型・C型肝炎のインターフェロン兎療を受けている患者さんの世帯当たりの市  
町村民税額に応じて、月額の自己負担限度額を1万円、3万円、5万円に軽減するものです。医  
療費が自己負担限度競を超えた分は国と都道府県が負担しますので、患者さんは自己負担限  
度額以上負担する必要はありません。  

また、自己負担限度頗算定のための世帯当たりの市町村民税鎮は、原則として、住民票上の  
「世帯」全員の合計韻とされています。  

ただし、平成21年4月からは、税制や医療保険上の扶養関係がないと認められる場合には、市  
町村民税課税年額の合算対象から除外（配偶者は除外できません）できるようになりました。こ  
れによって、老親世帯と子ども世帯が同居している世帯などの場合、これまで生活実態に比べて  
高い自己負担額となっていたのが、生活実態に即して医療費助成の恩恵を受けられるようにな  
ります．  

トップページお役立ち情銀肝炎に効果的なインターフェロン冶環利用しやすくするために歴象資勒戚制度が交わリ著した  

さミミ：芸豊去．ミよニーニ三．ミミ；主  
平成2丁年5月掲載  
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肝炎に効果的なインターフェロン治療  

利用しやすくするために医療費助成制度が変わりました   

日本国内での患者′感染者数が380万人を超えると推定されているB型・C型ウイルス性肝炎。放  
っておけば肝硬変や肝がんなどに進行する危険がありますが、早期発見と適切な治療で重い病  
気への進行を防ぐことができます。そのため、厚生労働省は平成20年度から「新たな肝炎総合  
対策」を推進し、全国での肝炎ウイルスの無料検査体制を整えてい声す。また、肝炎治療に効果  
的なインターフェロン治療への医療費助成を行っています。   

肝炎は早期発見と適切な治療が重要   

B型肝炎・C型肝炎などのウイルス性肝炎  
は、血液などを介して、8型肝炎ウイルスや  

C型肝炎ウイルスに感染することによって発症する  
病気です。日本国内にtま、肝炎ウイルスの感染経  
路が判明する以前に、輸血などによって、8型肝炎  
やC型肝炎に感染した危険のある人が多くいると推  
定されています。  

肝臓は沈黙の臓器とも言われており、肝炎ウイル  
スに感染しても、これといった自覚症状が現れない  
ことが多いのが特徴です。そのため、長い間、感染  
に声が付かないまま病気が進行し、症状が現れた  
ときには、肝硬変や肝がんなどの重い病気に至っ  
ているケースも少なくありません。  

帽  
屑   

A  65．OqD円未満   10．000円   

8  鱒．000円以上－235．000円未満   30．000円   

C  235，00D円以上   

50．QOO円  

しかし、B型肝炎・C型肝炎は、ウイルスに感染しても、初期の段階で発見し、適切な治療を受け  
ることで、根治することが可能な病気です。  

8聖肝炎・C型肝炎を克服するためにも、「肝炎ウイルス検査」で早期に病気を発見し、必要な治  
療を受けられるようにすることが大事です。  

肝炎治療に効果的なインターフェロン治療  

肝炎ウイルスに感染しても、ずっと症状が出な  
いまま終わる場合もあり、すぐに治療が必要で  
はない場合もあります。また、治績は症状と体  
の状矧こ合わせて選びます。  

一定の要件を満たす人は助成期間の延長も   

また、インターフェロン治療の医療費助成を受けられる期間は、原則としで、1年以内とされてい  
ます。これまでは、助成期間の延長は認められませんでしたが、平成21年4月からは、一定の要  
件を満たし、インターフェロン治療で7Z週投与が必要な患者さんには、助成期間の延長が認めら  
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れることになりました。  

このように、平成21年4月からの制度の運用変更により、インターフェロン治療の医療費助成は、  
多くの患者さんにとって、利用しやすいものとなってし、ます凸B型肝軋C型肝炎の治療のために  
インターフェロン治療を受けている方、これから受けようとしている方は、ぜひ、この医療費助成  
をご利用ください，  

このインターフェロン治療の医療雲助成を受けるためには、お住まいの都道府県への申請が必  
要です。詳しくは、お住まいの都道府県窓口にお問い合わせください。  

ウイルス性肝炎の検査は無料で受けられます。  

B型肝炎・C型肝炎の検査は，血液検査で行うことが  
できます。多くの市区町村・保健所では、無料で肝炎  
ウイルス検査を受けられるようになっています。ま  
た、病院や診療所、会社や自治体の健康診断でも  
検査を受けられるところが多〈なっています。  

早期に病気を発見できれば、適切な治療を行うこと  
ができますので、積極的に検査を受けましよう．ウイ  

ルス性肝炎について不安のある方は、かかりつけ医  
や保健所などにご相談ください。  

、一、  

庵卓 
、、対緋                   ′ Jノ＿′ノ∵あ   

＜用語解説＞   

B型肝炎  
B型肝炎ウイルス（HBV）に感染することによって発症する肝炎。HBVは血液や体  
液を介して感染します。感染の原因は、輸血や注射針の使い回し、性行為による  
感染やHBVを体内にもっている母親から生まれた子どもへの母子感染などです。  
日本のB型肝炎の患者L感染者は1†0万人～14ロ万人いると推定されています。  

C型肝炎  
C型肝炎ウイルス（HCV）に感染することによって発症する肝炎．c聖肝炎ウイルス  
の患者や感染者の血液に接することによって感染します。日本のC型肝炎の患  
者・感染者は200万人～240万人いると推定されています。また肝硬変や肝がんに  
移行する率が高く、現在、肝がん患者の約70％はC型肝炎が原因となっていま  
す。  

インターフ工白ン  
免疫系や炎症の調節などに作用して効果を発揮する薬剤。インターフェロン治療  
は、ウイルス性肝炎を根治できる治療法であり、遺伝子のタイプにもよりますが、B  
聖肝炎では約3割、C型肝炎では約5害リー9割の人が治療効果を期待できます。た  
だし、強い副作用（発熱や頭痛、筋肉痛、脱毛、めまい、不眠など）を伴うことが多  
いため、専門の医師とよく相談することが必要です。  

「  
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毎年5月の第4週は「肝臓週間」。今年は、あさって1  

8日（月）から24日（日）までの1週間となっています。  

期間中、厚生労働省や都道府県、市町村、ウイルス肝炎   

研究財団などの様々な主体が、講演会や市民講座の開催な  

ど、肝臓の病気についての正しい知識と感染予防の重要性   

を知っていただくための活動を各地で展開します」国民の  

皆様には、是非、この機会に、肝臓の病気について関心を  

持っていただき、知識を深めていただきたいと思います。  

「肝炎は早期発見・早期治療」。厚生労働省では、国民  

の皆様に、感染の予防、検査や治療の重要性など、肝炎に  

ついての正しい情報を知っていただき、また、一人でも多  

くの患者・感染者の方々が、必要な時期に適切な治療を受  

けていただけるよう、今後とも肝炎対策を総合的に推進し  

ていきます。  

田ラジ梢組  

・  

栗村智の  

HAPPY！ニッポン！   

／くックナンバー   

放送日  平成21年5月2コ日（土）  

平成21年5月24日〔日）  

放送局によって日時が遠」1ます   

テーマ、犯罪利用預金口座等に係る資金による披嘗回復分配の支払い等に関する法律  

内容   去年†年閻の掛ノ込め詐欺の披壱捻執ま約Z76性円．依然として謀判化に歯止めがかかつていないのが現実で  

す．そんな中、去年6月に施行されたのが、「犯罪利用預金口座琴に係る資金による板書回復分配金の支払等に  
関する法律J、通称「植込詐欺救；斉法」。これは抜り込め詐欺などによって．金融機闇の口座に振込まれ、引き出  
されずに残っている犯罪娘害資金を、被害に遣われた方々に返還するルールを定めたもので、櫨首巻の方々を  

救済するための法律です．番組ではこの「振込詐欺救済法」の内琴や手続きについて詳しく解脱するとともに、後  

を絶たない「振り込め詐欺」の現状についてお伝えしていきます。  
一
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放送日  平成21年5月l引∃（土）     平成Z1年5射7巳（日）      放送局によって日時が這います  

テーマ  第5回太平洋・島サミット  

内容  今月22日（金ト23日（土）の2日臥北海道のトマムで「夢5回太平洋・島サミット」が開催されます．このサミット  

は，太平洋の島国・地域と日本との協力園係を削ヒし、そ九ぞれの国が直面している様々な問題について首脳レ  

ベルで慧見交換を行なうものです．柑97年以降、3年にl度、実施され、今回が第5回目。今回は太平洋の環境澗  

週や安全保産、また人的交流などを中心に話し合いが行なわれます．番組ではこの「太平洋・島サミット」の言薮  
や目的をお伝えするとともに、ツ′くル、サモア、トンガ、キリ′くスといった太平＃の島国や地域の現状について紹  

介します。  

放送日  平成2丁年5月9日（土）  

平成Zl年5月10日（日）  

放送局によって日時が通し、ます   

子ーマ  足用保検制度の－卸改正  

内容  厳しい経済状況が続く現在の日本．企業の個産や雇止め・解雇等の雇用失業情勢は、非常に厳しい局面を迎え  

ています．現在、政府では非正規労伽着や離隠者に対する様々な雇用対策を講じていますが．その一】漫として  

今年4月から施行されているのがr局用保険法等の一部改正」．その内容は非正規労蘭書に対するセーフティネ  

ット（雇用保険の適用範囲の拡大，再就号往が困難な方に対する給付日数の延長等々）捜能の強化や雇用保険料  

肝臓週間について  

～肝炎は、早期発見・早期治療～  

肝疾患についての正しい知識を普及し、感染予防の重要性についての認識を高める  

ため、毎年5月の第4週を「肝臓週間」と定めており、今年は、5月18日」旦Lむ  

皇呈生月（日）までの1週間となっています。   

この期間、厚生労働省、（財）ウイルス肝炎研究財団及び地方公共団体等においては、  

次のような普及啓発活動を、重点的に実施することとしています。  

記  

1．国の取組   

○ 厚生労働省広報誌（厚生労働5月号）での紹介 」腺＿L   
O インターフェロン治療体験記「肝炎のお話」」屋旦直之Lの作成、配布   

○ 厚生労働省ホームページでの紹介   

○ 政府広報（ラジオ、政府広報オンライン）での紹介  

※ 詳しくは、厚生労働省健康局疾病対策課肝炎対策推進室へお問い合わせ  

ください。  

しl亡 くりし．み・ついの仁βJに 厚生労働省  

Press Release  

平成21年5月15日  

健康局疾病対策課肝炎対策推進室  
（担当・内線）今別府（2943）  

佐 藤（2949）  

（電   話〉 03く5253）1111   

報道関係者 各位  
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肝臓週間について   

～肝炎は、早期発見・早期治療～  

肝疾患についての正しい知書鼓を普及し、感染予防の重要性についての認識を高め  

るため、毎年5月の第4週を「肝臓週間」と定めており、今年は、掴  

む岬となっています。   

この期問、厚生労働省、（財）ウイルス肝炎研究財団及び地方公共団体等におい  

ては、重点的な普及啓発活動を実施することとしていますので、お知らせいたし  

ます。  

2．（財）ウイルス肝炎研究財団の取組  

○ パネルデイスカッションの開催上匙垂旦L  

「肝炎と肝がんを撲滅するために」  
・ 日 時 平成21年5月23日（土）14時～17時30分  

・場 所 長野県松本文化会館  
・ 定 員 300名（入場無数）  

※ 詳しくは、（財）ウイルス肝炎研究財団（電話03－3813－4077）  

へお問い合わせください。  

3＿ 地方公共団体の取組  

○ ポスター、リーフレットによる広報   

○ 電光掲示板、ラジオ等のメディアを活用した広報   

○ 市民公開講座の開催 など  

※ 詳しくは、各都道府県、保健所設置市及び特別区の肝炎対策担当窓口ヘ  

お問い合わせください。  



肝臓週間を通じて知っていただきたい、主な取組について  

●肝炎を正しく理解していただくための普及啓発活動  

－ウイルス性肝炎は、簡単にはうつりません  

肝炎とは  

肝炎とは「旺職に炎症が起きている状態」であり、ウイルス性肝炎、薬剤性肝  
炎、アルコール性肝炎、自己免疫性肝炎などに分類されます。  

日本では、肝炎の大半が「－ウイルス性肝炎lであり、主な肝炎ウイルスは、A、  

B、C、D、E型の5種類です。  
中でも、B型■C型肝炎ウイルスは、肝臓にすみついて、慢性肝炎lこなる可能  

性が高く、肝硬変・肝がんに進行することもあります。  

感染拡大の予防のために  

B・C型肝炎ウイルスは、血液を介して、人から人へと葱染します。他人の血  

摩に安易に触れない・カミソリなどの血液がつく可能性のあるものを共用しない  

左旦」、農飽的な注意事項を守っていれば、日常生蓮でうつることはまずあり得   

きせん㈱如撒い食器やコップの共用などで  

は惑染しません。）   

【別添1〕  

肝臓週間について   

平成21年5月18～24日  

健康局疾病対策課肝炎対策推進室  

はじめに  

日本では、年間、約3万5000人もの方が肝がんによって、死亡しています。そのほ  

とんどは、B型・C型肝炎ウイルスの感染者です。また、B型・C聖肝炎ウイルスの  

患者・感染者故は、合わせて300万人以上とも推定され、肝炎は、国内最大の悉染症  

と言われるほど「身近な」病気なのです。   

肝炎は、自覚症状が現れにくく、「休がだるい」と気付いてからでは、重症化してい  

ることも多くあります。一方で、症状が柱しヽうちに治療をすることで、肝硬変・肝が  

んといった重篤な病気を防いだり・進行を遅らせることが可能です。   

ですから、症状がなくても、一生に一度は、肝炎ウイルス検査を受けて、感染を早  

期発見し、適切な治療を受けることが、非常に重要です。   

そこで、厚生労働省では、検査から治療まで継ぎ目のない仕組みを構築するためイ  

ンターフェロン治療に対する医療費助成、検査の促進、治療体制の整備など、総合的  

な対策を実施しているところです。   

肝炎は、多くの方が罷患している身近な病気ですから、すべての国民の皆様に正し  

い知識を持っていただき、地域や職場lこおける肝炎ウイルスの感染を予防することは  

もちろん、患者や感染者の方々への差別や偏見を防止することが、非常に重要です。   

肝臓週間とは  

肝疾患についての正しい知識と感染予防の重要性を知っていただくため、毎年5月  

宗4週を「肝臓週間」と定め、重点的に普及啓発活動を実施しています。今年は、5  

月18日（月）から24日（日）までの1週間となっています。   

この間、全国各地で、ウイルス肝炎研究財団をはじめ、国、自治体などが、ポスタ  

ーやリーフレットなどを使った広報活動、市民公開講座や街頭キャンペーン等のイベ  

ント開催などを実施しています。  

－1－  

証Eロ   

① 肝炎ウイルスは、正しい知識を持って、常識的な注意事項を守れば、   

日常生活で感染することは、まずあり得ません。  
② 肝炎ウイルス検査は、全国どこでも「無料」で受けられます。  
③ 肝炎は、「早期発見・早期治療」によって、将来の肝硬変・肝がんを   
防ぐことが可能です。  

もっと深＜、知りたい万のために  

肝炎について、より深く知っていただくために、厚生労働省のホームページで  

は、ウイルス性肝炎についてのQ＆Aを始め、いろいろな情報を掲載しています。  

また、肝炎情報センター、ウイルス肝炎研究財団、自治体のホームページにおい  

ても、地域での肝疾患診療体制や治療法などの情報を掲載していますので、是非  

御覧ください。  

一2 －  

●肝炎ウイルス検査の実施  

一肝炎ウイルス検査はー無料」で受けられます  

肝炎ウイルス検査は、全国134の自治体（都道府県・保健所設置市・特別区）   

で実施しており、保健所又は委託医療機関で、「無料」で受けられるようになって   

います。  

検査自体は採血のみですから、短時間で簡単に終わります。検査を受けたこと   

のない方は、一生に一度は、この検査を受けてみてください。  

なお、検査を受けられる場所や日時など1ま、自治体によって異なりますので、   

詳し〈は、最寄りの自治体・保健所の窓口ヘ直接お聞きいただくか、各自治体の  

ホームページで御確認ください。  

●医療黄助成制度について  

－「早期治療」が肝がんを防ぎます  

β型・C型ウイルス性肝炎は、インターフェロン治療が奏効すれば、将来の朋   

硬変・肝がんを防ぐことが可能です。  

肝炎の治療法は、近年急速に進歩しており、従来根治が難しかったタイプの肝   

炎でも最新のインターフェロン治療により、多くの方が根治に至るようになりま  

した。  

そこで、早期治療を推進するため、医療費が高額なインターフェロン治療に対   

する医療費助成を実施しています。本年度からは、より利用しやすい制度とする   

ため、次の2点について、運用変更を行ったところです。  

G）一定の条件を満たし、延長投与（72週投与）が必要な方については、助成  

期間の延長を辞めること、  

② 医療費の自己負担限度額決定のための所得階層区分認定の際に、例外的な  

取扱いを認めること。  

※ 詳しくは、最寄りの自治体・保健所の窓口か、各自治体のホームページで御  

確認ください。   

おわりに  

御紹介したように、肝臓週間は、毎年5月の第4過となっており、こわ期間を中心  

として、各種の普及啓発活動などが全国各地で重点的に実施されています。   

皆様も、この一週間は、肝炎についての情報を、注意して探してみてください。そ  

して、シンポジウムなどに参加いただき、肝炎について、少しでも知識を深めていた  

だければ幸いです。   

厚生労働省としては、今後とも、国民の皆様に、感染予防や検査・治療の重要性な  

ど肝炎についての正しい情報を知っていただき、一人でも多〈の患者・感染者の方々  

一3 －  

が、必要な時期lニ、適切な治療を受けられるよう、今後とも、肝炎総合対策の推進に  

努めていきたいと考えています。  

＼－ムページのURL  

●厚生労働省肝炎対策推進室（新しい肝炎総合対策の推進）  

http：／／仰W・咽9ハndex．ht雨  

●肝炎情報センター  

http：／榊・ht吋  
●ウイルス肝炎研究財団  

http∴／／www vhfl（通  

治療に関することなど、肝疾患の相談受付窓口  

03－5689－8202（平日10時－16時）  

この年ャラクターは、厚生労働省の肝炎総合対策におけるマスコッ  

トで、頭の部分は、肝臓のかたちをイメージしています。   

このキャラクターを見たら、「肝炎についての広報だ！」と思って  

いただけるよう、これからも、様々な機芸に登場させていきたいと考  

えています。   

既に、一部の自治体や企業でお使い  

いただいていますが、肝炎についての  

広報のシンボルとして、さらに幅広＜  

使っていただければ幸いです．（使用し  

てみたい、と思われた万は、匿生労l勒省  

肝炎対策推進室までお問い合わせ＜ださい。）  

※ 厚生労働省広報誌「厚生労働」5月号より転載  

ー4 －   
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tどんな検査7Ⅰ  

肝炎ウイルスに惑乱てい紬とうかは、如検針判断し紺。短椚で取払 ミ鞋 鮎雪間で検査結果触鮎せできます・叛馳抜出ヶ朋どたた加と・餉翫なら如ことも机打． 【ど 
こで受けGれるの7】  

検定を受診する撫会は・以下のようなものがみります．  
■お住乱＼の市町村での地顔診●お住まいの都道府県等の民度所での検診 淡組員程や 

贅用柑もそれで細勤王粗に上って只なりま丁ので、別道明い合わせく焼い．  

脚  感染が分かったら？  

肝炎ウイルスに償染していた払て朋の棚は人にわてまもまちです・抒はゝ椚医に制札てみ机上う．  
【主な治療方法－インターフェロン冶夙について】  

●インターフェロン軋見積系・炎症の関節等に作用しノて効果碩Ⅱする罪刑で、 ウ 
肝炎イルスの増光を抑える効果を発揮します．  

●白型肝炎の場合は釣罰軋C製肝炎の場合棚5～細か人が治療効果を期待で苦ます． 咽膿効果lム遺伝子製 
、ウイルス1など1こよって触り打．  

鋼  インターフェロン治療に対する医療費助成制度とは7  

配都道府抑ま、肝如精力咄叙法であるインターフェロン治股について、あなたの鼠紺を軽耶・ る助成を行 
っています・助成の輔とな香のはB数又はC型肝炎のインターフェロン紬です．あなたの 世のに 

帯所持応じて、月当たりの医喪具竜隠托し打・乱ノくはお近くの保札所にお剛、餌せ下さい．  

インタ‾フェロン治扉匹の剋作用による側圧被  
言lこついては馬罷品別作用被雷眈軒別直の訪】1亡  

ホウヨる唱青かありま丁  

（新作川毎日那断別封山  
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’「 【▼■‾ ．＿／家苑の理解ヒ協力によって  
凱養げられた治療  
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し1ました。頻尿の為夜中のトイレ  

は、つらかったですね。必ず1回か  

ら2国産きてしまうので、睡眠不足  

になり昼夜逆転現象を起こしてし  
まいました。   

遇1匝ユの通院は、体調が特に悪  

い暗も必ずその日にし1かなくては  

な：らな：いので、とてもつらかった  

のですが、絶対に治すぞとし1う気  

持ちで通院していました。   

また、薬も長く服用していると、  

飲み忘れてしまし「そうになったこ  
とが何度かあったので、カレン  

ダーに印をつけ異を小分けにし  
て、臼のとどく所におきパッケージ  

は次の薬を飲むまで捨てずにとつ  
ておくことで、飲み忘れないよう  

に工夫してし1ました。   

今は月1回のウイルス検査をお  

こなっていますが、現在ウイルスは  

未積出です。長い治療ができたの  

は、家族の理解と協力があり出来  

たことだと思います9感謝して  

し1ます。  

一人でも多くのC型肝炎の万が治  

るように、心からお折口申し上げ  

ペスで1年間通院しました。   

副作用として注射後38℃以上の  

高熱と悪寒、網膜症による眼底出  

血、体上半身に強い薬疹が出て皮眉  

科の治療も受けました。この他に息  

切れ、味覚障害、手足のしぴれ、脱  

毛、口内炎等医師からは副作用の強  

し1方だと言われました。   

強い副作用に何度か治療を中止  
しようかと思いましたが、現在、ウイ  

ルス陰性化になり経過統察期間に  
入っています。   

思い切って治療を受けて良かった  
と思ってし1ます．  
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（月叶亡・女性・生月）  

私は2007年～2009年1月まで、  

インターフェロン治療をしていま  
した。当初の予定は、48退治療  

だったのですが私の場合ウイルス  
が消えるのが少し遅かったので、  

72遇に延長することに決めました。   

家族の負担、金践面でこれ以上  

迷惑はかけられないと思い悩み、  

何度も家族会議をしました。子ど  

もたちも家事などを手伝ってくれ  
ると、主人も「治せる確率があが  

るなら治療を統廿たほうがい  
い。」と背中を押してくれました。   

副作用に関しては、背中の筋肉  

痛のような痛みが絶えず、痛み止  

めを服用しながら家事をこなし、  

だるい時【ま、横になり体を休めて  

（6¢代・男性・無EI  

私は数年前、他の病気で入院中、  

血液検空で肝臓が悪いと言われ約  
3ケ月間、同時に治療を始めましたが、  

完治はしませんでした。   

退院後、肝機能の数値は一定せ  

ず不安な毎日を送ってし1ました。  

平成9年頃かかりつけ医からイン  

ターフェロンの治療を勧められ  
1ケ月入院治療しましたが、完治し  

ませんでした。   

平成20年5月頂かう、肝格旨巨の数  

値が上がり始めインタ▼フェロンの  
治療ができるギリギリの状態と言わ  
れ、肝炎治腰の基幹病院を紹介され  

再度治摂関始しました。最初に2週  

間の入院、退院後は地元の医療機関  

を紹介され、その病院には月1回の  
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名主  、   

藍 磯野挙世埜   
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鼠凪つ悶下■；サつ、【－’胤   

隼う軍宇戸轡．空 厚生労働省  
憫  

平成21年3月27日  

インターフェロン治療の体験談の募集について  

厚生労働省では平成20年度から、新しい肝炎総合対矧こ取り組んでおり、その柱としてイ   

ンターフェロン治療に係る医療費助成制度を開始しております。  
インターフェロン治療は、個人差がありますが強い副作用が現れることもあり、それを心配し   

て治療に踏み切れない方や、仕事や家事に追われて入院・通院を躊躇する方も多くいらつしや   
います。  
そこで、厚生労働省では実際に肝炎の治療を体験された方々から、どのように副作用を克   

服されたのか、また、仕事や家事と治療とをどのように両立されたのかなど治療の体験談を広   
く募集いたします。  
お寄せいただいた体験談については、選考過程を経て厚生労働省作成のリーフレットやホ   

ームページ等に掲載させていただき、現在治療中の方やこれから治療を始めようと考えていら   
っしやる方々の参考となるよう活用させていただくとともに、肝炎という病気を多くの方に知って  

諾いただき、早期発見早期治療につなげていきたいと考えておりますb  
治療を体験された方であれば、特に応募制限はありませんので、より多くの方々からのご応   

募をお待ち申し上げております。  

（応募内容）   

1、応募資格 インターフェロン治療を体雲集された方  

2、形式   400字程度  

3、応募方法 はがき、手紙、FAX、電子メール（kanen－taisaku2＠mhEw．gojp）のいずれかで、別  
紙の要領により次の宛先まで応募してください。  

＜別紙応募要領はこちら＞（世墜卓：26KB）  

＜宛先＞ 〒100－8916 東京都千代田区霞が関1←2－2  
厚生労働省健康局疾病対策課肝炎対策推進室  
FAX O3－3595－2169  

4、募集期間 平成21年3月30日（月）～平成21年4月15日（水）  

5、発表方法採用された方に通知するほか、ホームページ等で発表  

※ 発表の際には、個人名は言己載せず、＜40代・会社員・男性＞のように表記します。  

また、個人情報保護の綬点から、体験談本文の一部を編集させていただく場合がある  
ことをあらかじめご了承ください。  

平成21年5月18日  

インターフェロン治療体験談募集結果について  

先般、インターフェロン治療体験談を募集いたしましたところ、多数のご応募をいただきまし  
た。   
いただいた体験談につきましては、今後の肝炎対策の参考とさせていただきますとともに、  

現在治療中の方やこれから治療を始めようと考えていらっしやる方の参考としていただくため、  
その一部についてはり一フレットに掲載させていただきました。   
ご協力いただいた皆様には、深く感謝申し上げます。  

＜リーフレットはこちら＞（1ページ（E旦巨：729KEl）、2ページ（巳旦Eこ1．056KB）、全体版  
（巳⊇王：1，925K8））  
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ウイルス性肝炎について  

1ミ■二≡ごウイルス性肝炎とは？   

） ノ’一 一 一 一 ＿－ 一 一・－ 一＿ － ＿・＿、・＿ ＿＿ 一 一 一 ＿．・・－一 － － 一 一 ‾ － ▲ － 一 一▲ －＿ ＿ ＿ 一 一 － 一 一 ‾‾■ ‾ ‾ －‾‾‾ ▲ ‾ ′ ‾‾－ノ ‾   

ウイルス性肝炎とは、肝炎ウイルスに感染して肝臓の細胞が壊れていく病気です。この病気になると、徐々   
に肝臓の機能が失われていき、ついには肝硬変や肝がんに至ることもあります。B型及びC型肝炎ウイル   
スの患者・窓染着は合わせて300万人を超していると推定され、国内最大の感染症と言われています。  

ぷ‡準野草：準軍？些撃： 
…‖－…‖＿＿‥－＿＿．．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿川＿＿＿＿   

肝炎になっても、肝臓はなかなかSOSを出しません。「体がだるい」と気付くころには、かなりの重症になっ   
てしまっています。でも大丈夫。肝炎ウイルスは、検査で分かります！肝灸ウイルスに感染していても、適切   
な健康管理・治療で、肝炎から肝硬変や肝がんに悪化するのを予防することが可能です。   
※肝炎のほとんどは、肝炎ウイルスによって起こる「ウイルス性肝炎」です．  
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検査を受けるには？  田  
【どんな検査？1  

肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、採血検査で判断します。短時間で済み、また、  
数週間で検査結果をお知らせできます。※感染後は3ケ月ほどたたないと、陽性にならないこともあります。  

【どこで受けられるの？】  

検査を受診する機会は、以下のようなものがあります。  
●お住まいの市町村での地域検診 ●お住まいの都道府県等の保健所での検診  
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の X実施日程や受用などは、それぞれの実施主体によって異なりますので、別途お問い合わせください。  

整ご：．・‥・‥．． 題 感染が分かったら？  
肝炎ウイルスに感染していたとして、肝臓の状態は人によってまちまちです。まずは、専門医に相談してみましょう。  

【主な治療方法（インターフェロン治療）について】  

●インターフェロンは、免疫系・炎症の調節等に作用して効果を発揮する薬剤で、   
肝炎ウイルスの増芦直を抑える効果を発揮します。  

●8型肝炎の場合は約3割、C型肝炎の場合は約5～9割の人が治療効果を期待できます。  
光治濱効果は、遺伝子型、ウイルス這なとによって異なります。  

遇 インタ ーフェロン治療に対する医療費助成制度とは？  

国と都道府県では、肝炎の有力な沿療法であるインターフェロン治療について、あなたの負担額を軽減す  
る助成を行っています。助成の対象となるのはB型又はC型肝炎のインターフェロン治療です。あなたの  
世帯の所得に応じて、月当たりの医療費を軽減します。詳しくはお近くの保健所にお問い合わせ下さい。  

インターーフェロン岩宿＃の制作売に⊂1‾る伐牒；．ま  

歪についてはた薫品制作用擢票凋藩鼎湾㌍珠持と  
なりう右唱脅かβうり三≡蔓‾  

※このパンフレットは平成21年5月時点のものです．  
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いました。歩頁尿の為夜中のトイレ  

は、つらかったですね。必ず1固か  

ら2回起きてしまうので、睡眠不足  

になり昼夜逆転現象を起こしてし  

まいました。   

週1回の通院は、体調が特に悪  

い暗も必ずその日にいかなくては  

ならないので、とてもつらかった  

のですが、絶対に治すぞという気  

持ちで通院していました。   

また、薬も長く服用していると、  

飲み忘れてしまいそうになったこ  

とが何度かあったので、カレン  

タ¶に印をつけ薬を小分けにし  

て、日のとどく所におきパッケージ  

は次の薬を飲むまで捨てずにとっ  

ておくことで、飲み忘れないよう  

に工夫していました。   

今は月1匝）のウイルス検査をお  

こなってし1ますが、現在ウイルスは  

末検出です。長い治療ができたの  

は、家族の理解と協力があり出来  

たことだと思います。感謝して  

います。  

人でも多くのC型肝炎の方が治  

るように、心からお祈り申し上げ  

ます。  

ペースで1年間通院しました。   

副作用として注射後38℃以上の  

高熱と悪寒、網膜症による眼底出  

血、体上半身に強い葉疹が出て皮膚  

科の治療も受けました。この他に息  

切れ、味覚障害、手足のしびれ、脱  

毛、口内炎等医師からは副作用の強  

い方だと言われました。   

強い副作用に何度か治療を中止  

しようかと思いましたが、現在、ウイ  

ルス陰性化になり経過観察期間に  

入っています。   

思い切って治療を受けて良かった  

と思っています。   

（40代・女性・主婦】   

私は2007年～2009年1月まで＼   

インターフェロン治療をしていま   

した。当初の予定は、48退治療   

だったのですが私の場合ウイルス   

が消えるのが少し遅かったので、   

72遇に延長することに決めました。  

家族の負担、金銭面でこれ以上   

迷惑はかけられないと思い悩み、   

何度も家族会議をしました。子ど   

もたちも；家事などを手伝ってくれ   

ると、主人も「治せる確率があが   

るなら治療を続けたほうがい   

い。」と背中を押してくれました。  

副作用に関しては、背中の筋肉   

痛のような痛みが絶えず、痛み止   

めを服用しながら家事をこなし、   

7≡るい時は、様になり体を休めて  

（60代・男性・無職）  

私は数年前、他の病気で入院中、  

血液検査で肝臓が悪いと言われ約  

3ケ月間、同時に治療を始めましたが、  

完治はしませんでした。   

退院後、肝機能の数値は－一定せ  

ず不安な毎日を送っていました。  

平成9年煩かかりつけ医からイン  

ターフ工［コンの治療を勧められ  

1ケ月入院）台療しましたが、完治し  

ませんでした。   

平成20年5月頃から、肝機能の数  

値が上がり始めインターフェロンの  

治療ができるギリギリの状態と言わ  

れ、肝炎治療の基幹病院を紹介され  

再度治療開始しました。最初に2週  

間の入院、退院後は地元の医療機関  

を紹介され、その病院には月1回の  
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C型慢性肝炎難治症例に対する  

ペグインターフェロンおよぴ  

リバピリン併用療法における  

延長投与（72週投与）について  

肝炎治療戦略会議報告書  

平成20年11月14日  
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HCV－RNAが陽性（Realt血e PCR）で、36過までに陰性化した例では、  

プラス24ま喝（トータル72週間）の投与期間延長が望ましし、。  C型慢性肝炎難治症例に対するペグインターフェロンおよぴリバピリン併用療  

法における延長投与（72退投与）につし、て  

2．有効性について  

（1） 本邦で実施されたC型慢性肝炎難治症例（ジェノタイプ1b聖かつ高ウイルス  

量症例）に対するペグインターフェロンおよぴリバピリン併用療法の投与期間  

延長の試行結果（有効性）  

施設1 京都府立医科大学付属病院関連病院の投与実態（多施設臨床研究、中心  

施設：京都府立医科大学付属病院、同上ら）   

l C型慢性肝炎難治症例に対するペグインターフェロンおよぴリバピリン併  

用療法48週、72週投与症例：300、57症例。   

」戸 全症例における48週、72週投与の根治率：49．3％（148／300症例）、52，6％  

（30／57症例）。  

iji治療開始後13－24週でHCV－R仙陰性化したLVR症例における48週、72退役  

与の根治率：26．7％、42．9％。  

施設2 虎の門病院の投与実態（単施設臨床研究、虎の門病院、熊田ら）   

；C型慢性肝炎難治症例に対するペグインターフェロンおよびリバピリン併  

用療法開始後†3週以降にHCV－RNAが陰性化した症例について、72週投与65  

症例と条件を一致させた48過投与130症例を比較。  

‖ 治療開始後T3－36週でHCVLRNA陰性化としたLVR症例における48週、72迎  

接与の根治率二28，】％（18／64症例）、63，0％（29／46症例）。  

施設3 0LF（大阪肝臓フォーラム）の投与実態（多施設臨床研究、中む施設：大  

阪大学付属病院、林紀夫ら）   

l C型慢性肝炎難治症例に対するペグインターフェロンおよぴリバピリン併  

用療法48過、72週投与症例：769、129症例。   

】i全症例における48週、72週投与の根治率：40，7％（313／769症例）、45．0％  

（58／129症例）。  

＝ 治療開始後13－24週でHCV－RNA陰性化としたL〉R症例における48週、72過  

投与の根治率：33．7％（29／86症例）、62．8％（49／78症例）。（pく0．001）   

施設4 武蔵野赤十字病院の投与実態（卓施設臨床研究、武蔵野赤十字病院、泉  

ら）  

平成20年11月14日  

1．はじめに  

C型慢性肝炎に対するインターフェロン治療の進歩により、ここ数年間で目覚まし  

い治療結果が得られ、C型慢性肝炎の根治率（※1）は上昇した。本邦において頻度  

が高〈、かつ根治率が低し＼C型慢性肝炎の遺伝子型（以下、ジェノタイプユ1b、富  

ウイルス量症例（いわゆるC型慢性肝炎難治症例）に対しても、ペグインターフェロ  

ンおよぴリバピリン併用療法（48週投与）が標準的治療となって以来、十数％であ  

った根治率が約50％まで大幅に改善している。しかし、逆に言えば、現行の48週投  

与では、依然として約50％が治癒に至ることは難しし㌔   

これらの症例のうち、インターフェロン治療初期においてHC〉－RNAが陰性化しない  

ものの、その後の治療経過中にC型肝炎ウイルスが陰性となる一部症例（LateVira（  

Responder：以下LVR症例）については、標準的治療の48週投与では治療効果が不十  

分であり、根治率を上昇させる工夫のひとつとして、了2週まで延長投与を行うこと  

が望ましいとする指摘（※2）があり、医療現場での治療実績も積み重ねられつつあ  

る。   

このような状況を背景として、本戦略会議において、C型慢性肝炎難治症例に対す  

るペグインターフェロンおよぴリバピリン併用療法における延長投与（72週投与）  

の有効性、安全性について、現時点で得られた知見に基づき議論を行い、意見として  

とりまとめた。  

（※1） 治療終了後24週時のHCV一尺NA陰性化率  

（※2） 厚生労働科学研究補助金肝炎等克服緊急対策研究事業（肝炎分野）「肝  

硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に関する研究」（主任研究  

者二熊田博光先生）におし◆＼て、C型慢性肝炎の治療ガイドラインの補足と  

して、以下の記載がなされている（平成19年度研究報告書から関連部分  

抜粋）。  

C型慢性肝炎の治療（ガイドラインの補足）  

1b、嘉ウイルス症例へのPeg－rFN十Ribav（rjn併用療法 投与期間延  

長（72週間投与）の基準：  

投与開始12週後にHCV【RNA量が前値の1／100以下に低下するが、  

32   31  



治療結果について検討した。  

全症例において、治療終了時のHCV－RNA陰性化率は、48週投与群71％、72週投与   

群63％、またC型慢性肝炎の根治率（治療終了後24週時のHCV－RNA陰性化薬）は、   

48週投与群53％、72週投与群54％と両群間で差を認めなかったが、治療開始後12   

週時にHCV－RM量が治療前値から2】og以上（もしくはり100以下）低下したものの   

HCV一尺NAが陰性化しなかった症例において、48過投与群の根治率が、17％（17／100   

症例）であるのに対し、72週投与群では、29％（31／106症例）と、根治率が有意に高   

く（p＝0．040）、ウイルス陰性化時期の遅い症例における延長投与の有効性を示した。  

以上（7）、（2）から、C型慢性肝炎難治症例に対するペグインターフェロンおよぴ  

リバピリン併用療法として、投与開始後12週までに陰性化はしないもののその後24  

週ないし36過までに陰性化した症例に対して72週延長投与を行うことは、有効性の面  

から妥当であろうと考えられた。   

なお、治療開始†2適時までにHCV－RNÅがどの程度下がることが望ましいか検討した  

ところ、従来法であるアンプリコア法などの・HCV－RNA定量法で治療開始後12適時の  

HCV－RNA量が治療前借から2log以上（もしくは1／100以下）低下した症例であれば根  

治率が高いが、HC〉－刷A量が2jog未満の低下にとどまる症例では根治率が低くなるこ  

とから、治療開始後12週時までにHCV一尺NA量が治療前値から2Iog以上（も一しくは1／100  

以下）低下する症例であることが望ましいとの結論に至った。   

また、いつまでに陰性化すべきか検討した結果、従来法であるアンプリコア法などの  

HCV－RNA定性法で治療開始後24週時のHCV－RNA陰性とした症例の中に、最新の  

Reaトt血ePCR法（TaqMan－PCR法など）では陽性となる症例があるという議論から、陰  

性化時期は36過とすることが適当であるとの結論に至った。  

】C型慢性肝炎難治症例に対するペグインターフェロンおよぴリバピリン併  

用療法48週、72退役与症例：225、36症例。  

】i全症例における48週、72週投与の根治率ニ48％（108／225症例）、41％（川／36  

症例）。  

Ilj 治療開始後13－24週でHC〉一尺NA陰性化としたLVR症例における48週、72週  

投与の根治率：31．8％（14／44症例）、47．6％（10／21症例）。  

施設5 九州大学関連肝疾患研究会（KULDS）の投与実態（多施設臨床研究、中心  

施設：九州大学付属病院、林鈍ら）  

l C型慢性肝炎難治症例に対するペグインターフェロンおよぴリバピリン併  

用療法39－52週、72－79週投与症例：705、31症例。  

ii全症例における3g－52週、72－79週投与の根治率：≠胤9％、54．8％（1了／31  

症例）。  

‖j 治療廟始後13退以降でHCV－RNA陰性化としたLVR症例における39－52週、  

72－79過投与の根治率：12．5％（35／279症例）、54．5％（12／詑症例）。  

施設6 国立病院機構全国医療センターにおける投与実態（多施設臨床研究、中  

心施設：長崎医療センター、八橋ら）  

i C型慢性肝炎難治症例に対するペグインターフェロンおよぴリバピリン併  

用療法46－52週、70－84週投与症例：377、38症例。  

ii全症例における46－52週、70－84週投与の根治率：50．6％（191／377症例）、  

57．9％（22／38症例）。  

l‖治療開始後†3－24週でHCV－RNA陰性化としたLVR症例における39－52過、  

72－79過投与の根治率：24％（18／76症例〉、68％（17／25症例）。  

各施設における全症例における延長投与と標準投与の根治率に有意差を認めなか  

ったが、L〉R症例では、延長投与の方が、標準投与と比較しすべての施設で根治率が  

上昇（15．8～44％）してしヽた。  

（2） 海外における報告  

ペグインターフェロンおよぴリバピリン併用療法を本邦より早く承書忍認可してき  

たヨーロッパにおける延長投与に関する臨床結果を示した報告として、T．Bergらの  

報告（GastroenteroLogy2006：130：1086－1097）がある。   

ジェノタイプ1型（1a型及び1b型を含む）かつ高ウイルス量のC型慢性肝炎455  

症例について、ペグインターフェロンα2a（180〟g／週）とリバピリン（800mg／日）  

を48週投与する群（230症例）と72週投与する群（225症例）に無作為に群別し、  

3∴安全性について   

（1） 本邦で実施されたC塑慢性肝炎難治症例（ジェノタイプ1b型かつ高ウイルス  

量症例）に対するペグインターフェロンおよぴリバピリン併用療法の投与期間延  

長の試行結果（安全性）  

施設1京都府立医科大学付属病院関連病院の投与実態（多施設臨床研究、中心  

施設二京都府立医科大学付属病院、岡上ら）  

投与期間延長（49週以上投与）症例のうち副作用による中止例ニ0症例  

施設2 虎の門病院の投与実態（卓施設臨床研究、虎の門病院、熊田ら）  

投与期間延長（49過以上投与）症例のうち副作用による中止例：3症例  

症例154週：61歳女性 顔面神経麻痺  ／回復 ／tFNとの因果関係不明  

症例2 55週：5g歳女性 心不全  ／回復 ／けNとの因果関係不明  

症例3 63週：58歳女性 左眼中心静脈血栓症 ／乗回復／tFNとの因果関係不明  
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国内臨床試験におし＼て、ペグインターフェロンα2bおよびリバピリン併用療法48  

週投与を実施し、投与中に発現した副作用を器官別大分類し、発現件数・発現率を投  

与期間前半のト24週、後半の25－48過に分け、対比した（去1）（ペグインタ【フェ  

ロンα2b承認時第血相国内臨床試験副作用発現件数から熊田ら改変）。   

表1において、投与期間の前半よりも後半に副作用の発現件数・発現率が増加した  

「内分泌障害」■には、十分留意する必要があると考えられた。なお、「内分泌障害」  

の内訳として、投与期間前半のト24週までは甲状腺機能冗進症2症例および自己免  

疫性甲状腺炎1症例の計3症例であったのに対し、後半の25－48週では甲状腺機能完  

進症2症例および甲状腺機能低下症4症例の計6症例であった。   
これ以外の副作用については、投与期間が長くなることによる明らかな副作用発現  

件数・発現率の上昇傾向はみられなかった。  

（表1 ペグインターフェロンα2bおよびリバピリン併用治療に伴う副作用を器官別  

大分糞頁Lた発現件数・発現率の対比表）  

施設3 0」F（大阪肝臓フォーラム）の投与実態（多施設臨床研究、中心施設：大  

阪大学付属病院、林紀夫ら）  

投与期間延長（49週以上投与）症例のうち副作用による中止例：0症例  

施設4 武蔵野赤十字病院の投与実態（単施設臨床研究、武蔵野赤十字病院、泉  

ら）  

投与期間延長（49週以上投与）症例のうち副作用による中止例二0症例  

施設5 九州大学関連肝疾患研究会（KULDS）の投与実態（多施設臨床研究、中心  

施設：九州大学付属病院、林純ら）  

投与期間延長（49週以上投与）症例のうち副作用による中止例：1症例  

症例 64週‥注射部位潰瘍  ／回復 ／圧刊との因果関係あり  

なお、本症例については、インターフェロン治療の専門ではない「非専門医J  

において通院中同部位への複数回注射の結果生じたものであり、投与期間の延長に  

より生じた副作用中止症例とはいえない。  

施設6 国立病院嶺構全国医療センターの投与実態（多施設臨床研究、中心施設：  

長崎医療センター、八橋ら）  

投与期間延長（49週以上投与）症例のうち副作用による中止例：0症例  

投与期間延長（49週以上投与）が行われた6施設のうち、4施設では副作用により   

中止した症例が認められず、2施設では副作用により中止した症例が計4症例認めら   

れたものの、いずれもこれまでのところ投与期間延長との因果関係を有するとは認め   

られていない。  

（2）海外における報告  

前述の文献（Gastroentero（ogy2006：130：1086－1097）において、C型慢性肝炎難   

治症例に対するペグインターフェロンおよぴリバビリン併用療法の48週投与群と72   

週投与群における副作用による中止およぴその発現の程度は変わらない、と報告され   

ている。  

以上（1）、（2）から、C型慢性肝炎難治症例におけるペグインターフェロンおよび  

リバピリン併用療法におし＼て投与期間を延長し48週を超えて投与することにより、標  

準的な48週投与の場合と比較して、重篤な副作用が発生するリスクが高まることはな  

いと推測される。  

（3）本邦における長期投与の参考事項  

1－24W  25－48W  

血液およびリンパ系障害  6．7％（17／254）   4．0％（9／223）  

心腹障害  16．5％（42／254）  5，4％（12／223）  

耳および迷路障害   9．4％（24／254）   3．1％（7／223）   

内分泌障害   1．2％（3／254）   2．7％（6／223）   

眼障害   35．4％（90／254）   77．9％（40／223）   

胃撮障害   85．0％（216／254）   41．3％（92ノ223）   

全身障害および投与局所様態  99．2％（252／254）  6．悌（36／223）   

免疫系障害・季節性アレルギー  11，0％（28／254）   4．4％（10／223）   

■ 感染症および寄生虫症   32．3％（82／254）   24．2％（54／223）   

傷害、中毒および処置合併症  5．5％（14／254）   4．9％（11／223）   

代謝および栄養障害   8】．9％（208／254）   3．1％（7／223）   

筋骨格系および結合組織障害  89．8％（228／254）   13・0％（29／223） き   

神経系障害   94．1％（239／254）   21．1％（47／223）   

精神障害   68．9％（175／254）   】0．8％（24／223）   

腎および尿路障害   8．7％（22／254）  1＿8％（4／223） 

生殖系および乳房障害   3，9％（1p／254）   2．2％（5／2Z3）   

呼吸器、胸郭および縦隔障害  59，1％（150／254）   15．Z％（34／223）   

皮膚および皮下組織障害   89．0％（226／254）   32．3％（72／223）  

血管障害  13．8％（35／254） 3．6％（8／223）  

臨床検査異常   99．6％（253／254）  59．2％（732／223）  

なお、医薬品医療機器総合機構の報告副作用一覧のうち、ペグインターフェロン製  

剤において、ZOO7年度の報告では、49過以上投与した患者において、49週以降に副作  

用が発現した件数をまとめると、下表（表2）のようになっている（2007年度ペグ  
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20Dフ 度   
ベガシスペグインターフェロン アルファー2a   

49過以上投与し  
た患者におい  

器官別大分類  副作用  て、49週以降に  

副作用が発現し  
た件数   

赤芽呼癖  
再生不良性貧血  
桔碩性血管内凝固  
顛粒球減少症  

血液およぴリンパ系障害  
溶血性貧血  
特発性血小板減少性紫斑病  
好申球減少症  
汎血球減少症  
血小板減少症  
出血性素因  

心臓障害   心真性期外収縮  
甲状腺機能完進症   

内分泌障睾  甲状腺様態低下症  
慢性甲状腺炎  
網膜溶出物   
網肢出血  

脹障害  網膜裂孔  
網朕静脈血栓症   
網膜症  
虚血性大隠炎   
下痢  
痔核  

胃腸障害  口腔扁平苔癖  
口内炎  
嘔吐  
死亡  
旗頭浮隠  

全身障害および投与居所様態            倦怠感  
多臓器不全  
発熱  
自己免疫性肝炎   
肝機能異常  

肝牌道系障害  
脂肪肝  
劇症肝炎  
過形成性月日養症  
貴店  

免疫系障亭   アナフィラキシー反応  
丹毒   
大業性肺炎  
肺炎  

感染症および寄生虫症  肺繹核  
敗血症  
レンサ球菌性敗血症   
細菌性肺炎  

傷宝 中毒および処置合併症  硬膜下血腫   
アラニン・アミノトランスフエラーゼ増加  
アスパラギン敢アミノトランスフエラ丁  
ゼ増加  

臨床検査  
少  

好申球数減少・  
些少積数減少  
白血球数減少   

インターフェロン製剤を対象とする報告副作用一覧（器官別大分類）については別紙  

参照）。  

（表2 ペグインターフェロン製剤の副作用報告件数より集計）  

ペグインターフェロンα  ペグインターフェロンα  

2a   2b   

49週以上投与した患者におい  34件   15件   

て、49週以障に副作用が発現し  

た件数  

4．とりまとめ  

以上より、化型慢性肝炎ジュノタイプ1b型、高ウイルス量症例へのペグインターフ  

ェロンお上せ－いくヒーじ′併用泡沫の軍与淵艦長・●7； 

開始後12週後にHGV－RNA量が前借の仰  
モ血∋PCR）で、36週までに陰性化した症例において、プラス掴週（トータル72週間）  

申投与期間延長が望ましい8Iとする見解は、有効性、安全性の両面から否定されるも  

のではないと考える。   

なお、今回各施設から収集したデータは、症例数も必ずしも十分とは言えず、症例背  

景の相違などから、その評価には限界があるのも事実である。このため、今後も引き続  

きデータ収集を行い、必要に応じて見直しを行う必要があると考える。また、治療にお  

いては、個人差もあり、股与期間を通じて起こり得る副作用など安全性には十分配慮し  

ながら、慎重に行っていく必要があると考える。  
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ペグイントロン ペグインターフェロン アルファー2b  

49避以上投与  
した患者にお  

器官別大分類  副作用  いて、49週以  

降に副作用が  
発現した件数  

貧血  
播種性血管内凝固  
特発性血小板減少性紫斑病  
汎血球減少症  

血液およぴリンパ系障音  血小板減少症  
血栓性血小板減少性紫斑病  
自己免疫性血′ハ板減少症  

出血性素因  
骨髄槻髄不全  
狭心症  
不安定狭心症  

心房細動  

完全房室ブロック  

潮害  
第一度房皇ブロック  
第二度房室ブロック  
心停止  
心不全  
急性心不全  

動悸  
・……‥   

耳および迷路謄害  聴覚障害  
片耳責任聴  
突発難聴  
副腎機能不全 
バセドゥ病   

内分泌障害  
甲状腺機能冗進症  
甲状腺機儲低下症   
原発性アルドステロン症  
下垂体出血   
一過性失明  

片側失明  1   

虚血性視神経症   
網膜湯出物  

網膜出血   

眼障冒  
‖刑責静脈閉塞  
網膜症  
視覚障害  
硝子体出血  
フォークト・小柳・厚田症候群  

網膜血管血栓症  1  

潰瘍性角膜炎  

腹水  
虚血性大腸炎  

出血性腸憩室  
十二指腸潰瘍  

便失禁  
歯肉出血  

血便排泄  

胃腸障害  
イレウス  
腸管虚血  
口唇腫脹  
急性膵炎  

【2007年度】   

ベガシス ペグインターフェロンアルファー2ヨ   

49過以上投与し  
た患者におい  

器官別大分類  副作用  て、49週以降に  

副作用が発現し  
た件数   

食欲不振  

代謝および栄養障害  糖尿病  
1型糖尿病   

2型糖尿病  
筋骨格系および持合組織障害  関節リウマチ  
良性、悪性および詳細  
物（義絶およぴポリー   

脳幹出血  
小脳出血  
脳出血  3  

脳梗塞  2  

神経系障害  顔面神経麻痺  
多発性硬化症  
パーキンソニズム  

くも月真下出血  
視床出血  
被殻出血  
うつ病  2 

精神障害  自殺念慮  2  

自殺企図  
精神障害  

腎および尿路障害   急性腎不全  

問質性肺疾患  呼吸器、胸郭および縦隔障害  7  

皮膚筋炎  
皮膚および皮下組織障害  多形紅瀾  

ヘノッホ・シェーンライン紫斑病  
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ペグイントロン ペグインターフェロン アルファー2b  

49過以上投与  

した患者にお  
詳官別大分類   副作用  いて，49週以  

降に副作用が  
発現した件数  

r一グルタミルトランスフエラーゼ  
臨床検査‘  増加  

リンパ球数減少  
好中球数減少  
好中球数増加  
血小板数減少   2  

体重減少  
白血球数減少  
CD8リンパ球減少  

尿量増加  
抗甲状腺抗休陽性  
細胞マーカー増加  
食欲不振  
糖尿病   
糖尿病性ケトアシドーシス  

代謝および栄養障害  高血糖  
高カリウム血痕  
催アルブミン血症  
低ナトリウム血症  
1型糖尿病   

筋骨柊痛  
多発性筋炎  筋骨格系および結合組織脾害              横紋筋融解 

シエーゲレン症候群 一  
良性、悪性および詳間不明の新生  癌     ■およぴポリ 

ープ斉含む）   

意識変容状態  
大脳萎縮  
脳出血  
脳捷蓋  
痙撃  
多発性脳神経麻痺   
認知症  
粕尿病性昏睡  
両麻痺  
浮動性めまい  
脳症  
顔面神経麻痺  
ギランリくレー症候群  
出血性脳梗塞  

中経系障害  
肝性脳症  
高血圧性脳症  
意識消失  
多発性単ニューロパチー   

ノ  1  

神経系障寄  
艮振  
精神運動充進  
破裂性脳動脈瘡  
も暖下出血  
失神  
血管迷走神経性失神  

【2007年度】   

ペグイントロンペグインターフェロンアルファー2b  

49遇以上投与  
した患者にお  

器官別大分類   副作用  いて、49過以  
降に副作用が  

発現した件数  

腹膜炎  
直腸炎  

上部消化管出血  

心落部不快感  
腸間膜脂肪織炎  
胸痛  
死亡  
顔面浮腫  
歩行障害  
注射部位壊死  l  

全身障害および投与局所様態  
注射部位小水癌  
倦食感  

末梢性浮腫  
療病  
発熱  
急性肝不全  
脂汁うっ滞  

肝胆道系障害  
肝機能異常  
黄痘  
胆汁うっ滞性責痘  

肝障害   

免疫系障害   
肝移植拒地反応  
サルコイドーシス   
虫垂炎  
蜂巣炎  
心内烏麦炎  

感染  
髄睦炎  
壊死性筋腫炎  
肺炎  

感染症および寄生虫症  腎孟腎炎  

子宮留膿症  
卵管炎  

敗血症  
細菌性関節炎  

腰筋膿瘍  
腹部膿瘍  
細菌性肺炎  
硬蛙下血腫  

傷害、中毒および処置合併症       挫傷  
動静脈療部位合併症  
アスパラギン醸アミノトランスフエ  
うーゼ増加  
血中クロール減少  
血中コレステロ∴ル減少  
血中クレアチンホスホキナーゼ増  
加  
血中ブドウ糖増加  
血中ナトリウム減少  
CD4リンパ球減少  

脳波異常  



r20D7年度】   

ペグイントロン ペグインターフェロン アルファー2b   

49週以上投与  

した患者にお  
器官別大分類  副作用  いて、49遅以  

降に副作用が  
発現した件数  

固有感覚の欠如  
認知障害  

視床出血  
被殻出血  
激越  
不安  

自殺既遂  
錯青い状態．  

妄想  
うつ病  
幻覚   

幻視  
精神障害  不眠症  

気分変化  
落ち着きのなさ  
統合失調症様篠盲  

自殺念慮  
自殺企図  
抑うつ症状  
精神障害  
異常行動   

腎および尿路障零  急性腎不全  
尿失禁   
発声障育   
喀血  

問質性肺疾患  
胸水  
肺胞出血   
鼻腔腫癖   
水痘  
剥脱性皮膚炎  
乗疹  
多形紅旗  
点状出血  

紅斑性皮疹  

皮膚および皮下組織障害                             発疹       全身性皮疹－      丘疹 そう痔性皮疹 小水癌性皮疹      全身紅斑     血管障害         l起立性低血圧  
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第2回全国肝炎総合対策推進懇談会  

肝炎対策についての要望  

【1本肝臓病患者団体協議会  

事務局長 西村憬太郎  

Ⅰ．肝炎患者感染者に対する支援について  

1．気づかない感染者に対する支援   

～ 肝炎ウイルス無料検査の拡充と期間延長 ～  

①すべての医療機関委託検査の実現でウイルス検査のを身近で受けられる体制の甲 

急に実現すること  

②「特定健診などあらゆる機会での「検診」の問診票などで、肝炎ウイルス検査の   

有無のチ ェックと受診の勧めを  

③テレビ・ラジオでの「検査の呼びかけを」   

患者会等と相談し「公共広告機構」の活用  

④無料検査委託期間の延長をすること  

2．ウイルスの排除、減少を目的にした治療の推進と肝硬変対策を   

～ 肝炎患者の医療費助成制度を利用しやすい制度に拡充 ～  

①医療費助成制度については、長期慢性疾患患者の特性（仕事・家事への障害）を   

配慮した仕組みに改善すること。また、インターフェロン以外の抗ウイルス剤に  

よる治療も助成の対象とすること  

②「かかりつけ医」での診療でも、C型肝炎では、インターフェロン治療を治療の   

第・選択肢とする診療体制を早急に作り上げる取り組みをつくること。  

その際の、専門医療機関とかかりつけ医（協力医療機関）の役割分担を患者・   

家族にもわかりやすくするような「治療・療養解説書」を作成すること。  

③B型肝炎では、都道府県毎に「B型肝炎診療研究グループ」をつく り、 Ⅰう型肝炎   

感染者・患者のフォロー体制を確立する。  

④医療費助成制度があることを「かかりつけ医」（開業医）に徹底し、患者の受療   

をすすめるよう都道府県毎の対策を明確にさせる。  

⑤肝硬変・肝がん患者を含めた肝炎患者の療養支援のために、「かかりつけ医」「専   

門医療機関」「介護・福祉施設」が連携させた肝炎患者フォロー体制をつくるこ  

と。  

⑥肝硬変患者の運動・栄養療法、合併症対策の治療・日常生活・服薬指導などの患   

者家族向けマニュア′レを作成すること。  

一1”   



⑦肝がん患者・家族への支援   

治療について、外科切除・局所（ラジオ波・マイクロ波・アルコール注入等）・   

塞栓療法・放射線・免疫療法などを含めた集学的治療法などの治療施設情報をな   

ど、患者家族が求めている情報提供や相談ができる施設の整備を   

「肝炎患者相談支援センター」「がん患者相談支援センター」の有機的連携をつ   

くりあげること。  

⑧それぞれの病期に応じた「肝炎患者手帳」を作成すること。   

（財）ウイルス肝炎研究財団が販売している「手帳」については、改善・見直し   

をすること。  

3．肝炎対策の推進について   

①この懇談会を「協議会」に改めること。また、国の肝炎対策の方針策定について  

は、事前に医療者、患者・家族の意見を聴取する機会を設けること   

②「肝炎対策基本法」を制定し、国内最大の感染症を早期に克服する体制を国とし  

て作り上げること。   

③都道府県肝疾患診療連携拠点病院の協議会（連絡会）に、患者も参加し、患者家  

族の本意の拠点病院運営ができるようにすること   

④患者・家族自体の自助（患者会・グループ）活動への支援をすること。  

・ピアカウンセリング研修  

・拠り所（肝炎患者サロン）の開設のための支援（施設提供、助言者の派遣）   

⑤国際医療センター肝炎情報センターと患者団体との懇談実施   

⑥啓発活動では、肝臓週間などの有効活用をはかること   

⑦肝炎ウイルス高感染地区の実態調査を行い、感染蔓延の原因、地域医療体制、抗  

ウイルス療法の受療者を増やす、感染者のフォローアップなど、まずモデル地区  

を決めて事業を始めること。肝炎・肝硬変・肝がんの早期発見と治療の病診連携  

のありかたの検討を行うこと。  

Ⅱ．治療法の開発の促進  

1・インターフェロン、抗ウイルス剤、その他の薬剤、物理的にウイルスを除去する  

治療法など、研究を促進させ、高齢者や就業中の肝炎患者が安心して治療を受けら  

れる治療法を早急に完成させること。  

2．肝硬変とその合併症の治療法の開発促進  

3．肝がんの早期発見のための安価な画像検査法の開発と普及   

肝がんの集学的治療法（免疫療法を含む）の開発と普及  
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Ⅲ．治療や療養に関して  

1・生体肝移植について、免疫抑制剤など術後の拉期の負担を改善する方策を検討す   

ること。   

また、免疫抑制剤服用者の他酢位も含めたがん発がんなどのチェック体制をきち   

んと子ナうこと  

2・労働災害によるⅠ〕・C型肝炎感染者については、ウイルスが排除されない限り 

生涯肝炎などの関係する疾患〝）フォローを行うこと。  

3・肝臓病も他の内部疾患と同様に身体障害者福祉法による福祉制度の恩恵を早急に   

受けられるようにすること。   

同法13条＝「疾病又は事故による身体障害の発生の予防及び身体に障害のある者  

の早期治療等について国民の関心を高め、かつ、身体に障害のある者の福祉に関す   

る思想を普及するため、広く国民の指導啓発に努めなければならない。」   

肝機能障害によって起こる「肝性脳症」や「浮腫・腹水の貯留」は、日常生活や  

就労に、多大な影響を及ぼし、人の生活を人きく制限するので、早期からの対策が   

必要です。   

例：肝性脳症の出現で、車の運転業務の制限。  

浮腫の出現で、立ち仕事などの制限。  

以上、肝炎総合対策の推進について、患者団体に寄せられた「相談」などから、国に対  

する要望をまとめました。よろしく対策を実行されることを切望します。  
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肝炎情報センターの取り組みについて  

平成21年6月10日（水）  

国立国際医療センター国府台病院  

肝炎・免疫研究センター  

溝上 雅史  

「国立国際医療センター肝炎情報センター」構想とは？  

一肝炎診療の均てん化■医療水準の向上をさらに  

全国的に推進するためには、特に情報提供機能  
について都道府県の肝疾患診療連携拠点病院を  

支援するシステムが必要であり、その基盤整備  
が必要である．  

・また、肝炎については国内外で基礎一臨床研究  
が急速に進行していることから、情報をデータベ  
ース化して、定期的に情報をアップデートすること  
が重要となる。さらに、正確な情報を広く発信する  
システム作りが必要である．   



叡首府屠仁おげる掘最診療ネットワーク 2β87年  

都道府県における肝炎  

検査後肝疾患診療体制  

に関するガイドラインー  

全国C型肝炎診療   

懇談会報告書から  

2007年1月26日  

厚生労働省  

※ 専＿門医療應遥  

（む専門的な知識を持つ医師による診断と治療方針の決定  
②インターフェロンなどの抗ウイルス療法  
③肝がんの高危険群の同定と早期診断  

※※  肝疾轟診療連携拠点病院  

①肝疾患診療に係る一般的な医療情報の提供  
②都道府県内の専門医療機関等に関する情報の収集や紹介  
③医療従事者や地域住民を対象とした研修会や講演会の開催や肝疾患に関する相談支援  
④肝疾患に関する相談医療機関と協議の場の設定  

肝疾患診療連携拠点病院一覧（2009年6月1日現在）  
都道府県名  施  設  名   所    在    地   施  設  名   所    在    地   

■  北海道  
2  青森県  
3  岩手県  岩手医科大学附馬病院   盛岡市内丸19－1  
4  宮城県  国立大学法人 東北大学病院   仙台市青葉区星陵町1－1  
5  秋幻県  国立大学法人 秋田犬学匠学部附属病院  秋田市広面蓮沼44－2   市立秋田総合病院   秋田市川元松丘町4－30   
6  山形県  
7  デ＝ミ・L＝  

8  茨城県  株式会社 日立製作所 日立総合病院  日立市城両町二丁目1番1号   東京医科大学茨城医療センター  稲敷郡阿見町中央三丁目20番1号   
9  栃木県  自治医科大字附属病院   下野市薬師寺3311－1   横協医科大掌病院   下都賀郡壬生町北小林880   
10  群馬県  国立大学法人 群馬大学医学部附属病院  前橋市昭和町3－39－15  
m  埼玉県  埼玉医科大学病院   入間郡毛呂山町毛呂本郷38  
12  千葉県  国立大学法人 千葉大学医学部附属病院  千葉市中央区亥鼻1－8－1  
13  東京都  
14  神奈川県  横浜市立大学附属市民総合医療センター  横浜市両区浦舟町4－57   聖マリアンナ医科大学病院   川崎市宮前区菅生211  

北里大草凄病院   相模原市麻溝台2－1－1   東海大学医学部附属病院   伊勢原市下情星143   

15  新潟県  国立大学法人 新潟大学匡歯学総合病院  新潟県新潟市中央区旭町通一番町754番地  
16  富山県  富山県立中央病院   富山市西長江2－2－78   市立砺波総合病院   砺波市新富町1－61   
17  石川県  国立大学法人 金沢大学附属病院   金沢市宝町13－1  
18  福井県  社会福祉法人 恩賜財団 福井県済生会病院  福井市和田中町舟橋7－1  
19  山梨県  国立大学法人 山梨大字医学部附属病院  中央市下河東1110  
20  長野県  国立大学法人 信州大学医寧部附属病院  松本市旭3－1－1  
21  岐阜県  国立大竿法人 岐阜大学医学部朋屑病院  岐阜市柳戸1－1   浜松医科大字医学部附属病院  浜松市東区半田山1－20－1   
22  静岡県  順天堂大学医学部附罷静岡病院   伊豆の国市長岡1129番地  
23  愛知県  名古屋市立大字病院   名古屋市瑞穂区瑞穂町芋川澄1  
24  三重県  三重大字医学部附属病院   三重県津市江戸橋2丁目174  
25  滋賀県  
26  京都府  国立大学法人 京都大学医学部附属病院  京都市左京区聖注院川原町54   京都府立医科大学附属病院   京都市上京区河原町通広小路上る梶井町465   

関西医科大学附属滝井病院   守口市文園町10番15号   国立大学法人 大阪大学医学部附属病院  吹田市山田丘2番15号  
27  大阪府             近畿大字医学部附属病院   大阪狭山市大野環377－2   大阪市立大学医学部附属病院  大阪市阿倍野区旭町1－5－7  

大阪医科大字附属病院   高槻市大苧町2番7号  
28  兵庫県  兵庫医科大学病院   西宮市武庫川町1番1号 
29  奈良県  公立大学法人奈良県立医科大学附属病院  檀原市四条町840  
30  和歌山県  
31  鳥取県  国立大学法人 鳥取大学医学部附属病院  米子市西町36番地1  
32  島根県  国立大学法人 島根大学医学部附属病院  出雲市塩治町89－1  
33  岡山県  国立大学法人 岡山大学病院   岡山市鹿田町2－5－1   
34  広島県  国立大苧法人 広島大学病院   広島市両区霞1－2－3   
35  山口県  国立大学法人 山口大字医掌部朋偏病院  宇部市南小串1－1－1   
36  徳島県  国立大芋法人 徳島大学病院   徳島市厳本町2－50－1   
3了  香川県  香川県立中央病院   高松市番町5－4－16   37府県50病院ぎ    岳  
38  愛媛県  国立大学法人 愛媛大学医学部附属病院  菓温市志津川  
39  高知県  国立大学法人 高知大字医掌部附属病院  南国市岡皇町小蓮185－1  
40  福岡県  
41  佐賀県  国立大学法人 佐賀大字医学部附属病院  佐賀市鍋島5－1－1  
42  長崎県  独立行政法人 国立病院機‡I長崎医療センター  長崎県大村市久原2丁目1001－1  
43  熊本県  国立大筆法人 熊本大学医宇部附属病院  熊本市本荘1－1－1  
44  大分県  国立大掌法人 大分大字医宇部附属病院  由布市挟間町医大ケ丘1－1  
45  宮崎県  
46  鹿児島県  国立大学法人 鹿児島大学病院   鹿児島市桜ケ丘8－35－1  
47  沖縄県  

計   37府県・50病院  
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肝炎情報センター  

「国立国際医療センタ‾肝炎情報センター」構想とは？  

一肝炎診療の均てん化t医療水準の向上をさらに  

全国的に推進するためには、特に情報提供機能  

について都道府県の肝疾患診療連携拠点病院を  
支援するシステムが必要であり、その基盤整備  
が必要である．  

・また、肝炎については国内外で基礎・臨床研究  

が急速に進行していることから、情報をデータベ  

ース化して、定期的に情報をアップデートすること  

が重要となる。さらに、正確な情報を広く発信する  
システム作りが必要である．   



【討議事項】  

1）“孤覇鍔医療センタ1汗炎情報センター”HPを開設  

（平成20年5月～）   

i）塾象  ・肝臓専門医向け  

・医療従事者向け（一般医・コメディカル向け）  

・患者さん■肝炎について知りたい方向け   

ii）取り扱う情報内容  

2）“厨灘瘡センタ1汗炎情報センター”運営のための   

専門委員会の設置  

……－－＞′′肝疾患情報提供検討委員会′′  

肝疾患情報提供検討委員会構成委員一覧  

氏  名   所  属   

林  紀夫  大阪大学消化器内科学教授   

熊田 博光  国家公務員共済組合連合会虎の門病院分院長   

小池 和彦  東京大学大学院医学系研究科消化器内科字数授   

脇田 隆字  国立感染症研究所ウイルス第二部部長   

田中 純子  広島大学大学院医歯薬総合研究科疫学・疾病制御字数授   

八橋  弘  独立行政法人国立病院機構長崎医療センター臨床研究センター治療研究部長   

泉  並木  武蔵野赤十字病院副院長   

茶山 一彰   広島大学大学院医歯薬総合研究科分子病態制御内科字数授   

榎本 信幸  山梨大学大学院医学工学総合研究部第一内科教授   

溝上 雅史  国立国際医療センター肝炎・免疫研究センター長   

正木尚彦  国立国際医療センター消化器科医長（併任：肝炎情報センター長）  



トこのホームページ管牒けい㌻れる方へのお噸い  

肝炎㌶輝の持てん化・医節水凄の向1．復さらに全匡門に案対マるために  やレ  

こ国立国際医療センター肝炎情報センター  

肝灸診怒の均てん化・匡培水軍の向上を昌らに全日㌍に燕拝するたのには、袷lこ▲毒悠覧廣モ均与仁L  

ついて都㌔府炉の．肝鼠竣診療連携敲点病説を支妊するシステムが必空であり、その茎窯封侍が．  

集です。  

また、肝炎については出ノブ】外で慕囁・E亨床研究が魯遷に；呈持していることから、信輔をデタベー  

ス化して、定脛的に侍輔をアップデー▲卜していくことがモ資となります。さらに、正接な低唱を駅  

く染辞するシステム作りが必藍となります。   

q静肝炎；多震ネットワーク  

■都道府県連携尉点音院・専門医環機関   
▲＝‘ei軍  

書声こ1：  

■即決・≡†ニl雲  
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とだ退醐鋸、ら廃す▲り  

軍書こん肝炎lこついて知りたい万へ 惚ダ肝■■円fの方へ  
轡軒汚毒誓「嘔以ク仰医康雄事者刀万へ  

1隻ド肝貞    ■斉硬変  鋲急性節穴   t斉硬変  ■怠惰軒炎  
■B弓竺：†炎  t評鰹鎧がん  董B型．〒炎   ■．許追払がん  も閻揮炎  
■⊂聖肝集  ■尼弼竹裾  ■⊂型．牢炎   ■£邦禰司  b⊂型．前炎  

戦列粁炎帽欄センターについて   肝歩封岩詔センターひらのお知らせ  更訂毒弼  

■号†軽輩  
●訂雉㌫がん  

■ 爵l一丁足  

■訂災区報コンターとは  ■頁1穴場胃センターの不一ムペ  

ジをF諾しました．  

（20D8．1之．01）  

書 D8．11ヱ5   

「屏炎憤確センターとは？」ペジの．帯   

災慣行センターの拒絶叛冥を追加▲t王   
をしました。  ①  

■可・㌻男£省妄謄「全琶節穴チ三溝  
主管誘電会議」岩よび軒災愕持  
てンクー主催 r平成20∈良沢l・」  

日きi一覧たi；椙一手諷苛l前払慌mニ† ▼  

】Tこ¢ページのトノノヘ r 〈－1’イトマ・．ノ几・洋裁二ど話リンク  

囲±1¶’・岬ナノタL・干さぺ㌣モ＝㌔7二！－951亡】〒？Lヒ■ いし－√レアト7－1丁亡10ヰ7－］けヱー三5bL：代ヂ）  

宅〉コ00巨晩二月＝射え1二′1・■－卜H・丁‡壱ごンクー  

更新ヨ20〔蝿ハ1／27  

鐘 08．11．03   

長野揖．島揖県の昌1疾粧診蛸濾讃支点萌 し．  指を謹告りヲ慰しました 
．  

2008／12／1公開  

bttp：〟www．   q．go．jp／center／index．html  

肝炎情報センター   



国立国際医療センターにおける肝疾患関連事業  

Soft Ware  H ard VVare  

○研修推進室医長   

（矢野公士）  

○臨床研究推進室医長   

（伊藤清顕）  

◎研修機能   

・研修の企画・立案t推進  

国立国際医療センターにおける肝疾患関連事業  

S oft VVa re  H a r d VV a r e 

○研修推進室医長   

（矢野公士）  

○臨床研究推進室医長   

（伊藤清顕）  

◎研修機能   

・研修の企画・立案・推進   



l  

．  

l  

③研修機能   

萱肝疾患診療連携拠点病院等の医療従事者  

≡に対する研修の企画一立案■推進   

拠点病院によるネットワーク   

［亘亘垂亘］ 匡亘］雫∃  

くとここ〇匡亘亘司．  
●●■●■●＝●●●＝●●＝●●●●●●●＝＝●●●●●●●●＝●●●●●●＝●●●■●  

②拠点病院間情報共有支援  

肝疾患診療連携拠点病院で構成  

する協議会組織の事務局機能を  

担うなど拠点病院間の情報共有  
①インターネット等による最新情報提供  

肝疾患医療に関する診療ガイドライン、肝炎診療  
をめぐる国内外の情報  

‾－‾■‾■‾■‾■‖■‾■‾′▲‾●……‾●  

一般住民  
医療機関  （厚生労働省健康局疾病対策課肝炎対策推進室）  

（平成20年11月21日：第1回廊道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会）  

「資料亘＿」  

知遇情具肝疾燕浮環1皇茂拠点癌性間鵡終陥洋室九∃約／繋J   

（皇†手全の設置〕  

言フ集 仏語全に．協荘重の声昔年Hテ巨に行うため．幹事会を古くこ⊥ができる，  

2単享会に必芸ち事項／ユ、議長が別に定める＝  

：き鰯）  

蒜8集†扁領主の庶冠仕、日立国際匡jまセンター運営尾庶祝言二課l二おし1て処理する】  

（組員り）  

市田菜 この規街に定のるもののほか、協宗全の重言に閲し必衰な事項は、蒜貢が凱二   

産める。  

相月り  
1 二の規柑土、平成20年  月  日から誠斤㌻る▲   

闇僅）  

宗1条 都道府県肝疾患給痺謹撰拠点病磨こ以下「拠点病院」という、．）の接種て圭化や拠   

点病院間の蔓差掛ヒについて㌫毒するため．都道府県肝疾屁診療正浩拠点病院間遺稿   

協議会く以下「協篭会Jという．）を設置する．  

（軸他）  

箭2於 協講全は、次に1即fる毒邑をもって珊‡供するr   

（1）都道府県許膜孟診療慧施測点東囁 病暁長文Ii病暁長が捜た丁るせ   

（2；国立四倍産癒センター区府台病l冷肝属・免疫街頭センター長   

（3〉国立画博医療センター国府古癖院肝炎一塊疫研兎センター肝炎情樟センター長  

2栗旦の任期は2年とし、再任を茹Ifない．  

3 垂副二欠品が皇じた老台の捕欠の委員の任期は、前石の兢真にかかわらす＿前任老   

の放任期間とする。  

り鳥蕗写頂l  

貰3粂 姐誌会ほ．次に紀Ifも事項を払言羞する。  

（1‡塊粥査晩l∈掌l皇国五島立と．   

【2）肝疾患：診i烹等1二倍る人4才育成に防すること   

（8）その他協芯壊の長官仁必要な事項   

こ誇長）  

宗4条 協；ま会に語長を置き、国立国際医療センター阻府台病慌斬牒・免疫研究センタ   

ー肝炎情報センター長をもって充てる。  

2 議長に事故あ古ときは．議長があらかじめ指名する委員がその他推を代行する∪  

（要事；  

第6ゑ 位法会は、必要に広ごて謳長が）ど装する。  

2 快諾会は、毒見の過半嶺以上が出蒲L古けれ「ま、鮭事を開くことができない。  

3 真且は、やむを侍ない理由に上り会議に出席することができないときには．その代   

理者を■監議会に出席さセることがでさるト  

（意気の聴取）  

貫E莫 議長l土．ゼ一箪があるときは、委員以外ロ〕肴を1出講会にl山席させ．意見を聴くこ   

とがで書る。  

一三‖－  



データベース  

平成21年3月13日（金）  

国立国際医療センター国府台病院  

肝炎・免疫研究センター  

肝炎情報センター長  

正木尚彦  

本当に感染者の治療に役立つ情報とは？   

どのような情報が最低限必要か？  

それは実際に可能か？  

糞用は？  

暗号化は可能か？  
etc  

国立国際医療センターにおける肝疾患関連事業  

H a rd Wa re  Soft VVare  

○研修推進室医長   

（矢野公士）  

○臨床研究推進室医長   

（伊藤清顕）  

◎研修機能   

・研修の企画・立案・推進   



第一回看護師向け研修会  

より艮い肝 患の訂護を乍  旨して  

平成21年12月11日－12日   

国立国際医療センター国府台病院  

肝炎■免疫研究センター  

研修推進室医長  

矢野公士   

① 肝疾患の動向（医師）  

② インターフェロンの実際（医師、看護師）  

③ 肝癌（肝動脈塞栓療法、局所焼灼療法 他）の治療（医師、看護師）  
④ 肝硬変合併症の看護（かゆみ、腹水、むくみ）の看護（看護師）  
⑤ 肝疾患のメンタルケア、インフォームドコンセント（看護師）  

⑥ 肝疾患相談員の体験談（看護師、他）  
⑦ グループディスカッション（上記テーマについて）（看護師、他）など  

国立国際医療センターにおける肝疾患関連事業  

Soft VVare   H a r d VV a r e 



ノ野趣喘感染L乙ビラLr  
！柑％玖4∫CとJβ％（の仔CC仁分力l力点カl？  

■ト  

Serotype   Biopsy  Diagnosis，Gender，Race   

Nucleotidemutation  MolecularGeneticsEnvironmentalfhctors  

Genotype／Subtype sequencing Geographicdistribution  

C二暫厚鮒鹿療の変遷  
■                                                                            ／  

／  

／                       ノ  

2008・12 0  

／  

／イb高ウイルス量のPEG＿】FNα2b＋RBV72週承認  

1b高ウイルス量以外の  

PEG－1FNα2b＋RBV24週承認  
2005・120′．／／  

／  

2005．4 0．ノ′／lFN自己注射承認  
／  

2004．12 0．ノ／  1b高ウイルス量のPEG－1FNα2b＋RBV48遇承認   

2003．12 0ノ∴ PEG－1FNα－2a48週承認   

2002．2 0・】FNの再投与および投与期間制限の撤廃   

2001・12 Q／］FNα2b＋RBV併用療法24週承認  

1992．2 0′′／ 

／ 

ここまでやって  

どうして治らない？   
1989 0  

／  
C型肝炎ウイルス（HCV）発見  
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灰世代高彦シーケニンサーの登場  
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相好生命好学訝穿の変遷ノ男3の．生命労／1銑鉄／   



第2回全国肝炎総合対策推進懇談会  

厚生労働省，平成21年6月10日（水）  

埼玉県における肝炎対策事業  

埼玉医科大学 消化器内科・肝臓内科  

持田 智  

埼玉県の特殊性と病診連携の在り方   

ホームページ，肝疾患相談センターでの情報公開   

肝炎治療特別促進事業の実態  

Gα∫J川g〟ねJ・βわ紗＆〃印αわわ幻′，助血椚〟肋dわ〟Jと加fvgr∫吋  

都道府県別のHCV感染率（節目検診：平成14年度）  

l】］中 隆ほか：什本臨眈ヱ004；‘2（増刊号7）：引1より作成  

G〟＼仙I′〃Jlゾ〃／l′£l、JJJITり仙′／′一丈l・‥＼吊J〟〃MIJ‘一（〟川／ー－J高け＼叶   



専門医（埼玉県）  

さいたま市  

毛呂山町  

所沢市  

川口市  

上尾市  

川越市  

熊谷市  

：沖名肝炎対策協議会  

15名 1．23 名／人口10万人  
11名 29．91  
9名 2．67  
7名 l．42  
6名 2．70  
3名 0．90  
1名 0．48  

≡＿＿三  （東京都）文京区：90名 48．44  

全 国：3，941名 3・09名／人口10万人   

東京都  

神奈川県   

千葉県   

埼玉県   

茨城県  
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1．39  

2．46  

2．53  
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1．83  
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専門医療機関  ］
 
 

u．．川Uし仙川．β£γ＆〃甲〟わわ紗，∫α∫ね〃‡〟肋dわ〟Jn由，gJ‘∫吋  

肝疾患専門医の分布から見た埼玉県の医療圏   

肝疾患診療連携拠点病院   

埼玉医科大学病院  

1  

鰻雛．き  

l・一州J●川●〃／▲●川／・′昔l、l（JJりり〟〃／′一昔l－‥＼晶J〟〃Hりt一－ノん・J／†JJ山一ハ小   



肝疾患専門医の分布から見た埼玉県の医療圏   

肝疾患診療連携拠点病院   

埼玉医科大学病院  

l∫－′ハJ川川Jl・川J′′賞l・．（JJITM〟小一且l、‥≠〟／・…＝lJl・・J／川JJ－一高け＼吋  

肝疾患専門医の分布から見た埼玉県の医療圏   

大学病院医療圏：埼玉医科大学病院（名越澄子）  

西部第2：毛呂山町，越生町，鳩山町，坂戸市，鶴ヶ島市，日高市，飯能市  

比企： 東松山市，滑川町，嵐山町，小川町，ときがわ町，東秩父村  

秩父： 秩父市，小鹿野町，横瀬町，皆野町，長瀞町  

大里： 寄居町   

川越地区：埼玉医科大学総合医療センター（川本智章）  

西部第1：川越市，ふじみ野市，富士見市，三芳町  

西武線沿線県南地区：国立病院機構西埼玉中央病院（竿代丈夫）  

西部第1：所沢市，狭山市，入間市   

東部東上線沿嘩県南地区：国立病院機構埼玉病院（関塚栄一）  

西部第1：和光市，朝霞市，新座市，志木市  

hJ．＼J川州J〝〃山灯人肌丁目J・血エl・‥砧J・J仙JIJ・亜‘一〟／「〃在り●、f（l●   



埼玉県：肝疾患診療連携拠点病院等連携協議会   

平成20年10月8日（水），浦和  

委員長：  持田 智  

各地域：  名越 澄子  

甲嶋 津平  

川本 智章  

竺代 丈夫  

関塚 永－・  

関根 忠一  

西川 稿  

五月女直樹  

福屋 裕嗣  

三宅 洋  

（埼玉医科大学病院：肝疾患診療連携拠点病院，肝がん集検委員）  

（埼玉医科大学病院：大学病院医療圏）  

（さいたま赤十字病院：さいたま市）  

（埼玉医科大学総合医療センター：川越地域）  

（国立病院機構西域玉中央病院：西武線沿線県鼠 肝がん集検垂員）  

（国立病院機構埼玉病院：東武線沿線県南）  

（済生会川口総合病院：埼京線沿線県南）  

（上尾中央総合病院：県中央）  

（熊谷総合病院：県北，肝がん集検委員）  

（済生会栗橋病院：県北東）  

（春日部市立病院：県南東，肝がん集検委員）  

肝がん集検委員：三好 和夫（北浜会三好医院，肝がん集検副委員長）  

原田 容治（戸田中央総合病院：肝がん集検委員）  

神田 裕三（介護老人施設カノープス羽生：肝がん集検委員）  

日野 邦彦（デルタクリニック，肝がん集検委員）  

埼玉県医師会： 金井 忠男（県医師会副会長）  

谷本 秀司（がん集団検診医会長）  

社会医学専門家：柴崎 智美（埼玉医科大学地域医学・医療センター）  

顧 問：  藤原 研司（肝がん集検委員長）  

片山 茂裕（埼玉医科大学病院長）  

オブザーバー： 埼玉県保健医療部疾病対策課，  

事務局：  武久 秀夫（埼玉医科大学医務部庶務課）  

（・、〟、Jハり√〃J‘●川／〃．くl・l（JJり＝JりJ′′くl・‥＼、‘山〟J仙Jりl・′Jん・－JJJJJ高ハf（l・  

肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会の役割  

埼玉県内における病院ネットワークの構築  

一次医療機関：掛かりつけ医  

二次医療機関：県内各地域の専門医が勤務する拠点病院  
肝疾患診療連携拠点病院：埼玉医科大学病院  

関の間を患者が移動する際に共通  

供書，クリニカルパスの作成  

一次，二次，三次  

で利用できる診療  

ホームページ  各地域の肝臓病専門医へのアクセス  

診療情報提供書のダウンロード  

G〟∫什βピノ～ねJ■βわ紗＆〟印血血即，∫〟〟〟J〃〟〃g成（－αJn！ルビr∫吋   



第2回全国肝炎総合対策推進懇談会  

厚生労働省，平成21年6月10日（水）  

埼玉県における肝炎対策事業  

埼玉医科大学 消化器内科・肝臓内科  

持田 智  

埼玉㌧県の特殊性と病診連携の在り方   

ホームページ，肝疾患相談センターでの情報公開   

肝炎治療特別促進事業の実態  

（ノ〟、什仙・〃ノーγ〃んノ賞l・－（JJりM／・′／・′甜・．・＼吊J…川りJ日仏wJJJ晶廿、叶  

肝疾患専門医の分布から見た埼玉県の医療圏  

G〟∫仇）gJ王Jg川わgγ＆ガ甲〟わJβ紗，∫〟細別〟〃g〟わ〟JnJルg川砂   



診療実績の表記   

IFN－A～E：インターフェロン治療（年間導入症例数）  

A．100例以上，B．50～99例，C．10～49例，D．5～9例，E．1～4例  

…＝ 病占 肝  
住 所  担当者名  

Tel＆lJax  

m  US  GTF  Cll  MRI  AG  生検  RFA  PEIT  TACE  EV  BRTO  DFl｝P  放  

C   （⊃  （⊃  C）   ×   ×   ○  ○  （⊃   ×   ×   ×   ×   ×  

目1丈1旦育サ 

BRTO：胃食道静脈癌の血管内カテーテル治療  
DFPP：  二重膜濾過を併用したインターフェロン治療  

放：   放射線治療  

G〟∫／′βピノIJgr（）わgリ＆〃即〟Jβわ紗，∫〟血〝王〟〃g成c〟J〃J†fvビr∫坤  

患者情報提供用紙（掛かりつけ医→専門医）  

絹介患者  
．診  断  

殿（   歳．男・女）   

投与量：（60mLまで・1けOmLまで），実施・汀俳な曜日  
ペグインターフェロン製剤の皮卜投Jブ：（不可能・一寸苗三）  

インターフェロンーβ製剤の静脈内投JJ一：（不可筒・可能）  

その他：  

G那加gJ王ねr〝わ紗＆ガ（pαわわ釘，，∫〟〟〟椚〟」Mセ㌦c〟Jn血gr∫坤   



患者情報提供用紙（専門医」」ト掛かりつけ医）  

（■山J川川J（・川J′促l・．（〃り川J〃J呵甘．．＼1J〟〟〃川IJt●血－〟JJ■J高一1里叶  

市民公開講座（平成18年以降）  

㊨日本肝臓学会 ●埼玉県 ●大学，その他  
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乱■■たま市   ‡、ミ：．‾  ；・ 、 ・・   

上里町本庄市  

手刷Il町   

北川辺町  

大利書長町  

深谷市  】■■■  
牒里叫∵ 鱒留 守郡 枇   

川  叫炉・嘉紺 瀬巣「面i崩亮  

長ミ割町   

皆野叫  

H18年11月  寄居町   

小川町  滑＝町  
新策父対  照山町．＿ 吉見町  叫  

白同町苫1・  小鹿野明  

「1一さ  

年11月  H21年1月  誕生町   

毛∈●町   H18年10月  持父  

H19年10  

三芳町志木  
入闇市  

戸廠市  
印  
習▼i蒜右前欄市  i！亨11  

j新座市  

H21年5月」  

（一－〟伸一Jt・血γ〃ノー′よl、．（JJり川J・血賞l・‥≠〟川仙∫lノー′′／ん－－∫／「J油1リ●＼叶   



第2回全国肝炎総合対策推進懇談会  

厚生労働省，平成21年6月10日（水）  

埼玉県における肝炎対策事業  

埼玉医科大学 消化器内科・肝臓内科  

持田 智  

埼玉県の特殊性と病診連携の在り方   

ホームページ，肝疾患相談センターでの情報公開   

肝炎治療特別促進事業の実態  

G〝∫′J‘βgJ7Jgrβわ紗＆〃印〟ねわ幻′，加地触りね此〟仇血椚旬  

肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

認定基準  

HBe抗原陽性でHBV－I）NA陽性のB型慢性肝炎で   

インターフェロン治療を行う予定，またはインターフェロン   

治療実施中のもののうち，肝がんの合併のないもの   

HCV－RNA陽性のC型慢惟肝炎及びC型代償性肝硬変で   

インターフェロン治療を行う予定，またはインターフェロン   

治療実施中のもののうち，肝がんの合併のないもの   

期 間  1年間，l人l回，7年間にわたって実施  

医療機関 全ての医療機関を対象とし，  
日本肝臓学会専門医の有無は問わない  

専門医以外は医療研修会受講を条件化  

G‘∫∫J川g′〟ビrβわ幻ノ＆上物〝わ巾£リ，Jわ〟〟椚〟焼成c〟JnIfvピJ■∫姉   



肝疾患診療拠点病院等連絡協議会主催  

医療研修会：B，C型慢性肝疾患における抗ウイルス療法の実際   

平成20年11月24日（月・祝日）：9：30～17：30，大宮ソニックシティー国際会議室  

講 師：埼玉医科大学 消化器内科・肝臓内科   

1．肝炎ウイルスとウイルス性慢性肝疾患の病態  
2．肝炎ウイルスマーカーの読み方  

3．肝機能検査値の読み方  
4．肝画像診断－（∋慢性肝疾患  
5．肝画像診断－②肝癌  

昼休み（1時間）  

6．B型慢性肝疾患の抗ウイルス療決  
二の発行  
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9．C型慢性肝疾患のm治療－（診 治療中，前後での検査の進め方  稲生  
10・肝庇護療法 

平成21年度  診断書に証明書番号を記載  

′′了ヽ A、うと地目に手鏡  ′ゝ」J＿  

：  
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専門医以外は受講の必修化  
13．肝硬変の合併柾とその7日ま栄一－－－－t逆肝性胸柾と宋養管理  子守凹  

14．肝癌の治療－①局所療法  演岡  

15．肝癌の治療－②隅治療  今井  

Gα∫／川g〃おr（）わ幻′＆〃印αわわ幻J，動地椚〟肋成cαJn】ルピr∫功／  

肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

合計  2，028  34  2，0（i2   7   2，054  ＋5   7（i  2  59  ′：1，981  

G〟∫J川ピノ一お川わ£γ＆〃印〟わわ幻′，助血椚〟肋此〟Jn王ルg作卸   



肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

申請数   取り  審査  他県   返戻数   

認定  新規   再   合計  下げ  件数  移動  返戻 不備 合計   
承認  

協議会   

A  B  D   
C－D  

F   G  H  
E＋F  

＝E  ーⅠ＝K   

4月   115  0  115   0   115   0   7  2  9   10（i   

5月   145  0   145   144   0   4  0  4   140   

6月   394  5  j99   398   0   7  0  7   391   

7月   24（i   3  249   248   0   10  0  10   238   

8月   219  9  228   227   0   10  0  10   217   

9月   145   1   14（i   145   0   6  0  6   1り   

10月   131   5   13（i   0   13（；   ＋2   5  0  5   133   

11月   l（i9  3  172   171   0   4  0  4   16ウ   

12月   104  1   105   104   0   4  0  4   100   

1月   119  3  122   0   lユヱ   0   5  0  5   11（i   

2月   121   3  124   0   124   0   10  0  10   112   

3月   120  1   121   0   121   ＋3   4  0  4   1ユ山   

合計   2，028  34  2，0（i2   7   2，054  ＋5   76  2  59  1，，81   

承認率‥96・5％（1，629／1，688）  G仇血g，〟椚わ紗＆〃甲〟わ／脚，助〟㈹〝肋此〟伯，ルピr坤  

肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

申請数   取り  審査  他県   返戻数   

認定  新規   再   合計  下げ  件数  移動  返戻 不備 合計   
承認  

協議会   

A  B  D   
C－D  

F   G l一  

E＋F  

＝E  －Ⅰ＝鱒   

4月   115  0  115   0   115   0   7  2  9   106   

5月   145  0  145   144   0   4  0  4   140   

6月   394  5  399   398   0   7  0  7   391   

7月   246  3  249   248   0   10  0  10   238   

8月   219  9  228   227   0   10  0  10   217   

9月   145  1   14（i   145   0   6  0  （i   13！）   

10月   131   5   13（i   0   136   十2   5  0  5   133   

11月   169  3  172   17l   0   4  0  4   167   

12月   104   1   105   104   0   4  0  4   100   

1月   119  5  122   0   lヱヱ   0   5  0  5   11（i   

2月   121  3  】24   0   124   0   10  0  10   112   

3月   120  1   121   0   12l   ＋3   4  0  4   120   

合計  2，028  54  2，062   7   2，054  ＋5   76  2  59  ‘1，981   

承認率：97・7％（1，981／2，028）  G〟血g′加わ紗＆〃甲′∂わ紗，∫。血椚〟肋血〟相加r叫   



肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

－2008年4月～2009年3月一   

診断名別受給者数  階層区分別受給者数  

承認計1，，81例  

C型肝硬変  B型慢性肝炎  
1．4％（27）  1．2％（23）  

自己負担額  

Gα∫か∂g〝ねr〃わ£γ＆〃印αわわ£y，且I〟α肌〟焼成cαJ机Jルビ作妙  

肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

－2008年4月～2009年3月－  

性別受給者数  年齢別受給者数  

承認計1，981例   

3（0．2％）  55（2．8％）  
20歳未満  

7。歳以上 
＼20歳台  

123（6．2％）  

30歳台  

G〟∫〟りビJ！′grβわgリ＆〃甲αわわ幻′，Jね血〝∽焼成（：〟Jと加fvgr∫吋   



肝疾患専門医の分布から見た埼玉県の医療圏  

l川＼什…り爪■川／′′賞l・l（JJり，〟山J・一ごl－‥＼吊J〟〃Mりl・l〟川JJJ高け、小   

肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

保健所別申請数（2008年4－2009年3月：計1，981例）  

面 積  人 口   想定 申請  率  

Km2   ％   人   ％ 数   数  （％）  

地 区  

埼玉医科大学医療圏 1，591．141．4 706β2810．0 421  392   93．1  

県北  561．5  14．6  579，788  8．2  34（i   2（；2  75．7   

埼京・京浜東北県南  85．2  2．2  725，140  10．3  435   199  4（i．0   

県南東  326．2  8．5l，085，540  15．4 （i48  277   42．7   

県中央  172．り  4．5  670，193  9．5  400   163  40．8   

西武線県南  85．2  2．2  642，750  9．1 383   151   39．4   

川越  109．2  2．8  577，553  8．2  345   12（i   3（i．5   

さいたま市  217．5  5．7 り7（i，314  l（i．7  702  242  34．5   

県北東  446．6  11．6  4（i9，103  6．6  280  90  32．l   

東上線県南  61．3  l．6  421，834  6．0  252  78  31．0   

合 計  5，846．8  100 7，054，243  100 4，209 1，981  47．1   

G〟∫／川ピタ！おJ・〝わ幻′＆〃印〟わわ£n助血椚〟ルね成c（1JnJルピr∫吋   



肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

保健所別申請数（2008年4－2009年3月：計叩81例）  

面 積  人 口   想定  申請   率  

Kmヱ   ％   人   ％ 数   数  （％）  

地 区  

埼玉医科大学医療圏 l，591．141・4 706ル2810・0 421  392   93・1  

県北  561．5  14．6  579，788  8．2  346  2（i2  75．7   

埼京・京浜東北県南  85．2  2．2  725，140  10．3  433   199  46．0   

県南東  326．2  8．51，085，540  15．4 ‘48  277  42．7   

県中央  172．9  4．5 （i70，193  9．5  400   1（i3  40．8   

西武線県南  85．2  2．2  642，750  9．1 383   151   39．4   

川越  109．2  2．8  577，553  8．2  345   126  36．5   

さいたま市  217．5  5．71，17（i，314  l（i．7  702  242  34．5   

県北東  446．‘  1l．6  4（i9，103  6．6  280  90  32．1   

東上線県南  61．3  1．6 421，834  6．0  252  78  31．0   

合 計  3，846．8  100 7，054，243  100 4，209 1，981  47．1   

（品＼J川′〃ノー・川ん′丈l・l（仏ソMJI′JI骨、‥≠〟JJ川川り‖〟川J－JJJけハ叶   

肝炎治療特別促進事業（埼玉県）  

保健所別申請数（2008年4－2009年3月：計1，981例）  

面 積  人 口   想定  申請   率  

Kmヱ   ％   人   ％ 数   数  （％）  

地 区  

埼玉医科大学医療圏 1，591．141．4 706ル2810・0 421  392   93・1  

県北  561．5  14．6  579，788  8 2（i2   75．7   

埼京・京浜東北県南  85．2  2．2  725，140  10．3  433   199  46．0   

県南東  326．2  8．51，085，540  15．4 （；48  277  42．7   

県中央  172．9  4．5 （i70，193  9．5  400   163  40．8   

西武線県南  85．2  2．2 （i42，750  9．1 383   151   39．4   

川越  109．2  2．8  577，553  8．2  345   12（i   36．5   

さいたま市  217．5  5．71，176，314  16．7  702  ユ42  34．5   

県北東  446．6  11．6  4（i9，103  6．6 280  90   革2．1   

東上線県南  61．3  1．6  421，834  6．0  252  78  31．0   

合 計  3，846．8  100 7，054，243  100 4，2（け 1，981  47．1   

（山＼Jr仙り抽・川山即、l（JJ（丁，〟仙Jl一昔l・い＼－1JJJJ＝Mりl′l〟川JJ、J高け・＼叶   



肝癌による年間死亡者数の推移   

一厚生労働省「人口動態統計」－  40，000  

34，089  

90  00  03   
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